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はじめに 
平成２６年度の富山大学人間発達科学部と附属学校園による共同研究プロジェクトは，
１３の研究グループ，延べ 100 名を超えるメンバーによって進められました。本年度も，
多くの教科・領域等にかかわる実践的な研究が，子どもたちのよりよい学びや育ちのため
に展開されました。附属学校園の教員と学部の教員が力を合わせて進めた研究は，学術研
究的な知見と，附属学校園で日々行われ，蓄積されている授業実践における知見の両方を
十分に活用して進められた研究であり，その意義は大きく，価値あるものと考えます。 
附属学校園と学部とが連携して進めるこの共同研究プロジェクトは，教育学部時代の平
成１２年度にスタートしました。附属学校園の教員も，学部の教員も多忙の中，自主参加
を原則として，協力してプロジェクトを継続してきました。そこで目指したものは，教育
実践の向上につながる共同研究，子どもたちの成長につながる共同研究でした。 
附属学校園にも学部にも構成員の入れ替わりがある中で，このような自主的な研究活動
が多くの参加者により継続しています。これは，このプロジェクトによる研究を進める中
で得られる成果が，子どもたちの学びや育ちに確実に貢献しているという実感があるから
ではないでしょうか。 
平成 26 年 11 月には，学習指導要領の改訂に向けて文部科学大臣から諮問文が発表さ
れました。そこでは，人口減少や少子高齢化，グローバル化などの大きな社会の変化に対
応して，求められる人材が変化していることが示されています。そして，「何を教えるか」
という知識の質や量の改善はもちろんのこと，「どのように学ぶか」という，学びの質や深
まりを重視することが必要であり，課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習
（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）や，そのための指導の方法を充実させていく必要
があるとしています。 
本報告書にまとめられている授業実践等の内容は，このような児童・生徒が主体的・協
働的に学ぶ姿であり，これからの学習の在り方を考える上で参考にしていただけるものと
考えております。そして，本報告や共同プロジェクトへの忌憚のないご意見やご指導ご鞭
撻を賜ることができましたら大変ありがたく存じます。今後とも附属学校園と学部の連携
にさらなるご理解、ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 
平成 2７年７月 
共同研究プロジェクト WG 委員長 
人間発達科学研究実践総合センター 
長谷川春生 
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 平成２６年度のプロジェクトの概要 
 
（１）プロジェクトの実施体制 
富山大学人間発達科学部と同附属学校園の共同研究プロジェクトは、平成２６年で１５
年目を迎えた。本年度のプロジェクトは、昨年と同様、学部に設置されている附属学校運
営委員会の所管事業として実施された。同委員会のもとにプロジェクト推進のためのワー
キング・グループが設置され、企画・運営に当たった。プロジェクト実施にかかる経費は
学部共通経費から措置された。 
 
（２）プロジェクトの内容 
本年度の共同研究プロジェクトは、ここ数年来と同様、グループ研究を中心に進めた。
グループ研究は、学部および附属学校園の教員が、研究したいテーマを出し合い、そのテ
ーマへの参加者を相互に募ってグループを作り、グループごとに研究活動を進めるもので
ある。本年度は以下のような１３のグループが作られた。 
 
グループ名 研究内容 代表者 
国語科教育 研究発表会や教育実習などの機会を通して、よりよ
い国語科の授業のあり方を探る。 
米田猛（学部） 
社会科教育 楽しくわかる社会科の授業づくりについて考える。 岡﨑誠司（学部） 
算数・数学教育 授業実践や協議会を通して、数学的な見方や考え方
を育てる指導の在り方について追究する。 
河原弘幸（附属
中） 
理科教育 実際の授業を通した授業実践の検証，および実践内
容を踏まえた理科教育における教授法・学習論の研
究を行う。 
成行泰裕（学部） 
 
造形教育 幼小中のつながりを意識しながら、造形教育で身に
つける力について研究する。 
隅敦（学部） 
家庭科教育 新学習指導要領にもとづいた授業実践の開発と研究
を行う。 
磯﨑尚子（学部） 
 
健康教育 児童・生徒の生活習慣について実態を捉え、心身と
もに健康な生活を送るための支援のあり方を探る 
神川康子（学部） 
英語科教育 小学校における英語活動を含め、楽しくわかる英語
科の授業づくりを考える。 
岡崎浩幸（学部） 
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グループ名 研究内容 代表者 
生活・総合 幼稚園（生活単元学習）、小学校（生活・総合）の
授業をビデオに撮り、授業分析を行いながら、支援
のあり方を探る。 
松本謙一（学部） 
支援ツール開発 障害をもつ子どもたちの自立を促す支援ツールの開
発について研究する。 
阿部美穂子（学
部） 
ムーブメント 
教育 
幼児の運動遊び、小学校低学年の体ほぐしの運動、
特別支援教育の自立活動や体育で実践するムーブメ
ント教育を取り入れた授業づくりについて考える。 
阿部美穂子（学
部） 
 
障害理解教育 障害理解教育のあり方やその効果について、実践を
通して追究する。 
西館有沙（学部） 
ICT の教育利用 教育における ICT 活用の在り方を考え，授業実践等
を通して ICT 活用の効果を明らかにする。 
長谷川春生（学
部） 
 
（３）ワーキング・グループ会議 
第１回 平成２６年４月７日（月） 
 ・今年度の企画・参加者募集について （持ち回り） 
第２回 平成２６年５月１９日（月） 
 ・今年度のグループの確定 （持ち回り） 
第３回 平成２６年５月２３日（金） 
 ・今年度のグループ予算の確定 （持ち回り） 
第４回 平成２６年１２月１２日（金）（於：附属中学校） 
 ・来年度のプロジェクトについて 
 
（４）グループ研究代表者懇談会 
   平成 26 年 11 月 11 日（火）グループ研究を実施する上での情報交換 
 
（５）運営組織 
 ①附属学校運営委員会 
・学部： 神川康子（学部長）、山西潤一（附属人間発達科学研究実践総合センター長）、
小林真（教務委員長）、松本謙一（発達教育学科長）、片岡弘（人間環境システム学
科長）、長谷川春生 
 ・附属幼稚園： 徳橋曜（園長）、廣田仁美（副園長） 
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 ・附属小学校： 根岸秀行（校長）、荒治和幸（副校長） 
 ・附属中学校： 堀田朋基（校長）、藤井克弘（副校長） 
 ・附属特別支援学校： 竹村哲（校長）、泉溪正十（副校長） 
 
 ②ワーキング・グループ 
 ・学部： 山西潤一、小川亮、笹田茂樹、長谷川春生（長） 
 ・附属幼稚園： 米﨑瑛美 
 ・附属小学校： 有島智美 
 ・附属中学校： 坂田元丈 
 ・附属特別支援学校： 加藤雄一 
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グループ研究 
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国語科教育グループ
国語科授業の研究
代 表 ： 米田 猛、宮城 信、西田谷洋
附属小学校 ： 北岡 明、松井智史
附属中学校 ： 萩中奈穂美、長澤信行、宮崎理恵
附属特別支援学校 ： 加藤雄一
１． 活動の方針
附属小学校・附属中学校の日常的な研究活動に即した研究実践内容にする。具体的には、
(1) 研究発表会で公開する授業や校内研究授業などの学習指導案検討を行う。
(2) 日常的な授業において、お互いに観察を行う。
(3) 教育実習の指導の在り方について、検討を行う。
したがって、特別に研究主題を設けてする研究ではない。また、上記(1)～(3)の研究は
附属教員にも学部教員にも喫緊かつ重要な課題であり、この研究を行うことは、そのまま
附属校園の使命を果たすものでもある。
２． 活動の実際
201４．４．２２（於附属中学校）
(1) 附属小学校「春の教育研究発表会」（201４.6.１３）における公開授業の学習指
導案検討会を行う。
「新聞を作ろう」（小学校４年 授業者・北岡 明）
「かんさつ名人になろう」（小学校２年 授業者・松井智史）
(2) 附属中学校「教育研究協議会」（201３.6.６）における公開授業の学習指導案検
討会を行う。
「『変わる動物園』を批判的に読む」（中学校３年 授業者・長澤信行）
「方向を考えて話し合おう」（中学校２年 授業者・萩中奈穂美）
201４．１０．９（於附属中学校）
(1) 附属中学校校内研修会における授業についての検討
「字のない葉書」（中学校３年 授業者・上不理恵）
201５．１．２０（於附属小学校）
(1) 附属小学校校内研修会における授業についての検討
「お話を楽しもう わたしはおねえさん」（小学校２年 授業者・松井智史）
３． 活動の成果と課題
(1) 附属校園の重要な使命であり、かつ日常的に常に問題意識のある「教育研究発表
会」の授業検討（事前・事後）について論議できたことはよかった。特に、小学校
・中学校の授業について（本年度は特に中学校が小学校のことを）知ることができ
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たのは、小学校・中学校の連携の観点から収穫である。
(2) 附属小学校・附属中学校の校内研修における学習指導案を検討する試みも、今後
継続していく必要がある。国語科の立場で学習指導案を検討することができるから
である。
（文責・米田 猛）
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社会科教育グループ
「おもしろい社会科授業」の創造（９）
人間発達科学部 岡﨑 誠司・根岸 秀行・笹田 茂樹
附属小学校 岩滝 修二・阿久津 理
附属中学校 北岡 聡・坂田 元丈・龍瀧 治宏
はじめにー研究の目的と方法ー
過去本共同研究プロジェクトでは、公開された社会科授業の観察・批評を通して、ある
べき社会科授業の姿を探求してきた。そして、七年前までは、「資料活用能力とは何か」
「思考力とは何か」に焦点を当ててあるべき社会科授業の姿を明らかにしていった。ただ
し、六年前より評価問題の検討を通して、上記の問いに答えていくこととした。その際、
思考・判断・表現の能力育成に焦点を当てつつ，実践した授業との関わりのもとで、評価
問題とその背景となる理念を明らかにしようとした。そこで、本年度もこれまでに引き続
いて、授業実践との関わりのもと、評価問題を検討し育成するべき能力を明らかにするこ
ととした。以下、研究目的と方法を明示し、共同研究プロジェクトの概要を説明する。
（１）研究の目的
授業実践の事実を明らかにし、実践後実施した評価問題を検討することを通して、学力
についての考察を深める。
（２）研究の方法
各会合での提案者を決め、提案する評価問題は評価に至る過程での授業内容と合わせて
提案し、それぞれ協議する。そうして、「おもしろい社会科授業の条件」を探求する。
第1回共同研究プロジェクト（７月） 研究の目的と方法の検討・研究計画案の検討
第2回共同研究プロジェクト（８月） 評価問題の検討
第3回共同研究プロジェクト（10月） 評価問題の検討
第4回共同研究プロジェクト（12月） 評価問題の検討
検討会の提案においては、これまでと同様、評価問題の実物はもちろん、評価範囲・評
価問題作成の意図・評価基準を明らかにするよう努めた。それぞれについて、昨年度同様、
以下に確認しておこう。
〈評価範囲〉
具体例として提示した評価問題は、「実際の授業でどのような学習範囲に該当するのか」
を明示することにした。必要があれば、検討会において教科書の該当ページのコピーを配
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布した。
〈評価問題作成の意図〉
「なぜこのような評価問題が作成されるのか」について意図を明示することによって、
評価問題が適切なものかどうか議論を深めた。ここでは、作成者の学力観や学習指導要領
の解釈が検討されることになる。
〈評価基準〉
個別的個性的な授業であれば、評価問題に対する評価基準は、やはり個別的個性的にな
らざるを得ない。これを作成者が明らかにすることで、学年に応じた発達段階の仮説を設
定できるだろう。
以上の手順・視点で進めてきた共同研究プロジェクトをまとめるに当たり、一定の結論
を出すことはしていない。本プロジェクトの最大の目的は、メンバー一人ひとりの教師と
しての力量形成にある。したがって、一人ひとりがどのような実践を積み、どのような学
力観に至ったのかを大切にしたいと考えているからである。そこで、基本的には、全員が
執筆することにして、単元の実践概要・評価問題・成果と課題を全員書くことにしつつ、
具体的内容については自由記述とした。そのような過程を経て、本プロジェクトは、さら
に数年かけて、この研究を進め、成果を挙げることをめざしている。
（岡﨑誠司）
8
２．小学校４学年「社会的な思考・判断・表現力」を育成する授業概要と評価問題
ー 単元「災害からくらしを守る」の評価問題の検討を通して ー
（１）単元「災害からくらしを守る」の実践概要
① 単元のねらい
・ 火災などの災害から人々の安全を守る工夫や努力に関心をもち、見学や調査活
動を通して安全を守る体制や施設、訓練、点検の様子について意欲的に調べ、安
全を守るために自分にできることを生かそうとする。
【社会的事象への関心・意欲・態度】
・ 消防署など関係機関の働きや、消防団など地域の人々の工夫や努力によって、
地域の人々の安全な生活が守られていることを考え、適切に表現している。
【社会的な思考・判断・表現】
・ 消防署や消防施設、地域の人々の協力の様子を観点に基づいて調査したり、資
料を活用したりして、地域における災害防止のための諸活動について必要な情報
を読み取っている。 【観察・資料活用の技能】
・ 消防署は消防団など地域の人々と協力して、火災の防止に努めていること、関
係の諸機関が相互に連携して緊急に対処する体制をとっていること、災害から人
々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事する人々の工夫や努力を理解
している。 【社会的事象についての知識・理解】
② 単元について
本単元では、第４学年（４）アイを扱う。「災害から人々の安全を守るための関係機関
の働き、そこに従事する人々の工夫や努力、関係の諸機関が相互に連携して緊急に対処す
る体制をとっていること」を捉え、私たちの生活が多くの人の手によって守られているこ
とを学ぶ。
本単元の本質は、「防災・減災への意識の高まり」である。関係諸機関の連携と地域の
人々の協力を２本の柱として、災害を防ぎ、被害を最小限に抑えるためには、地域の協力
とともに、自分も地域の一員と自覚して生活していくことが大切であるという意識を高め
ていきたい。
富山県の出火率はたいへん低く、２２年連続して全国１位となっている。消防機関が防
火意識の啓蒙にあたるだけでなく、各地区で組織された消防団や幼年・少年消防クラブが
活動するなど、県民特有の高い防火意識が組み合わさっての成果であり、全国に誇ること
ができる記録である。消防署や消防団を中心として、人々の活動ぶりやその願いに迫るこ
とで、「地域の身近な人が、わたしたちのくらしや安全を守っている」という意識をもつ
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ことができると考える。
そのため、本単元では火災を重点的に取り上げる。消防署内の施設、装備、働く人々の
様子について、消防署を見学したり消防士から話を聞いたりするなど、諸感覚を十分働か
せる活動を通して、緊急に対処する体制について理解を深めていくことができると考える。
その後、消防団の取り組みに迫る。自分の仕事をもちながらも、緊急時には火災現場な
ど災害現場へ駆け付け消火活動や救助活動を行っていること、女性団員が高齢者宅への防
火訪問や保育所や幼稚園の防火教室などを行っていることを知ることで、災害から人々の
くらしを守るために様々な人が働いていることを身近に感じることができるであろう。そ
して、それらの人々の願いにふれることで、災害に強いまちづくりをすすめるために必要
なことを考え、表現していくことができると考える。
（２）単元の展開
教師による主な発問と予想される反応 子供の様相
① 学校で火災が起こると、消防自動 〇 消防士による消火活動のしやすさ
車はどこにとまるだろう。 という観点から、消防自動車が止ま
第 ・ 火を消すには水が必要だ。プール る場所を予想する。
一 の近くに車を止めるとよい。 〇 消防施設を地図にまとめることで、
次 ② 学校にはどんな消防施設があるだ 火災から人々の安全を守るために、
ろう。 消防施設が計画的に配備されている
・ 学校には火災報知器や防火扉があ ことに気付く。
る。それほど、火事は危険なんだな。 〇 消防自動車の種類、学校の消防設
災 ・ 火を消すには水が必要だ。消火栓 備配置図をもとに、効果的な消火活
害 の近くに車を止めるのかな。 動はどうあればよいか考える。
へ ③ 消防署の人たちは、どのようにし 〇 ポンプ車８台、タンク車１台、救
の て火事を早く消しているのだろう 助工作車１台、救急車１台が現場に
備 ・ １０台以上の消防自動車が現場に 向かう事実から、火事を早く消して
え 集まり、火を消しているのだな。 人命や財産を守りたいという消防署
・ ④ なぜ消防自動車は、火災が起こる の願いに気付く。
緊 と約５分間で火災現場に到着できる 〇 通信システム、消防署内の施設、
急 のだろう。 消防署員の訓練などから、早く到着
体 ・ １１９番に電話をすると一番近い できる理由について予想する。
制 消防署につながるはずだ。【予想】 〇 消防署の設備や装備、勤務には早
・ 消防士は出動に備えているはず。 く、安全に、確実に消火するための
⑤⑥なぜ消防自動車は、火災が起こる 工夫があることを理解する。
と約５分間で火災現場に到着できる 〇 大きな火災の場合には、他地域の
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のだろう。 【見学】 消防署と連携して消火活動にあたる
・ 通信司令室から連絡している。 ことを理解する。
・ ２４時間体制で勤務している。 ●関係の諸機関が相互に連携して緊
⑦ 見学して考えたことをまとめよう。 急に対処する体制をとることの理解
⑧ 火災現場では、どんな人が働くの 〇 消防団の組織図、火災現場での仕
第 だろう。 事内容から、消防団の役割について
二 ・ 火災現場で消火活動にあたってい 予想する。
次 るのは、消防士だけじゃない。消防 〇 消火活動の作業を行う消防団に、
団とは、どんな人たちかな。 女性団員がいることに矛盾を感じる。
災 ・ 消防団も協力して消火にあたる。 〇 女性消防団の役割や願いを話し合
害 まちを守ろうとしているんだな。 う中で、自分たちの地域を自分たち
へ ⑨ 男性消防団員は減っているのに、 で守る大切さについて目を向ける。
の 女性消防団員はなぜ増えているのだ 〇 消防士や消防団など、地域の人が
備 ろう。 協力して地域の安全を守るための活
え ・ 女性ならではの仕事も必要だ。 動を進めていることを理解する。
・ ・ 消火活動だけでなく、防火活動に ●関係機関が地域の人々と協力して
協 も目を向けることが大切だな。 災害や事故の防止に努めていること
力 ⑩ 消防署や消防団がこれだけ努力し の理解
体 ているのに、なぜ火災がなくならな 〇 地域を守りたいという消防士や消
制 いのだろう。 防団の願いを受けて、災害からくら
・ 出火率が日本一低くくても、一人 しを守るためにどんなことが大切か、
一人の意識がまだ足りないのかな。 自分には何ができるかを考えようと
・ ぼくたちにできることがありそう する。
だ。家でお母さんに話をしてみたい。 ●地域の一員としての自覚と判断
（３）評価問題の一部抜粋 ～問題の作成意図と解答例～
問題１ ゆうすけさんは、消防団の人に、「どうして消防団に入っているのか」インタビ
ューをしました。消防士と消防団の仕事のちがいをはっきりさせて、ふきだしを
完成させましょう。 【知識・理解】
問題２ ゆうすけさんは学習を終え、次のような標語を作って、みんなに発表しました。
火の用心 主役はいつも わたしたち 火の用心の主役が「消防署」でなく、「わ
たしたち」だと、ゆうすけさんが考えたのはどうしてでしょう。その理由を考え
て書きましょう。 【思考・判断・表現】
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問題３ 地震の被害を少なくするために、日頃から誰がどのようなことをすればよいで
しょう。火事の学習を生かし、考えとその理由を書きましょう。
【思考・判断・表現】
問題１ 概念的知識を理解しているかをみる
解答例 ふだんは、別の仕事をしています。人を助けるために、消防署の人と協力し
ています。消防署の人だけでは、消火は難しいと思うので手伝っています。だ
から、消防団の仕事にとてもやりがいを感じています。
問題２ 知識を基に、判断できるかをみる
解答例・消防署や消防団は火事を救える。だけど、ぼくたちは主役となって火事が起
こらないようにできる。一番大事なのは、ぼくたちの心がけだと思うから。
・消防署の人がいるからといって、全ての火事が防げるわけではない。一人一
人が気をつけることによって、火事を防げるから。
問題３ 火災の事例で学んだことを他の事象に転移して考えることができるかをみる
解答例・近くに住む人と仲良くする。地震のとき、助けに来てくれるかもしれない。
・ひなん所を確認したり、非常持ち出し袋を用意したりする。災害には、自分
自身が気をつけたり、備えたりすることが大切だから。
（４）成果と課題
・ 問題１、問題２とも正答率は９０％を超えた。本実践では、消防署を中心とした緊急
体制（公助）を理解した後に、地域住民で構成される消防団の取り組みに迫った。具体
的な事実をもとに消防団を中心とした協力体制（共助）を理解したためだと考えられる。
その後、「消防署や消防団がこれだけ努力しているのに、なぜ火災がなくならないのだろ
う」と投げかけた。子供たちは、公助や共助などの社会の仕組みを振り返り、自分の安
全は自分で守るべき（自助）と考えるなど、自分のくらしぶりを見直していった。授業
で、このような判断を問う場を設けることが、自らの危険を予知し、回避する能力の素
地につながっていくと考える。これからも、授業改善に取り組んでいきたい。
・ 問題３では、「思考・判断・表現」の観点から、学んだことを他の事象に転移して考
えることができるかをみた。しかしながら、学校で行う避難訓練だけを記入する子供が
見られるなど、常識的な判断にとどまった印象がある。県や市の災害に対する取組を資
料として示すなど、子供が根拠に基づいて考えを表現できるようにする必要があった。
・ 今回抜粋して述べた３問に限らず、全体の傾向として、複数の資料を関連付けて必要
な情報を読み取り、自分の考えを表現していく力は育ってきているように感じられる。
授業では、立場を限定したり、解決策を考えたりするなど、焦点を絞って表現する場を
つくり、子供たちの力をさらに伸ばしていきたい。 （岩滝 修二）
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３．小学校第６学年「思考・判断能力」を育成する授業概要と評価
－小単元「参勤交代」の検討を通して－
（１）小単元「参勤交代」の実践概要
① 単元のねらい
・ キリスト教の伝来、織田・豊臣の全国統一、江戸幕府の始まり、参勤交代、鎖国と
それらに関わる人物の働きや代表的な文化遺産に関心をもち、進んで調べようとして
いる。 【社会的事象への関心・意欲・態度】
・ キリスト教の伝来、織田・豊臣の全国統一、江戸幕府の始まり、参勤交代、鎖国と
それらに関わる人物の働きや代表的な文化遺産について、学習問題や予想、学習計画
を考え表現するとともに、幕府の政策により身分制度が確立して武士による政治が安
定したことやそれらに関わる人物の願いや働き、代表的な文化遺産などの意味につい
て思考・判断したことを言語などで適切にを表現することができる。
【社会的な思考・判断・表現】
・ キリスト教の伝来、江戸幕府の始まり、参勤交代、鎖国とそれらに関わる人物の働
きや代表的な文化遺産について、文化財、地図や年表、その他の資料を活用して、必
要な情報を集めて読み取り、ノートや作品などにまとめている。
【観察・資料活用の技能】
・ 征夷大将軍になった徳川家康が幕府を開き、江戸幕府によって世の中の仕組みが整
えられ、身分制度が確立して武士による政治が安定したことを理解している。
【社会的事象についての知識・理解】
② 単元について
本小単元の学習内容は、６年内容（１）（オ）「江戸幕府の始まり、参勤交代、鎖国に
ついて調べ、戦国の世が統一され、身分制度が確立し武士による政治が安定したことが分
かること」である。この内容からまず、幕府の政策による「政治の安定」を理解すること
が大切な内容であると解釈することができる。
次に、「政治の安定」という結果に対し、その原因は参勤交代等の江戸幕府による政策
であることが分かる。つまり、「政治の安定」について子供たちが認識を深めるには、幕
府の政策の目的とその結果を知ることが必要なのである。そして、子供たちが内容につい
てさらに深く実感を伴って「政治の安定」を理解するためには、幕府の目的とその結果だ
けでなく、政策に従う大名の受け止め方など「幕府の政策の影響」を学習し、政治が安定
したか否かを子供たち自身が判断することが大切であると考える。そこで、本小単元の本
質を「幕府の政策の影響」とおき、小単元の構想を試みたい。
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（２）単元の展開 全１０時間
主な学習活動 子供の様相
一 群雄割拠の戦国時代から徳川家康が全国を統一し
次 た直後の世の中に対して、江戸幕府の政策はどのよ ○ 江戸時代は、長い間徳川家が全国
① うな影響があったのだろう。 を治めた平和な時代だという概念が
ある。
○ 参勤交代、身分制度、鎖国の政策について各自が
判断するという見通しをもって学習計画を立て、政 ○ 戦が繰り返された時代から平和な
策の内容について調べる。 時代になったのは、効果的な政策が
・ 参勤交代は、交通が発達していない時代に江戸ま あったはずだという予想のもと、幕
で来させるなんて大変な制度だ。これは、大名も困 府の立場にたって政策の内容を調べ
っていただろう。 る。
② 参勤交代はどのように行われていたのだろう。
○ 江戸までの道のり、行列の長さ、
○ 加賀藩の大名行列をもとにして、諸藩の経済的な 持ち物、費用などから経済的視点で
負担を調べ、話し合う。 各大名の参勤交代による負担を捉え
・ 大変な負担を求めていたことに驚いた。いくら戦 る。
に負けて幕府に従わないといけなくなったとはいえ、
人質もとられ、大名はいやだったはず。 ○ 参勤交代の様子を資料を用いて調
・ え、なぜ？幕府が減らすようにということは、大 べていく中で、幕府のねらいと成果
名から人数を増やしていたの。 を捉えていく。
③ なぜ、幕府から「参勤交代の人数が多すぎるので、
少なくすること」という命令がでるのだろう。 ○ 資料「参勤交代」から、大名にと
って経済的負担を強いていることに
○ 「大名と幕府の関係」「江戸における役割」「参勤 気付く。「武家諸法度」と「大名に
交代における諸問題」などの資料をもとに、江戸時 とってよくない制度だ」という知識
代当初の大名の考えからの変化について考える。 の間に矛盾を感じ、問いが生まれる。
・ 江戸で仕事をする以外に、遠くから藩に指示を出
すことになる。これでは大名が藩を治めにくい。 ○ 「参勤交代をすることによって大
・ 参勤交代を続けるためには、道中のトラブルを避 名にもよいことがあるはずだ」とい
けるための工夫がいる。 う予想をもつ。その予想のもと、資
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・ 大名はせっかく来た江戸で他の大名より少しでも 料を読み取り、「大名の置かれてい
将軍に認められたいという気持ちになってきた。 る状況、江戸での様子、参勤交代の
実施に当たって行っていたこと」を
④ 参勤交代は、江戸のまちや町人・農民にとってど 理解し、大名の考えの変化に気付く。
んな影響を与えていたのだろう。
○ 年貢の制度から、大名が経済的に
○ 江戸までの街道沿いや江戸の様子、農民や町人に 苦しんでいたことは、そのまま農民
とっての参勤交代の様子を調べる。 の負担となっていたことや金銭の流
・ 身分を分けられ、これだけ米づくりに専念させら れをもとに町人に経済的な余裕が生
れたのは、年貢を納めるため。そして、それは参勤 まれ、文化が栄えていくことに気付
交代に使われていた。ひどい。でも、参勤交代によ く。
って人の流れやお金の流れができた。
二
次 幕府は、どんな目的で鎖国を行ったのだろう。
① ○ 参勤交代を学習して身につけた
② ○ キリスト教への対応や外国との貿易の様子を調べ、 「幕府の力を強めるための政策」と
目的について話し合う。 いう視点で資料を調べ、思想の統制
・ 大名をうまく抑えているから、違った考えをもつ や経済的な利益など、様々なメリッ
ことを恐れていた。オランダや中国、朝鮮などとの トを見つける。
交流の目的は、貿易の利益を独り占めして、幕府の
力を保つためだった。
③ 幕府の政策によって良くなったこと、問題点をまとめ ○ 幕府の政策の結果についての評
よう。 価、各大名の思い、農民のくらしに
対する願いを考え、友達の考えを聞
○ 幕府、大名、農民などの立場からのコメントを考 く中で、戦国時代との違いを明らか
えて話し合うことで、時代の特色を明らかにする。 にしていく。
・ 大名「今年も問題が起きないように参勤交代をう
まく終えよう。そのために江戸での出費を控えさせ ○ 大名の考えの変化の中に、戦国時
よう。百姓からの年貢もきちんと取らなければ」 代との違いを見いだし、時代の特色
→ 大名の頭から天下をとることが消えて、平和な世 を理解する。
の中になったと思います。
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（３）評価
単元最初の子どもの仮説と単元終了時の子どもの仮説がどのように変容したかを比較し
た。すると下の表のように、視点が増えていること（５９→９９）が分かった。
表 本単元における子どもの認識の変容
※児童数３９名、（ ）内は％の数値、小数点以下は四捨五入により１００％にならない場合もある
大名に対して 町人に対して 百姓
経済弱体化 圧力 土産 忠誠心･信頼 宿場町 江戸拡大 交通網 商業発展 税負担 合計
(最初)家光の目的 1 9 ( 3 18 ( 3 12 ( 2 5(8) 3(5) 1 (2) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 59(1
2) 1) 0) 00)
(最後)家光の目的 1 7 ( 2 14 ( 1 4 (5) 9(12) 4(5) 19(2 3(4) 3 (4) 1 (1) 74(1
3) 9) 6) 00)
社説：政策評価 15 ( 1 6(6) 3(3) 5(5) 12(1 17(1 3 (3) 8(8) 30 (3 99(1
5) 2) 7) 0) 00)
単元最初の考えを見てみよう。まず「経済弱体化」を目的だという仮説が３２％である。
「お金を払わせて大名が幕府に反抗できないようにする」「財産が少なくなれば戦をしよ
うとする気力やお金もなくなり、むほんをする大名がいなくなる」などの記述が見られた。
宿泊費用、馬代、宿泊が変更になった際のキャンセル代、持参品、供の人数、日数などを
細かく学ぶことや群雄割拠の時代が終わった直後であるという時代背景を根拠に作り出さ
れた仮説であろう。
次に大名への「圧力」が目的だという仮説が３１％である。「人質をとっていれば前田
家は反乱を起こすことができまい！」「母親がさみしくなるから、江戸へ来て元気をあげ
なさい」「参勤交代をしないと人質を殺すぞ」など、家光の視点での記述が見られた。戦
国時代の人質や婚姻が有効であったことを根拠とした仮説であろう。
３番目に多い仮説は、「土産」である。「参勤交代がずっと続けば大名が持ってくるお
土産やお金で幕府はもうかる」「わざわざここ（江戸）まで来てお土産までくれる」「家
光は江戸から出られないと思うから、前田家の加賀のめずらしいものをもらえる」などの
記述が見られた。本実践では、参勤の際に幕府側からもたらされた物については学習して
いない為、一方的に幕府が土産をもらうという認識が見える。「参勤交代はどのように行
われていたか」という問いは答えとなる事実が多すぎるため、必要な知識に限定した結果、
このような仮説が生まれた。この点は今後実践する際に検討が必要であろう。しかし、子
どもが「３代目の家光が為政者として江戸にとどまり政治を行っていただろう、交通網が
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まだ発達していないであろう」と時代背景をイメージできたことが分かる。また子どもは、
戦国時代の学習において、織田信長が武田信玄に対し、低姿勢で贈り物を渡し続けること
で、戦を避けたことを学習した。それ故、子どもたちにとっては贈り物が大名にとって貴
重なものであると認識されている。贈り物がうれしいという子どもらしい価値が入った仮
説であろう。この３つの割合は、全仮説の８３％であった。家光と利長の関係から解釈を
していることが分かる。
次に単元最後の仮説を見てみよう。全く同じ問い「家光は、どんな目的で参勤交代を続
けさせたのだろう」についての仮説では、最も多い仮説が「江戸拡大」で２６％である。
「江戸に人質として妻子を住ませて１年おきに大名たちが来てその費用で江戸は栄える」
「参勤交代で（他藩から）来れば江戸の城下町が繁盛する」などの記述が見られる。
次に多いのは、「経済弱体化」で２３％、３番目が「圧力」で１９％となり、３つの割
合は６８％である。最も有力な仮説が変わったことから、仮説の修正・再設定されたこと
が分かる。さらに上位３つの仮説が８割を超えていた状態から７割に変わり、その他の解
釈が増えたことが分かる。「忠誠心・信頼」は８％→１２％へ、「大名が通る道や橋の整
備が進む」「目的は（大名が）通るところの交通の便をよくしたり…」などの記述に見ら
れる「交通網の発達」は０％→４％へ、「大名が通ることでお店が発達する。江戸の町も
発展するとみんなが私を支持してくれる」「各藩の店が発展する。しかしお金がものすご
く減り藩の力が弱まってしまう。だから武家諸法度を出した。ちゃんと日本全体が高まっ
ていくようにした」などの記述に見られる「（江戸・地方、双方の）商業の発展」は０％
→４％となった。
このように、江戸拡大のために政策を行ったという視点が増え、巨大消費都市が誕生し
たこと、各藩が貨幣をもって江戸にいく社会が成立してきたこと、宿場町が栄えたこと、
またそれに付随して交通網が整備されたことに気づく子どもが増えた。一方、人質制度や
文化交流につながる土産を理由として挙げる子どもは減った。このような変容は、より確
からしい仮説へと高まったと捉えている。
政策評価については、百姓の視点からの「税負担」が最も多く３０％である。「百姓か
らしたら、藩のお金のだいたいを稼いでいるのに、約６０％も参勤交代に使われて生活が
成り立たなくて大変だと思う」「百姓の立場からみるとよくない政策。なぜなら参勤交代
にだけ、とてもお金を使っているから（百姓は）そのために働いているのと一緒だからで
す」などの記述が見られた。他にも町人の視点として「江戸拡大」が１７％に、「宿場町
の発展」が１２％、商業の発展が８％と単元最初と比べ増加した。全体的に考察すると、
幕府と大名の目的と手段の関係で政策を解釈した子どもが２９％（太線枠内）、町人や百
姓の視点から参勤交代の影響という原因と結果の関係から政策を解釈した子どもが７０％
（二重線枠内）となり、多様な解釈が形成されたと言えよう。
（阿久津 理）
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４．中学校第１学年「思考力・判断力・表現力」を育成する授業概要と評価問題
ー単元「世界各地の人々の生活と環境」の評価問題の検討を通してー
（１） 単元「世界各地の人々の生活と環境」の実践概要
（２）単元の展開
この単元は、学習指導要領の地理的分野の大項目「(1)世界の様々な地域」の中項目「イ
世界各地の人々の生活と環境」に入る。中項目では「世界各地の人々の生活の様子を考
察するに当たって、衣食住や宗教とのかかわりを中心に、自然及び社会的条件と関連付け
て考察させ、世界の人々の生活や環境の多様性を理解させる」ことをねらいとしている。
「世界各地の人々の生活と環境」では、日本が属する温帯以外の「暑い地域」（熱帯）、「寒
い地域」（寒帯）、「乾燥した地域」（乾燥帯）、「高地」の地域の特徴について学習してい
く。その地域的分類は、ケッペンの気候区分で分類されたものである。これらの分類は、
主題図で示されているだけで、生徒は分類された理由を考察することはない。そこで、今
回は教科書でよく使用されているケッペンの気候区分の主題図を扱うこととした。
本時で扱うケッペンの気候区分方法は、これまで発表された気候区分法の中でも最も有
名で、現在でも社会科の教科書等で盛んに引用されている。ケッペンの研究による区分方
法が比較的簡単であり、すぐれた点が多いことが今でも広く利用されている理由である。
ケッペンの気候区分の方法は、無樹木気候か樹木気候に該当するか否かの判別に始まる。
前者は、乾燥帯、寒帯、後者は、熱帯、温帯、亜寒帯（冷帯）に分ける。次に、乾燥帯と
寒帯の区別は最暖月の気温、熱帯、温帯、亜寒帯（冷帯）の区別は最寒月の気温でなされ
る。学習指導要領解説社会編によると、「世界各地の人々の生活と環境」の学習では、「気
候や地形、民族などの分布を表した様々な主題図を活用するとともに、取り上げた事例を
主題図上に位置付け、様々な事例を比較するなどの作業的な活動が取り入れられる」とあ
る。しかし、生徒は、複数の資料を比較したり関係付けたりして課題解決の糸口を見い出
したことを表現するまでには至っていない。
そこで、ケッペンは何に注目して気候を区分したのか、という課題について仮説を立て、
その仮説が正しいのかどうかを５つの気候帯の雨温図や植生の図等の複数の資料を手がか
りに検証していきたい。この検証を通して、それぞれの気候の違いを大観することができ、
世界の人々の生活や環境の多様性を理解させるとともに、「比較する」「分類する」「関係
付ける」等の思考法を用いることで、社会的な思考力・判断力・表現力を高められるよう
にした。
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（２）展開
学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点
○前時までの学習を確認する。
○本時の学習課題を確認する。 ・気候区分図を黒板に掲示する。
ケッペンは、何に注目して気候を区分したのだろうか。
○課題に対して、仮説を立てる。 ・□に当てはまる言葉を考えるよ
ケッペンは に注目して、気候を区分したのでは うにすることで仮説を立てやす
ないか くする。
・緯度 ・降水量 ・気温 ・植物 ・予想される仮説の単語が出ない
○仮説を検証する。 場合は、補助発問をしていく。
緯度 【比較】 ・仮説検証は、ほぼ例外がなけれ
・乾燥帯が、様々な緯度で見られる。 ば正しく、例外があれば正しく
・南アメリカ大陸で、熱帯の所に冷帯や温帯が見られる。 ないと補足説明をする。
→仮説は、正しいとは言えなさそうだ× ・明らかに正しいと言えない仮説
降水量【比較】 は、検証前に省く。
・ＡとＢを比較すると、同じ熱帯なのに降水量が異なる。 ・仮説検証は、緯度→気温→降水
・ＦとＧを比較すると、冷帯と寒帯で気候が違うのに降水量 量→植物のように容易だと思わ
は変わらない。 →仮説は、正しいとは言えなさそうだ× れる順番から始める。
気温【比較】 ・各気候帯の雨温図を２種類程度
・ＣとＤを比較すると、同じ乾燥帯なのに気温が異なる。 にすることで、仮説の反証を行
・ＥとＨとＩを比較すると、同じ温帯なのに気温が異なる。 いやすくする。
・ＥとＨ・Ｉを比較すると、同じ温帯なのに気温が一定の地 ・各雨温図に番号を付けることで、
域と、変化している地域がある。 検証の比較を行いやすくする。
→仮説は、正しいとは言えなさそうだ× ・植物に関しては、難解なため４
植物【比較】【関連付け】【分類】 人班で検証する。
・乾燥帯と寒帯には、木が生えていないが、熱帯、温帯、冷 ・植物で区分されるが、細分化は
帯には、木が生えている。 気温で区分されていることに触
・熱帯、温帯、冷帯の木は、種類が違う れる。
→仮説は、正しいと言えそうだ○
○課題についてまとめる。 ・気候区分の方法をまとめること
・ケッペンの気候区分の方法をワークシートにまとめる。 で、今日の学びをおさえる。
○次時への課題を確認する。 ・現代の先進国と古代四大文明を
四大文明は、なぜ温帯ではなく乾燥帯で発展したのだろ 挙げさせ、それらの場所の気候
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うか。 を比較させることで、次時の課
題に興味を、もたせるようにす
る。
（３）評価問題
①評価問題
１ 地理奈さんは、ケッペンは「降水量」で気候を区分したのではないかと予想し
た。下の雨温図を利用して反論しなさい。【思考・判断・表現】
２ ケッペンは、何に着目して気候を区分したか、次のア～エから１つ選び、記号
で答えなさい。【知識・理解】
ア 緯度 イ 気温 ウ 食文化 エ 植生
②評価問題作成の意図
本評価問題の１問目は、中学校第１学年の思考力・判断力・表現力を評価しようとして
いる。授業では、「ケッペンは、何に注目して気候を区分したのだろうか」について、仮
説吟味を行った。何に注目したかに対して仮説を立て、雨温図や写真等の資料をもとに検
証していく授業が展開された。仮説を検証するにあたり、資料を互いに関連付け、根拠
を示しながら、ケッペンの気候区分の方法は、緯度、気温、降水量ではなく、植生であ
ることを理解していくように行った。この資料を互いに関連付け、根拠を示しながら仮
説を検証することで、思考力・判断力・表現力が育成されると考えた。そして、評価問題
で扱う雨温図は授業では用いられていない都市の雨温図を用意し、③の評価基準を設定し
て出題した。
また、２問目は、ケッペンの気候区分の方法が、植生であるということを理解できて
いるかどうかをみるために出題している。
熱 帯 乾 燥 帯 亜 寒 帯
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③評価基準
本評価問題の１問目の基準には、次の３点が考えられる。
・同じ熱帯でも、降水量が異なる点
・同じ乾燥帯でも、降水量が異なる点
・乾燥帯と亜寒帯で気候帯が異なるが、降水量がほぼ同じあるという点
本評価問題の２問目の基準は、ケッペンは植生に注目して気候を区分した通り、植生が
正解となる。
（４）成果と課題
１の正答率 ８６．８％（１３９／１６０）
２の正答率 ９４．３％（１５１／１６０）
①成果
１、２両問とも正答率が高く、授業で学習した内容を、生徒は概ね理解していること
が分かる。
本評価問題で使用した雨温図は、授業で使用していない都市の雨温図のため、仮説を
検証する活動で行った「比較する」「分類する」「関係付ける」等の思考法を活用するこ
とができたと評価できる。したがって、多くの生徒の社会的な思考力・判断力・表現力を
高められたと言える。
②課題
正答率が高く、多くの生徒の社会的な思考力・判断力・表現力を高められているが、
その中で、１割弱の生徒の思考力・判断力・表現力が高めることができていない。授業で
はできていたが忘れてしまったのか、または、授業で既につまずいていたのか、教科面接
等を行い、分析する必要がある。その状況により、今後は机間指導で個別指導の充実を図
る必要がある。
また、問題２においては、ケッペンの気候区分における核心部分であり、正答率を１０
０％にならなければいけないと感じる。この数名においても、なぜ誤答になったのか教科
面接等を行い、分析する必要がある。
そして、分析結果から今後の授業改善に生かしていきたい。
（文責 龍瀧治宏）
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５．中学校第２学年「思考・判断・表現力」を育成する授業概要と評価問題
— 単元「日本の諸地域～北陸地方～」の評価問題の検討を通して —
（１）単元「日本の諸地域～北陸地方～」の実践概要
この単元は、学習指導要領には「日本全体について任意に地域区分した上で、それぞ
れの地域の特色ある事象を中核として、それを他の事象と有機的に関連付けて、地域的
特色を動態的に」とらえさせるとある。ここでは、「他地域との結び付きを中核とした考
察」から北陸地方を扱った。この考察では「地域の交通・通信網に関する特色ある事象を
中核として、それを物資や人々の移動の特色や変化などと関連付け、世界や日本の他の地
域との結び付きの影響を受けながら地域は変容していることなどについて考えること」を
ねらいとしている。
北陸新幹線開業が地域にどのような影響を与えるのかについて考察することを通して、
北陸地方の他地域との結び付きを捉えさせる。そのため、生徒がより切実感をもって取り
組めるように、本校が位置する富山県を視点にして「北陸新幹線開業は富山県にとってど
うなのだろうか」という課題を設定し、その影響について考えさせた。富山県にとってど
うなのかを判断するにあたり、富山県と他地域との人々の「長距離移動の利便性の有無」
や住民の移動手段や観光客の２次交通手段である「近距離移動の利便性の有無」といった
『移動の利便性の有無』と、地域間の人々の流動がおこることで発生する『経済波及効果
の有無』の２つを『選択の基準』として「討論」を行った。討論は話し手と聞き手が入
れ替わりながら展開することから、自分の立場等との共通点や相違点について比較・分
類することが可能であり、異なる視点や価値観に気付くことができる。また、自分の見
方・考え方を根拠付けるものに留意したり、同じ根拠であっても違う解釈が成り立つこ
とに気付いたりすることができることから、思考力・判断力・表現力等を育む効果が期
待される。この討論を通して、北陸地方の地域的特色を多面的・多角的な見方や考え方
で捉えることで、今後の社会的事象の変化に対する社会的判断力を高めさせようとした。
そのために、北陸地方の地域的特色や先行事例などの知識や新幹線開業など高速交通網
が地域の結び付きにどのような影響を与えるのかの概念を用いて思考し、命題に対して
価値判断できるようにした。
（２）本時の展開
学 習 内 容 指 導 上 の 留 意 点
○前時までの学習を確認する。
○本時の学習課題を確認する。
北陸新幹線開業は、富山県にとってどうなのだろうか。
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○課題に対して意見交換する。
Ａ案「よいことである」 ・判断する際の『選択の基準』が
なぜなら、富山県の経済が活性化し、富山県民の首都圏へ 『移動の利便性の有無』・『経済
の移動や県内移動が便利になることは、よいことであるから。 波及効果の有無』であることを
【理由付け】 想起させ、判断の妥当性の検証
・県外からの交流人口が増加することで、観光産業をはじ を行うための話合いであること
め富山県内の経済が活性化することが見込めるから。 を助言しながら、論点がずれな
・首都圏への移動がしやすくなることで、富山県の人々の いように意見を整理する。
仕事・学習・余暇の機会が増えることにつながるから。 ・反論する際は「理由付け」に対
・２次交通を県外利用者が使うので、ＬＲＴなども導入し して「根拠」を明らかにしなが
ながら、地域の交通網を維持することができるから。 ら反論するよう助言する。
＜資料から分かる根拠＞ ・生徒の発言を「理由付け」があ
↑新幹線開業により、時間短縮・輸送力増強効果がおきる。 るかどうかに着目して、聞くよ
↑首都圏に住む人の意識調査によれば、富山の観光に対し、 うにする。
関心が高い。 →「主張」だけを発言している際
↑在来線は第３セクターに移行する。ＬＲＴの事例がある。 は、そう考えた「理由付け」に
ついて発言するよう助言する。
Ｂ案「よくないことである」 また、その「理由付け」の「根
なぜなら、都市機能が流出して経済が衰退し、富山県民 拠」となる資料を指摘しながら
の県内移動が不便になることは、よいことではないから。 話合いができるように助言する。
【理由付け】 ・Ａ案は赤、Ｂ案は青、どちらと
・ストロー効果がおこり、富山県の都市機能が他地域に流出 もいえないは緑のカードを胸ポ
したり、停車駅のない都市の経済が衰退したりするから。 ケットに入れておき、立場が変
・移動時間が短縮されると、日帰りの観光・ビジネス客が増 わった場合はカードを変更する。
加し、宿泊業が衰退することにつながるから。 また、意見の追加・質問・反論
・富山県民の通勤・通学における移動手段の利便性（運賃や については、ハンドシグナルを
本数など）が下がるおそれがあるから。 用いさせる。こうすることで、
＜資料から分かる根拠＞ 常に自分の立場を明確にして発
↑新幹線開業により、時間短縮・輸送力増強効果がおきる。 言できるようにさせる。
↑沿線で停車駅がない都市は、停車駅がある都市に比べ、経 ・論点を構造的に板書することで、
済が衰退している事例がある。 生徒の思考を整理するようにす
↑在来線は第３セクターに移行する。先行事例において、 る。
どこも運営がきびしいという状況がある。
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○課題について分かったことをまとめる。 ・気付いたことや考えをまとめる
・新幹線開業後、富山県は今後どのように他地域とつながって ことで、自らの学びを振り返り、
いくか、どうしていけばよいのかについて考えをまとめる。 次時への見通しをもたせる。
（３）評価問題
①評価問題
四国新幹線(仮称)が松山[松山～新神戸]まで開業したら、徳島県はどうなるだろうか。
②評価問題作成の意図
本評価問題は、中学校第２学年の思考・判断・表現の能力を評価しようとしている。
授業では、「北陸新幹線開業は、富山県にとってどうなのだろうか」について判断させ、
討論を行った。「どうなのだろうか」という問いに対して、「よいことである」もしく
は「よくないことである」という立場からそれぞれ理由付けを話合うという授業が展開
された。富山県にとってどうなのかを判断するにあたり、富山県と他地域との人々の「長
距離移動の利便性の有無」や住民の移動手段や観光客の２次交通手段である「近距離移
動の利便性の有無」といった『移動の利便性の有無』と、地域間の人々の流動がおこる
ことで発生する『経済波及効果の有無』の２つを『選択の基準』として「討論」を行っ
た。この「選択の基準」を明確にして、地域的特色をとらえることで、思考・判断・表
現する場が生まれると考えた。そして、評価問題で扱う資料は授業では用いられていな
い資料を用意し、以下の評価基準を設定して出題した。
③評価基準
◆評価する視点は、以下の【概念】にふれているかどうか。
＜メリット＞
・ ストロー効果がおこると、地域の都市機能が他の地域に流出したり、停車駅のない地域の経済が
衰退したりする。
・ 移動時間が短縮されれば、日帰りをする観光客やビジネス客が増加するので、宿泊業が衰退する。
・ 第３セクターなど地域密着型の交通機関の経営が悪化すれば、運賃が高くなり本数が削減される
ので、地域住民の移動手段の利便性が下がる。
＜デメリット＞
・ 地域外からの交流人口が増加すれば、観光産業をはじめとする地域内の経済が活性化する。
・ 移動時間が短縮されれば、大都市圏への移動がしやすくなるので、地域の人々の仕事・学習・
余暇などの機会が増える。
・ 地域外からの交流人口が増加すれば、２次交通を地域外利用者が使うので、地域の交通網を維
持することができる。
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（４）成果と課題
プリテスト・ポストテストの比較
プリテスト（複数回答、４０名に実施） ポストテスト（複数回答、４０名に実施）
・観光客が増える ２５ ・松山に観光客を奪われる ２０
・人口が流入する １３ ・首都圏・関西圏から観光客増加 １５
・人口が流出する １１ ・日帰り客が増加し、宿泊業衰退 １５
・関西方面に働きに出る ７ （日帰り客はたくさんの観光地をまわる 内１）
（ストロー現象と書いている 内１） ・地元の交通網へダメージ １４
・自然破壊がおきる ７ ・駅周辺だけが経済発展する １２
・お店が増える ３ ・都市部に人材が流出する ７
・宿泊業がもうかる ２ ・観光ＰＲすれば観光はさかんになる ５
・公共交通（鉄道・高速）が衰退 ２ ・観光客が２次交通を利用する ３
・交通網が必要になる １ ・高齢者など都市に行きやすくなる ２
・事故が増える １ ・自然破壊 ２
・旅行会社が増える １ ・旅行会社が増える １
・騒音被害 １ ・人口が増加する １
・工業が衰退する １ ・医師不足の街に医師が回れる １
・観光客が減る １ ・技術が集まる １
①成果
他に応用して考え、自ら解決方法を見つけ、取捨選択したことを言語化する能力を
評価するという点から、授業で扱っていない資料を用いたので、仮説について検討で
きる問題であったと考えられる。一方、ポストテストでは「ストロー現象」の概念を
用いて、観光客が松山に奪われることや他の都市に若者や買い物客が流出してしまうこ
とを指摘したり、新幹線の高速交通網が開通することによる地元交通網の衰退を指摘し
たりしているなど、北陸新幹線の学習で得られた「概念」を用いて説明できている。
②課題
プリテストでは「人口が増加する」または「減少する」と答えているものの、理由付
けの「概念」の部分がかかれていないかったり、理由自体が書かれていなかったりする。
「観光客が増加する」と書いてはあるが、その問題点や条件が書かれていていない場合
もある。学習で得られた「概念」を用いて、新たな命題に対し、思考・判断・表現する
力を伸ばしてゆきたい。また、ポストテストにおいて、変容が見られない解答も散見さ
れるので、その原因を解明してゆきたいと考えている。
（文責 坂田元丈）
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６．中学校３年生 「思考力・判断力・表現力を育成する授業概要と評価問題 
—単元「社会生活における問題解決」の評価問題の検討を通して— 
 
（１）単元「社会生活における問題解決」の実践概要 
１） 単元の目標 
 ・社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義に対する関心を高め、それらを意欲的に
追究することができる。              【社会的事象への関心・意欲・態度】 
 ・社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義について多面的・多角的に考察し、その
過程や結果を適切に表現することができる。       【社会的な思考・判断・表現】 
 ・社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義に関する様々な資料を収集し、有用な情
報を適切に選択して、内容を読み取ったり、社会生活の問題を解決するための根拠として活
用したりすることができる。                   【資料活用の技能】 
 ・社会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義と、現代社会をとらえる見方や考え方の
基礎としての対立と合意、効率と公正などについて理解し、その知識を身に付けることがで
きる。                      【社会的事象についての知識・理解】 
２） 全体計画 
 第一次 社会生活の問題にはどんな解決方法があるだろうか。・・・・・・・１時間 
第二次 G 町内会で起きている問題の原因はなんなのだろうか・・・・・・・２時間 
第三次 どのような班長の決め方にしたらよいだろうか。・・・・・１時間（本時１／１） 
第四次 社会生活の問題はどうやって解決していけばよいだろうか。・・・・１時間 
３） 本時の学習 
 ア 本時の目標 
・ G 町内会における班長の決め方について、合意に至ることのできる解決策について話
し合うことを通して、地域社会における「効率」性や「公正」さという視点について理
解を深めることができる。 
 イ 本時の展開 
学 習 内 容 指導上の留意点 
○本時の学習課題を確認する。 
 
 
○班長決めのルールの改正案についての提案を聞く。 
・「班長は各班において互選し、会長が委嘱する」を「班長は
各班において持ち回りとし、会長が委嘱する」という改正案
の提案を聞く。 
 
 
 
・前時までに調べた町内の特色
や他地域の会則との比較をし
ながら考えの根拠をはっきり
とさせるよう助言する。 
○改正案について、自分の意見をワークシートにまとめる。
○改正案に対する意見を発表する。 
・１８世帯だから、１８年に一度しか回ってこない。 
→持ち回りは公平であり、よい案だと思う。 
・実際に歩いてみて、そんなに長距離でもなかったから。
・机間巡視の際に生徒がどう考
えているのかを見取り、話し合
いにおける意図的指名に生か
すことができるようにする。 
 
みんなが合意に至ることのできる「班長の決め方」とは、どのようなものだろうか。 
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・自分の祖父母も元気に町内会の仕事をしているから。 
→６５歳以上でもできる人はいる。 
・最近引き受けた世帯がまたすぐに回ってくることもある
・座席は互いの表情が見やすい
ようコの字形になるように配
置する。 
ので不公平に感じる人もいる。 
→持ち回りはいいが、順番を考えるべきだ。 
→今年引越ししてきたばかりの人は、慣れるまでに時間
がかかるから、持ち回りの順番を後の方にすればいい。
・「６５歳の高齢者の日常生活に影響のある者の率のグラ
フ」から４分の１の人が外出などに影響をもっていると
考えている。 
→６５歳以上の高齢者夫婦は３分の１に上るので、持ち
回りは良くない。 
→障がいをもつ人も、高齢者と同じように日常生活の負
担が大きいと思う。 
・班長の仕事で毎月１８世帯すべての回収物や配布物のた
めに回るのは大変である。 
→持ち回りで決めても、実際のところ班長の仕事が回ら
なくなる場合も出てくると思うから、現実的ではない。
・持ち回りの良さを挙げている
生徒を意図的に指名し、「効率」
性や「公正」さを意識させるよ
うにする。 
・持ち回りの良さにのみ視点が
向いている生徒には、持ち回り
ではできない人もいるという
意見を話題にすることで、「対
立」する意見もあることを意識
させるようにする。 
・意見の論点を分かりやすくす
るために、構造的な板書を工夫
する。 
 
・修正案の話し合いを進めてい
くとだれも班長の引き受け手
がいなくなるという展開が想
定される。そこから、どう「合
意」へ至ることができるかを考
えさせる。 
・修正案が出やすくなるよう、
但し書きの条件を付ける工夫
も促し、そのような留保条件付
きの修正案が出た場合は、それ
を採用するよう助言する。 
 
・このまま条件を絞ると G 町内会で、班長を引き受ける人
がいなくなってしまうのではないか。（I さんだけ引き受
けられそう） 
→免除できる人の条件を決めたらよいと思う。 
・高齢者の３分の１は外出に影響を感じているが、班長の
仕事を引き受けることができる人もいる。 
→６５歳以上の人で免除してほしい人は申し出ると良
い。 
・免除者にするかどうか、だれが判断するのか。 
・全員で集まって話し合うよりは役員会で判断すればいい。
・町内会長に申告し、調査の上、免除者を決めると良い。
○改正案に対する修正案をまとめ、決議を行う。 
「班長は持ち回りとする。ただし、免除することができる。
免除を希望する人は、現班長に自己申告をし、町内会長は
役員会にかけて決定する。」 
○町内会総会を終えて気付いたことを書く。 
○次時への見通しをもつ。 
 
 
・実質的合意に至らない場合
は、決定手続きへの合意とし、
多数決で採決する。 
・問題の解決に向けて必要なこ
とは何か、気づいたことをまと
めることで、自らの学びをふり
かえらせ、次時の活動につなげ
る。 
 
社会生活の問題はどうやって解決していけばよいのだろうか。 
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（２）評価問題 
１） 評価問題  次の資料をよく読んで、次の問いに答えなさい。 
資料Ⅰ 対立の背景 
  背景１  ゆうこさんとまいこさんの学校では、クラブ部室前のろうかや手洗い場などは全
クラブの共有スペースになっており、生徒会が管理をしている。この学校には、体
育系のクラブが１２、文化系のクラブが３あり、体育系のクラブの平均部員数は３
０名程度、文化系のクラブは１０人程度である。 
  背景２  先生から生徒会に対し、ろうかや手洗い場などが汚れていることが多いので、生
徒会でルールを決め、定期的に掃除をするよう指示があった。そこで、全クラブの
代表が参加する生徒会の会議が行われることになった。ゆうこさんは文化系部の代
表の一人として、まいこさんは体育系部の代表の一人として会議に参加することと
なった。 
資料Ⅱ 会議でのゆうこさんとまいこさんの意見 
  
ゆうこ                                  まいこ 
 
 
 
 
 
 
 
（１）あなたもこの会議に参加している一人として、ゆうこさんの意見に「公正」の観点から反
論するとしたらどのように反論しますか。「公正」の考え方がわかるように記述しなさい。 
（２）あなたもこの会議に参加している一人として、まいこさんの意見に「効率」の観点から反
論するとしたらどのように反論しますか。「効率」の考え方がわかるように記述しなさい。 
（３）生徒会長のわたるくんは、激論の末にルールの案を提示し会議の参加者から合意を得た。
どのような案であったと考えられるか。考えられる案を記述しなさい。 
２） 評価問題作成の意図 
   この単元は、学習指導要領解説では、「人間は本来社会的存在であることに着目させ、社
会生活における物事の決定の仕方、きまりの意義について考えさせ、現代社会をとらえる見
方や考え方の基礎として、対立と合意、効率と公正について理解させる。その際、個人の尊
厳と両性の本質的平等、契約の重要性やそれを守ることの意義及び個人の責任などに気付か
せる」ことをねらいとしている。 
   本問題は、中学校第３学年の思考・判断・表現の能力を評価しようとしている。授業では、
ある仮想の G 町内会の班長決めのルールの改正案についての提案から、前時までに資料か
ら読み取った町内世帯の状況やほかの町内会の班長決めのルールとの比較を基に、その利点
や欠点について分析を行い、修正案を見つけ出していく。様々な情報を分析して話したり、
議論などを通して互いの考えを伝え合ったりすることを通して、できるかぎり「実質的合意」
に至ることのできる修正案に近づけていくことで、互いの立場を理解し合ったり、自らの考
手洗い場は、運動部だけ
でなく、全クラブの共有
スペースなのだから、ク
ラブごとに週交代で当
番をまわすべきだと思
います。 
うちは部員が少なく、手洗い
場はあまり使っていません。
部員数が多く、手洗い場をよ
く使う体育系部の部員が５
人くらいのグループに分か
れて週ごとに掃除をしては
どうですか。 
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えや手段の考えを発展させたりすることなどの思考力・判断力・表現力の育成を図ることが
できるようにした。本問題では、身近な学校生活で起こりうる問題を取り上げ、「効率」と
「公正」の両面から考えてその解決策を書かせる問題となっている。双方の言い分を考えな
がら、「効率」と「公正」の両方を踏まえながら価値判断をしていくことが必要となる。授
業を通して身についた思考・判断・表現の力を応用する問題とするためにも、用いる資料は
学校での場面を取り上げた。評価基準は以下のようにした。 
３） 評価基準 
   
 
 
（１）の解答例 
 体育系部であろうが文化系部であろうが手洗い場は全員が使用している。それにもかかわらず、
体育系のクラブのみが掃除をするのは、体育系部にとって不公平だと思います。 
     →公正、公平、平等という観点から記述されていること。 
（２）の解答例 
クラブにより人数の多いところのあれば少ないところがある。掃除の内容を人数が多い部にあ
わせると、人数の少ない部では不足が生じるし、人数の少ない部に合わせると人数が多い部では
人が余るなどの無駄が生じます。 
     →不足や余剰など、無駄をなくすという観点から記述されていること。 
（３）の解答例 
（例１）掃除は文化系部も体育系部も等しく掃除当番を行うこととする。 
ただし、文化系部は３つの部で合同で行うこととする。  
ただし、人数の多い体育系部の当番の回数を多く設定することにします。 など 
（例２）掃除は体育系部を主体として行い、体育系部の人数に合わせて掃除内容を決める。 
   ただし、人数の少ない体育系部については、文化系部が手伝いをすることとする。 
   ただし、人数の少ない体育系部は必要人数を申し出て、文化系部から補充することとする。 
     →効率もしくは公正を柱に案を決め、なおかつ留保条件をつける。 
 
（３）成果と課題 
 ① 成果 
   それぞれの立場をしっかりととらえ、「効率」と「公正」についてよく考えながら記述さ
れている回答が多く見られた。特に（３）の問題については、実験群の学級において両方の
バランスを考え、留保条件を付けてある回答が多く見られた反面、統制群の学級においては
留保条件が見られない回答が多くみられた。提示された課題について、授業を通して身に付
けた力を応用して資料を基に考え思考を整理して考えを深めることができたかどうかを評
価することができる問題となっていたと考える。 
 ② 課題 
正解の回答が全体的に多く見られた。提示した資料があまりにも身近なものであり、評価
問題に取り上げるには、簡単であったのかもしれない。取り上げる設定の工夫が必要である。 
 （あ） 公正、公平、平等という観点から記述されていること。
 （い） 不足や余剰など、無駄をなくすという観点から記述されていること。 
 （う） 効率もしくは公正を柱に案を決め、なおかつ留保条件をつける。 
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算数・数学教育グループ
附属小学校   前田 正秀、細江 孝太郎 
附属中学校  河原 弘幸、 長田 正臣、 中林 雅史 
 附属特別支援学校 柳川 公三子 
 学   部   岸本 忠之 
Ⅰ 算数教育 
１ 小学校での今年度の取り組みついて 
 認識の曖昧さに気付き見つめ直していく中で、事象の味方を変えたり、つなげたり、はっきりさ
せたりしながら、数理的処理のよさを実感していく子供を目指して、以下の点を中心に研究に取り
組んだ。 
○ はじめの認識を形成するための手立て
○ 矛盾を顕在化するための手立て
○ 深まった認識を形成するための手立て
２ 広さを数値化するよさを実感するための指導過程の工夫 
＜実践事例１＞ 第４学年「面積」 
（１）提案の概要 
導入の授業において、パズルを教材に用いた。ピースの広さに合
う広さの台紙を見つけるという活動である。 
はじめは、２つの台紙の広さを比較した。子供たちは「重ねて比
べる」「はみでた分を等積変形させて比べる」「数値化して比べる」
など、多様な方法で２つの台紙の広さを比べていった。それぞれの
広さの比べ方を発表し合う中で、子供たちは、２つの広さを比べる
には「重ねて比べる」と簡単だと実感していった。 
次に、比べる対象の数を増やし、７つの台紙の広さを比較する場
を設けた。比べる対象の数が増えると、重ねて比べることが困難に
なる。子供たちは、数値化すると、広さをすっきりと表すことがで
き、多くの対象の広さ一度に比べられることを実感していった。 
（２）成果と課題 
はじめの認識を形成するために、次のような手立てが有効であることが確認された。 
ⅰ 本質を見極め、深まった認識の姿を明確にもつ。  
ⅱ 教師のねらいと子供の願いが一致する教材を選定する。 
ⅲ 「切実感」「適度な負荷」「多様な考え」のある教材を選定し、「驚き」ある提示をする。 
ⅳ どこまで教師が与えて、何を子供に考えさせるのかを吟味する。 
矛盾を顕在化するために、次のような手立てが有効であることが確認された。 
ⅴ 考えの違いを明確にし、比較する場を設ける。 
ⅵ 自己決定を迫る場を設定し、根拠をもたせる。 
ⅶ それまでの認識では、不都合が生じる場を設定する。 
ⅷ つぶやきや活動の変化をとらえたりして、そこに潜む価値を全体に広める。 
ⅸ 新たに生まれた課題が、ねらいに直結し、切実感のあるものにする。 
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できるよ！ できるよ！ 無理だよ！ 
３ 子供たち自らが統合的・発展的に考えるための指導過程の工夫 
＜実践事例２＞ 第５学年「三角形と四角形の面積」 
（１）提案の概要 
  ひし形の面積を求める公式は「対角線×対角線÷２」であることに気付き、公式として一般化し
た子供たち。その子供たちに右のような図形を提示した。子供たちは「三角形に分けたら簡単に面
積を求めることができる」という見通しをもって面積を求めていった。実際に面積を求めることが
でき、「複雑な形も既習の形に分ければ簡単に面積を求めることができる」というまとめをしている
最中、「どうして？！」と声をあげた。話を聞いてみると、三角形を２つ作って計算したが、式を変
形すると「対角線×対角線÷２」になってしまったという。クラス全体にこの疑問を広め、確かめ
たところ、確かに対角線×対角線÷２で面積が求められていることが分かった。「ひし形の面積は
対角線×対角線÷２で求めることができる」考えが安定していた子供たちは「ひし形でないのに対
角線×対角線÷２で面積が求められるのはどうして！？」と大きく揺さぶられた。 
心が大きく揺さぶられた子供たちは再び安定しようと自ら考えを見直し始める。そして子供たち
は対角線が垂直に交わっているというひし形との共通点に着目し、この形でも長方形で囲めば長方
形の半分と見ることができることに気が付 
いた。つまり対角線が垂直に交わってい
れば「対角線×対角線÷２」で説明
がつくというようにひし形とこの図形を
統合的に捉えたのである。このこと
に気が付いた子供たちは「だったら
他にも対角線×対角線÷２で面積が求められ 
る形はあるよ！」と発展的に考え始める。いくつかの図形を取り上げた後、対角線×対角線÷２で
面積が求められる図形なのか問いかけた。左の図のように、一方の対角線を方にずらしていったの
である。しばらくすると子供たちは
一斉に「できないよ！」「三角形にな
っちゃうよ！」と声を挙げた。「だっ
て形が変わったら対角線×対角線
÷２で面積を求められないよ。」というのである。しかし、「あれ？」「もしかして同じ？？」再び
子供たちは揺さぶられた。対角線×対角線÷２で面積を求めることができないと考えていたのに、
三角形の面積は底辺×高さ÷２であり、この場合でも求めることができたのである。今まではひし
形の公式はひし形だけの公式、三角形の公式は三角形だけの公式と考えていた子供たちであるが、
「何だかひし形と三角形の公式が同じものと見えてきた」と深まっていったのである。この後さら
に対角線を上方にずらして考えていった。 
（２）成果と課題 
 ①・「あれ？」「おや？」という疑問が心を揺さぶると、子供たちは自ら追求を始め、思考を深め
ていく様相を見せていく。 
 
②「あれ？」「おや？」という場面を明確に構想することによって、子供たちは自ら必要感をもっ
て発展的・統合的に考え始める。 
 
③子供たちが「あれ？」「おや？」と感じた場面の先に、本当に考えるべき「あれ？」「おや？」が
潜んでいると感じている。それがなんなのかをはっきりと発見していきたい。 
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Ⅱ 数学教育 
１ 中学校での取り組みついて 
   数学教育の世界には、「数学的に考える力」「数学的な見方や考え方」「数学的な考え方」「数学的
な思考力」等、類似の言葉が多数あるが、本校では、高めたい力を「数学的に考える力」とし、「数
学的に考える力」は「数学的な思考力」と「数学的な表現力」の二つの力から構成されていると考
え研究実践を進めている。 
  「数学的な思考力」と「数学的な表現力」は相互補完の関係にあり、一方を高めることで、もう
一方の高まりも期待できると考えているが、平成２６年度、特に力を注いだのが、「数学的な表現
力」を高めることから、「数学的な思考力」を高める方向の実践である。以下に具体的な実践を紹
介したい。 
 
２ 数学的に表現することで、数学的な思考力を高める学習展開の工夫 
＜実践事例＞ 第２学年「平行線と角」 
（１） 教材の流れ                                                                                          
① 三角形の内角の和が１８０°であることを説明してみよう。 
  ↓ 
② 対頂角、平行線の同位角・錯角が等しいことを利用している。 
（対頂角、平行線の同位角・錯角については、この段階ではまだ学習していないので、
図で、どの角のことなのかを確認する。） 
      ↓  
③ 対頂角、平行線の同位角・錯角が等しいことを確かめれば、三角形の内角の和は１８０°
だと説明できる。 
         ↓  
【新たな課題】 
④ 対頂角、平行線の同位角・錯角は等しいことを説明してみよう。 
 
（２） 提案の概要 
仮説１ より多くの生徒に、自らの考えを他者に説明する機会を設けることで、自分の説明は根拠が
曖昧であることに気付かせ、新たな課題を見つけさせることができる。 
 
「三角形の内角の和は 180°である」という課題を解決する場面において、自分なりの説明を見
出した生徒を、まだ説明を見出せていない複数の生徒がいるグループに入れ、自分の考えを説明する
機会を設けることとした。小さなグループにすることで、聞き手側は自分が納得できない部分があれ
ば、すぐにその場で説明者に質問することができる。また、説明者は相手がよく分からない所を丁寧
に説明するようになり、自らの説明で根拠としている事柄に目を向けるようになる。そのようなやり
とりを繰り返すことで、「対頂角は等しい」、「平行線の同位角や錯角は等しい」という根拠は、そ
れ自身が曖昧であることに気付き、それらの事柄について、改めて確かめる必要があるのではないか
という課題意識が、多くの生徒に生まれるのではないかと考えたのである。 
 
仮説２ 他者の説明から分かったことを、形式にとらわれず、自分の言葉で説明する機会を設けるこ
とで、証明を記述するための素地を培う。 
 
「三角形の内角の和は180°である」ことについて、小グループ内での説明や代表者によるクラス
全体への説明の後、隣の生徒とペアをつくり相互に説明させる場面を設けた。証明を学習する初期段
階では、形式的な表現等に抵抗を感じる生徒が多いが、こうすることで、表現方法にとらわれず話し
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言葉で、相手に説明することができるので、証明というものに抵抗感を感じずに、その素地を培える
と考えたのである。 
 
（３） 成果と課題 
仮説１について 
 以前は、平行線の同位角や錯角が等しいという性質に対して、疑問をもつ生徒は一部であった。し
かし、今回は小グループにして説明させたことで、説明者自身が人に伝える際に根拠を強調して伝え
ようとしたり、聞き手からの質問に答えようとしたりする中で、説得力に欠けると感じる生徒が多く
見られるなど、平行線の同位角や錯角が等しいことへの根拠について課題意識の高まりが感じられた。
また、小グループにしたことで聞き手側は、自分が疑問に思ったことを聞きやすかったようで、平行
線の同位角や錯角の関係について質問するなど、聞き手側の課題意識の高まりも見られた。自らの考
えを説明する場面を与えることで、自分の説明に不足している部分に気付かせる手立てになったので
はないかと考える。 
 
仮説２について 
以前は、代表者が全体に説明したり、数名の生徒が同じ説明を繰り返すことで理解を深めるという
授業展開を行っていた。しかし今回は、全体での説明の後にペアで説明し理解を確認したことで、自
分では理解していたつもりの生徒が、人に説明することを通して、自分自身の理解が不足していたこ
とに気付き、より正確に理解しようという姿勢が見られた。また、説明する際は、根拠を示さなけれ
ば相手を納得させることはできないということを体験的に捉えることができた生徒も多く見られ、演
繹的な考え方のよさに触れ、証明を記述するための素地を培えたのではないかと考える。 
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理科教育グループ 
振り子運動に関する学年横断的な概念調査 
  代   表 ： 成行泰裕(学部) 
  附属小学校 ： 橋本大一郎、 鼎 裕憲、福田慎一郎、 有島智美 
  附属中学校 ： 堀 篤史、大門知代、玉生貴大 
  学部    ： 椚座圭太郎、松本謙一、片岡 弘、安本史恵 
 
０．はじめに：活動全体の概要 
  本年度(平成 26 年度)の活動では、前年度まで代表を務めた松本から成行へ代表が交代
するため、前年度の 3 月 20 日に活動全体の種々の検討を行う提案を行い、それに基づいて
26 年度の活動を開始した。この検討の柱は、文末の付録にて紹介している学部教員間のジ
ャーナルクラブである。この提案の背景の一つに、これまで理科教育グループでは理科教
育関連の学部教員の多くが参加していながら個々人の興味や研究方針がほとんど共有され
ておらず、一部の教員を除いて個々の研究活動へのフィードバックが明確でなかったこと
がある。平成 26 年度前半期の主な活動は学部におけるジャーナルクラブであり、そこで紹
介された文献をまとめたものが文末の付録となる。この活動を通じて各学部教員の方針に
沿い 3 つの研究グループが提案され、9 月 25 日に行われた附属学校を含んだ全体会議に諮
られた。その結果、3 グループに分けそれぞれを進めるのは不都合である旨の反対意見も
あり、議論の結果、今年度は力学概念の調査に関する実践を行い、次年度以降も授業実践
に資する内容のものを 1 テーマ行うこととなった。その後、10 月 20 日、11 月 11 日に附属
学校を含んだ全体会議を行い、本年度の実践内容についての議論が行われた。以降は授業
を行う附属小学校の担当者と成行とで年末年始を挟み内容の詳細について相談が行われ、1
月 27 日、2 月 3 日、2 月 4 日に計 6 コマの授業が行われた。 
  以下の章では、本研究活動で取り組んだ標記の調査(振り子運動に関する学年横断的な
概念調査)についての報告を行う。以降の文章は成行(以下、筆者)が執筆したものである1。
また、本稿以降の本研究課題の後続研究の進捗については、富山大学のホームページ研究
者総覧2の成行のページ等で報告する予定である。 
 
１．研究の背景 
物理教育研究(Physics Education Research)などの進展と関連した学習者の能動的取り組
みを促す取り組みには既に多くの蓄積があり、現在も盛んに研究が行われている[1][2]。日
本においてもピア・インストラクションなどの海外で開発された方法の実践が報告されて
いる一方で[3][4]、日本に既存する教授法と海外における実践の関連も指摘されている[4]。
これらの実践研究の結果を客観的にフィードバックするためには、教育・学習過程の定量
的評価が欠かせない。このような定量化法には学習効果に対する Hake の規格化ゲイン
                                                   
1
 nariyuki＠edu.u-toyama.ac.jp 
2
 http://evaweb.u-toyama.ac.jp/ 
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[5](実際の得点の伸び÷得点の伸びしろ)などが知られている[1][4]。また、Hake のゲインと
は別の定義の指標を用いてゲインとロス(正答から誤答へ移る割合)について調べた研究も
報告されている[6]。 
 
２．本研究の目的 
物理教育研究は必ずしも実践応用を直接目指すものではなく、実際の現象から実証的
に法則性を探求する物理学の一分野であるとも捉えられている[1]3。近年では、教授法・学
習過程の効率を記述する数理モデルの研究も進められている[2][3][7][8]。しかしながら、
このような基礎科学的側面の強い物理教育研究と、富山県下の小中学校で行われてきたよ
うな児童生徒の試行により科学概念の形成を図る教授法との関連は必ずしも明確ではない。
海外の研究の進捗を把握し富山県下で行われている実践研究を発信していく際にも、教
育・学習過程についての定量的評価の基礎データの蓄積が不可欠である。そこで本研究で
は、振り子運動について児童が持っている概念の学年間の差異と学習過程により受ける影
響を調査する。学年(学習段階)や授業中の学習過程が学習効率へ与える影響について定量
的に議論し、先行研究で報告されている類似の調査との比較検討を行う。 
 
３．研究方法 
3.1 対象者 
人間発達科学部附属小学校 3，5，6 年生児童 6 クラス(各学年 2 クラスずつ)である。
実際に解析で用いた対象者数(標本数)は後述する。 
 
3.2 調査方法 
  各クラス 1 コマずつ多肢選択問題を含む授業を対象校の授業担当教員が行い、得られ
た結果を主担当者(成行)が解析する。授業で配布・回収した用紙を Figure 1 に示す。調査
は小学生対象で行われていたため、エネルギー保存則の学習は行っていないと考えられる。 
調査に当たっては、各学年の 2 クラスを Table 1 のような 2 タイプに分けて授業実践を
行った。C1、C2、C3 はそれぞれのクラスで最初に書いた答え、次に書いた答え、最後に
書いた答えに対応している。Type A と Type B とでは「話し合い」と「実験」の前後関係
が逆転している。各クラスの標本数 N を昇べきにすると Type A が 32、33、34、Type B は
23、31、35 である。N のばらつきは元々のクラス人数の違いだけではなく、当日の欠席者
や、1 問でも飛ばしてあるものや複数回答しているものは標本から除いたことに由来する。
「話し合い」と「実験」の詳細については以下のサブセクションにて説明する。 
 
Table 1 Type of courses 
Type A: 
C1:さいしょの予想 → 話し合い → C2:話し合い後の予想 → 実験 →C3:実験後の予想 
Type B: 
C1:さいしょの予想 → 実験 →C2:実験後の予想 → 話し合い → C3:話し合い後の予想 
                                                   
3 監訳者まえがき参照 
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Figure 1 The questionnaire used in the present study. 
 
3.3 話し合い 
  解答前後に行う話し合いでは、教師側からの干渉は基本的に行わず、ピア・インスト
ラクション[1][4]に近い形で行った。ただし、厳密には班分けがされており、班ごとの話し
合いとなっている場合が多いと考えられる点に留意されたい。また、話し合い時間も授業
担当者の判断に応じて長短が生じている。 
 
3.4 実験 
  Figure 2 に示すものは、鉛直に吊り下げられている状態の振り子に初速を与えるため
に用いる、長短 2 枚の段ボール板をカスタネットと同様にして輪ゴムで繋いで作られた道
具である。ここでは 2 枚の板が重なった状態(Figure 2)を 0 度とし、開いた状態を 180 度と
する。短い方の板には分度器が取りつけられており、丸いシールが貼られた場所で振り子
を叩くように設置する。長い板にも丸いシールが貼られており、真上から見た時に吊り下
げられた振り子がこのシールの真上に来るように置く。実験は 180 度開いた状態から始め、
90 度になった所で吊り下げた振り子にぶつかり振り子に初速を与える4。振り子が戻って
きた際には 0 度に戻っているため、その後の振り子の運動には影響しない。班ごとの実験
結果の定量的な比較は行わないため、本実験では糸がたわまない程度の初速を与えるもの
であれば初速を与える道具の仕様が班ごとに異なっていても良い。振り子は、裁縫用の糸
をセロテープでビー玉に巻きつけ固定したものを、高さが変えられる試験管ばさみの付い
たスタンドから吊るした。試験管ばさみの高さを変えることで、ビー玉を叩く位置を変え
ずに振り子の長さを調整する。実験も、話し合い同様に班ごとに分かれて行う。 
                                                   
4
 そのようにシールを貼る。 
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  調査後に説明を行う場合は、振り子に位置エネルギーを与えた状態(糸をたわませず振
り子を持ちあげた状態)から運動を始めた際の最下点の速度が、糸の長さではなく鉛直方向
の高さ(=位置エネルギー)に関係していることを中心に述べる。 
 
Figure 2 Tools to give the initial velocity to pendulums. These are made of protractors, 
cardboards and rubber bands. 
 
４．研究結果 
  2 章で述べたように、本研究課題では学年横断的な調査および学習過程間の比較を目
的としているが、現時点では標本数が少なくクラスが特定される可能性が排除できないた
め、本稿では学年間の比較に関する報告は差し控える。以下では、学習過程(Type A と Type 
B)間の比較について述べる。 
  Figure 3 は各分類(TypeA・TypeB)における各設問の正答率 P(=正答数／標本数)を示し
ている。今回の調査においては、実験を先に行う Type B の方が話し合いを先に行う Type A
よりも正答率が高く、平均的な規格化ゲイン g(=(Ppost-Ppre)/(1-Ppre))も大きい。また、どちら
のタイプにおいてもC1からC2への増加よりもC2からC3の増加が小さいことが分かる。
特に Type B は C2 での正答率がピア・インストラクションに適していると言われる範囲
(35-70%)[1]に入っているにも拘らず、ほとんど効果が出ていない。Figure 4 は実験前後の
正答率の変化を示したものである。P1、P2、P3 はそれぞれ C1、C2、C3 の正答率を意味
している。Type A の場合は実験を後に行うので P3-P2を、Type B は実験を先に行うので
P2-P1を示している。点線の直線は正答率の変化が無い場合を表し、実線は Nitta[3]により
導入されたピア・インストラクション理論の２次曲線で、構成主義的な観点を踏まえた
Pritchard[2]らのモデルに対応するものである5。図より、実験を先に行う Type B では、ピ
                                                   
5
 ただし、Nitta[3]はピアインストラクションを用いた短時間の学習過程の話であるのに対
し、Pritchard ら[2]はより長い時間スケールの話を扱っている。 
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ア・インストラクションの理論曲線よりも非常に効率が良いクラスがある6一方で、伸びが
無いクラスもあることが分かる。話し合い後に実験を行う Type A では、Type B よりも伸
びは少なく、あるクラスではロス(正答率の低下)が見られる。ただし、この場合の Type A
と B の正答率の平均値については等分散の場合の t 値7の絶対値が 1.07 であり、2 群間に統
計的な有意差があるとは言い難い。 
 
Figure 3 Dependence of the fraction of the correct answer on type of courses. In Type A(B),  peer 
instruction-like discussion (experiments) is carried out between C1 and C2. Between C2 and C3, 
another instruction is performed. 
  
Figure 4 P after experiment versus those before experiment. P1, P2, and P3 are the fractions of the 
correct answer of C1, C2, and C3, respectively. 
                                                   
6 文献[4]の 2 つ目の論文では、1 例だけ Type B と類似のケースが報告されており、高いゲ
インが示されている。 
7
 先行研究[9]と同様の方法である。詳細は統計関連のテキスト(工学系向けだが、E. クラ
イツィグ著，田栗正章訳，確率と統計(第 8 版)，培風館 (2004); など)を参照にされたい。 
38
  
 
 
 
Figure 5 P after discussion versus those before discussion. 
 
 
Figure 6 P3 and P2 versus P1. 
 
Figure 5 は Figure 4 とは逆に話し合い前後の正答率の変化を示したものである。最初に
話し合いを行う Type A の場合、理論曲線に比較的良く沿うクラスもあるが、正答率が下が
っているクラスもある。実験後の話し合い(Type B)の場合では、事前テストのスコア(Ppre)
に関わらずゲインは小さくなる。これは過去の研究で報告されているようなピア・インス
トラクションの性質[3][4][9]と異なるものであり、Type B においては議論の効果が小さい
ことを意味している。ただし、この場合も Type A と B の正答率の平均値については等分
散の場合の t 値の絶対値は 0.96 であり、統計的に有意とは言えない。Figure 6 は初期テス
ト(C1)に対する C2、C3 の正答率を示している。Type A と Type B を合わせた P3と P1の平
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均値の差に対する t値は 3.20で、両側検定で 99%の有意水準を与える自由度 10の t値(3.17)
より大きく、この水準で P1と P3の差は有意である。つまり、今回の実践における正答率
の上昇は統計的に有意なものであると言える。一方で、Figure 3 からも分かる Type A、Type 
B 間の規格化ゲインの差は、t 値の絶対値が最大でも 0.86 であり、統計的に有意とは言え
ない。最後に、誤答の傾向について述べる。Figure 7 は誤答の比(=1 番と答えた答案の数／
2 番と答えた答案の数)F を表したものである。F1の値が 1 以下に集まっていることより、
学習前は短い振り子の方が高く上がると考えている割合が大きいことが分かる。一方で、2，
3 回目の回答時の割合(F2、F3)は 1 を超える場合と非常に小さい値となる場合両方が見ら
れ、現時点では明確な傾向を議論することはできない。 
 
Figure 7 F3 and F2 versus F1. 
 
 
５．まとめと議論 
  本調査による結果を以下にまとめる： 
1. 本調査を通じ、統計的に有意な正答率の上昇があった。 
2. 話し合いでは、実験を先に行う場合(Type B)の学習効率が総じて低く、事前正答率に
も拠らない。 
3. 実験では、平均的には Type B の方が話し合いを先に行う場合(Type A)よりも学習効率
が大きい。 
4. 最終的な学習効率(P1から P3の伸び)は Type B の方が Type A よりも高く、最終的な正
答率(P3)も大きい。 
5. 誤答の傾向は初期の状態では明確だが、学習による変化には一定の傾向はみられない。 
6. ただし、上記の 2-5 については統計的な有意性を現時点で述べることはできない。 
 
以下、結果についての議論を行う。1 つ目の点は、本調査の学習過程においては平均
的には正しい知識(設問に対する正答)の獲得があったことを示すものである。2 つ目の点は、
ピア・インストラクションの実践においては素朴概念の存在を示唆するものである[4][9]
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が、本調査においては話し合い前に行っている実験の影響を考慮する必要がある。Type B
との比較や 4 つ目の点から、ここで行われた実験および話し合いによる学習にはその前後
関係によりある種の履歴現象(ヒステリシス)が生じていることが示唆される。このような
履歴現象は、単純には実験内で話し合いが平行して行われその後の話し合いでは有効な概
念形成が進まなかったことにより生じると考えられるが、実験そのものがその後の話し合
いによる学習過程に与える影響も現時点では排除できない。概念形成そのものへの影響が
あったとすると、実験を介した素朴概念8への引き込みが生じていることになる。この場合、
学習過程と素朴概念の関係が力学系における軌道とアトラクタの関係[10]に対応しており、
数理モデル化の観点からも興味深い。 
3 つ目の点からも、上記のような履歴現象が示唆される。単純な解釈では、実験前に
話し合いを行うことにより実験結果に対してより強いバイアスがかかった(自分の事前認
識に従った解釈を行った)ことが考えられる9。このようなバイアスは実験そのものをより
精密かつデータ数を増やせば縮小できるものであるが、実際の学校教育の場では時間的設
備的観点から理想的な状態を常に整えることは不可能である。加えて、画一的な既製品の
利用よりハンズオン10で進めた方が、学習者が将来的に理工系へ進んだ場合にデザイン教
育[11]などで要求される自律的な問題解決能力と理科知識の獲得とを乖離させず進めるこ
とが出来る場合もあると考えられる。主題としている科学知識の獲得が担保される範囲で
あれば、ある程度の自由度を残すことは学習において有益になり得るが、実験そのものが
正しく行われないことの影響にも注意を払う必要がある。本調査においては、道具を 180
度以上たわませて使用する、シールの位置が守られていない、等が挙げられる。ただし、5
つ目の点で挙げたように、学習後の誤答の傾向はどちらかに偏るということは無く、実験
そのものがどちらかの誤答へ誘導するように作用した様子は見られない。 
  本調査においては、最初の学習過程の方が 2 回目の学習過程よりも効果が大きいとい
う傾向が見られた。前段落でも個別に述べたことだが、理由の一つとして最初の学習過程
が 2 回目の学習過程に直接影響を及ぼしていることが考えられる。統計的に不十分な結果
ではあるが、各学習過程が単純な重ね合わせではなく記憶効果や非線形な相互作用を通じ
状態間の遷移に影響することは重要な観点である。実際の学校現場の学習過程は複合的で
あると考えられ、このような学習過程間の関係性は重要な論点となる。一般的に、科学11に
おける基礎法則の探求は自然から『切断された要素(p.3)』[10]を究める形で行われる。吉
田[10]が指摘しているように、そのようにして得られた法則の単純な重ね合わせで「切る
とる前の自然」を理解できる保証は無い。このような困難は、いわゆる地学分野に関わる
現象の物理学(地球物理学)や経済物理学などの社会現象を題材とする物理学12では常に明
                                                   
8
 ここで述べる素朴概念とは、先行研究[1]と同様に統計的な意味合いでのものである。 
9
 この点は、小学理科の振り子の単元[12]でも触れられている点である。ただし、引用文献
[12]のみの話ではないが、厳密には振り子の周期は振れ幅に依存しており[13]、注意が必要
である。塩野・松村の報告[14]で関連した事項をまとめられているので参考にされたい。
彼ら[14]が指摘しているように、必要なのは振れ幅の影響を無視できる条件の把握である。 
10
 本調査で用いた道具も、ハンズオンで進められる程度の作成が容易なものである。ただ
し、時間的な制約から本調査では作成物をセットした形から実験はスタートしている。 
11
 ここでは自然科学を指すのではなく、科学一般としても差し支えないであろう。 
12
 この辺りの考え方は、本プロジェクト内においても松本の考え[15]と筆者とでは異なる
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示的に存在するものである。理科教育において丸本の指摘する『自由な試行活動(p.13)』
(messing-about)[16]の予測不能性も同種の困難であると言える。近年筆者らは Nitta[3]らの
モデルを他自由度に拡張したモデルを用いた研究[7]13を行ったが、そこでは 2 自由度(2 つ
の学習過程)間の単純な相互作用がある場合においても、個々の学習過程に内在される学習
効果が相互作用によって抑制さ得ることが示された。今後は経験則を帰納するための実践
研究と並行して、複雑な事象を理解するための物理学的手法をより意識的に用いた理論研
究が必要となると考えられる。また、このような研究の進展を理科教育の現場へ還流させ
る仕組みも、重要な課題である14。 
 
６．今後の展望：個人的な観点から 
  前章で議論したように、本研究課題においては標本数そのものが不足している。冒頭
で述べたように本プロジェクトの枠組みにおいて本研究課題を継続する予定はないが、研
究の継続性を確保するため、備忘録を兼ねて以下に筆者の個人的な今後の展望を示す。筆
者の浅学や本稿が報告書であるゆえの時間的制約による不備が多々含まれている点はご容
赦されたい。 
(1)物理教育研究の実践について 
  冒頭で引いたように、物理教育研究は物理学の一領域であるとも位置付けられる。物
理教育研究とは、レディッシュのテキスト[1]で言う所では教育における『共同体で合意さ
れている知識基盤(p.15)』を構築する営みである。このような教育研究上の立場は『子ども
は天性の科学者である(p.23)』[16]とする実践的な教育観15と大きく矛盾するものではない
                                                                                                                                                     
部分がある。例えば、松本は『社会科学は、人間の都合で変えられる(p.47)』[15]としてあ
るが、人文社会科学が題材とする諸現象に普遍な構造が存在しないことは、筆者には自明
ではない。現在すでに社会現象に関わる物理的・数理科学的なアプローチによる研究はあ
る程度進展していて、文部科学省の戦略的創造研究推進事業(新技術シーズ創出)における
平成 26年度の戦略目標(http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/26/02/1344592.htm)にも定めら
れており、筆者はその考え方に肯定的である。ただし、ある分野において研究推進上有益
な考え方が教育の現場でそのまま有益とは限らない点も留意する必要がある。松本の論も
振り子の話と同じで充分正当化され得るものであることも附記しておきたい。 
13
 この研究は本プロジェクトとは別に行われたものである。 
14
 レディッシュの言う『研究―再開発の車輪(research-redesign wheel)(p.177)』[1]の適用が
一つ考えられる。ただし、大学等の高等教育機関で行う場合と異なり、学校教育で行う場
合はある程度分業・分担が明確になるので、意思疎通に十分気を使う必要がある。 
15
 このような実践的な価値の高い教育観は『極端な相対主義(p.215)』[17]とされるものと
の親和性が高いと言えるであろう。前年度、前々年度の本プロジェクトの報告[15][18]で松
本が述べている教育観などもこの類型である。筆者は科学者としては中谷宇吉郎が随筆
[19]で述べているような素朴な科学観をとるが、前述のような現場で重宝されている教育
観との折り合いには苦慮しているのが現状である。昨年度の本プロジェクト報告書の筆者
の稿[18]でも触れたことだが、人類が力学のエネルギーや運動量などの概念を獲得するの
にも基本法則の発見からかなりの時間を要しており[20]、これらの抽象的な概念を知識と
して伝えず自発的な気づきにより獲得する道筋は、もしかしたら可能なのかもしれないが、
浅学非才の身から見るとかなり険しい道のように見える。可謬主義の捉え方によって観点
が変わると理解すべきかもしれない。現実問題としては、入学試験や資格試験、種々の技
能習得などの社会的要請がそこに加わり無視できない影響を及ぼすため、解決の糸口はま
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ことに注意されたい。ここで述べられている教育観とは物理教育研究における認知モデル
[1]に対応するものであり、教育研究を通じた知識基盤の構築とはそもそも別の話である。
この一見当然に思える差異だが、現場に居ない大学等の研究者が現場へ干渉する際に思わ
ぬ障害となり得ることを指摘しておきたい。このような齟齬は、諸々の現場・応用科学と
基礎科学との間で往々に生じる一般的な事象である16。研究者側には、本人やコミュニテ
ィにとっては自明なことであっても、知識基盤を構築することの意義や価値について丁寧
に伝える必要(倫理的側面も踏まえると義務)がある17。 
(2)日本および富山の理科教育における物理教育研究の位置づけについて 
  丸本は日本の理科教育を論ずるに当たり著書[16][22]においてアメリカ・イギリスにお
ける理科教育の動向に触れており、その中で理科教育の現代化が『高校物理のカリキュラ
ム改革運動(p.23)』から始まったと述べている[22]。丸本が述べたような 20 世紀半ばの欧
米の動向が日本の教育に与えた影響を今現在の立場より再考する際には、戦後日本の教育
に大きな影響を与えたデューイの教育論(児童中心主義)[24]などの背景を踏まえる必要が
あるであろう18。翻って、物理教育研究などの最近の進展19を実践的な理科教育の立場から
理解する場合には、現在の国内の理科教育における価値や位置付けについて吟味する必要
がある20。 
欧米での教育の進展に日本の教育が与えた影響について筆者は寡聞にして知らない。
しかしながら、欧米での教育の進展が日本の教育の進展へ与えた影響について時間軸に沿
って注意深く論じられなくてはならないことは自明であろう。過去に日本の教育が欧米か
ら受けた影響が日本国内で遂げた変化・進化を理解することは、物理教育研究などの進展
を受け入れる日本側の文化的土壌を理解する上では不可欠である。実際、物理教育研究が
日本で物理教育に携わる者以外にも広く認知されるようになったのはレディッシュのテキ
ストの翻訳[1]が出された後であると考えられるが、この時点でもアメリカにおける研究の
進展と日本のそれとではタイムラグが生じている。これまで国内各所で行われている数多
の教育実践研究にそのような情報は既に網羅されていることが期待されるため、観点を整
えた上での情報の再整理・抽出が今後の課題と言える。 
ただし、上記 2 つの段落で述べたような観点は、1990 年代にホーキンス[26]から続く
日本の自由試行研究について構成主義の視点から再考する研究[27]や冒頭で述べたような
                                                                                                                                                     
すます見つけ難くなる。 
16
 当然ではあるが、アメリカ物理教師協会[21]の声明のいくつかで物理教育研究の教育上
の意義が述べられていることからも分かるように、物理教育研究は実用上も有用であり得
る。ここで述べているのは各コミュニティに属する関係者間の文化的差異である。 
17
 基礎科学の意義については、ファインマンが電磁気学のテキストの電気工学の節でファ
ラデーについて述べている個所[23]を是非参照にされたい。このテキストでいう所の『生
まれたばかりの赤ん坊(p.209)』[23]の発達を支援することも研究者の使命であろう。 
18
 もしかしたらプラグマティズムの祖であるパース[25]まで遡る必要があるかもしれない。
上で述べた教育観についての議論などは、哲学上の問題として議論する方が有益なのかも
しれないが、筆者の理解が及んでいないため述べることが出来ない。 
19
 とは言え、レディッシュで紹介されている研究は 1990 年代以前のものが主であり、最
近のものと言うのは語弊があるかもしれない。 
20
 2014年から既に物理教育学会誌上で「小中の物理教育」[28]という企画が始まっている。 
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示唆[4]があることからも、既に何らかの調査や研究が行われている可能性が高いことを述
べておく21。実際、丸本がテキスト[16]で述べている矛盾を用いて自由試行を誘起する仕組
みからレディッシュ[1]が用いている認知科学の原理を連想するのは難しいことではない
であろう。 
上記のような考察を富山県における理科教育について行う場合には、富山県固有の事
象に着目する必要がある。具体的には、富山県教育委員会が作成したパンフレット[29]に
も見られる『教育県富山(p.3)』という一種のブランド22や本学部の講義でまとめられてい
るような科学教育への熱心な取り組み[30]を育んだ土壌(県民性)やその形成過程を踏まえ
る必要がある。また、本学部・附属学校園においては、昨今の大学改革の動向は明確に意
識せざるを得ない所であろう23。 
(3)物理教育研究の基礎研究について 
最後に基礎研究に関して 2 点ほど触れておきたい。 
  1 つ目は、認知科学や発達心理学との関係である。レディッシュのテキスト[1]で紹介
されているように、物理教育研究では学習過程の理解に際して認知科学の原理を取り入れ
ており、国内でも素朴概念に関する優れた研究が展開されている[31][32]。今後も採用され
る原理についての吟味が続くであろうが、物理教育や理科教育に固有の事象や日本(または
富山)固有の事象に対する法則的立場からの解釈は重要な観点であると考えられる24。 
2 つ目は、物理教育研究に対する数理的アプローチである。前章の最後でも述べたよ
うに物理教育研究を題材とした数理モデルの研究も行われており[2][3][8]、筆者も近年
Nitta のモデル[3]を 2 自由度に拡張したモデルを用いた議論を行っている[7]。このような
研究は経済社会物理学などに類する人文社会科学と自然科学の融合分野に属するものであ
り、既存の物理学の知見を応用する形での発展が期待される。 
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本調査は附属学校の教員、児童、学部教職員の協力の下で行われた。ここに記して謝意を
表する。 
                                                   
21
 レディッシュのテキストではホーキンスは引用されていないことも一応附記しておく。 
22
 こう呼ぶのは筆者の主観であるが、この呼称自体は筆者が富山圏外に在住していたころ
から既に耳にしていたものではある。 
23
 先に行われたミッションの再定義[33]において本学部は教員養成分野ではなく社会科学
分野に分類されており、『今後、富山県教育委員会との連携のもと、附属学校の在り方も含
め、教員養成系学部とは異なる人材の養成像をより明確にしていく(p.2)』[34]とされてい
る点にも留意する必要がある。 
24
 この点に関する筆者の門外漢としての素朴な疑問は「そもそも物理教育研究にはどの程
度海外の認知科学・発達心理学の進展が反映されているのか」というものである。実際、
レディッシュのテキスト[1]ではヴィゴツキーの考えに立脚した研究の結果を 5つの原理の
一つに据えているが、これが今現在の当該分野での進展の中でどの程度の位置づけのもの
であるかには強い関心がある。また、丸本[22]のテキストや本学部付属中学校[35]の研究で
触れられているピアジェの考えについても、筆者の中では未解決の問題である。比較的最
近に書かれた非専門家向けの理科教育における構成主義の解説[36]でも、紹介されている
のはピアジェとヴィゴツキーである。諸分野における構成主義という用語の概説は大野の
解説[36]と同号にある[37]ので附記しておく 
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付録：ジャーナルクラブ紹介文献リスト 
 
冒頭で述べたように、本年度前半は学部教員間のジャーナルクラブを中心にした活動
が行われた。これは、相互の科学観・教育観を共有し、アウトプットまで含めた研究体制
の確立を意図することで、ジャーナルクラブを通じた附属学校等の既存の取り組みの学問
的位置づけの明確化を目指すものである。活動を通じて関連教員間の方向性等が明らかに
なったことは、本年度の活動の大きな収穫であった。参考までに、以下にジャーナルクラ
ブにて紹介された文献を示す： 
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造形教育グループ 
－幼小中のつながりを意識しながら， 
造形教育で身につける力について研究する－ 
  代   表 ： 隅 敦 
附属幼稚園 ： 米崎瑛美， 中尾智子 
附属小学校 ： 江田希 
附属中学校 ： 萩原至道 
人間発達科学部： 鼓みどり，上山 輝，若山育代 
本研究グループは，本年度も校種間の造形教育における連携を念頭において，可能な限
り集まって，共通の視点を持ちながら意見交換を行うことを心がけてきた。 
 昨年度から，継続して行っているデカルコマニーを用いての実践を，校種を超えて行い， 
子供の材料体験における多様な反応をビデオで撮影し詳細な分析を行うことで，明らかに
しようとしてきた。そして，これまでの研究成果を，本年度も 3 月末に行われた美術科教
育学会で発表することができた。 
１ 平成 26 年度本研究グループの活動の足跡 
 本年度は，以下にあげるように 1 年間を通して，月に 1 度の会合や各自職場に持ち帰っ
てのデータ分析，附属小学校，附属中学校，富山高等専門学校，富山大学人間発達科学部
とそれぞれの校種でデカルコマニーの実践を行った。 
その結果をメールでのやりとりし，学会発表へとつないでいった。 
５月 17 日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
＊本年度の活動計画立案，購入物品の確認。デカルコマニー授業実践の日時等の決定。 
６月 14 日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
＊「デカルコマニー実践」の分析方法の確認。購入物品の確認。 
７月２日（水）14:40〜15:20（於：附属小 図工室） 
＊附属小 1 年「デカルコマニー実践」 
７月 14 日（火）11:35〜12:20（於：附属小 図工室） 
*附属小６年「デカルコマニー実践」
７月 26 日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
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＊附属中「デカルコマニー実践」の分析 
 
９月 13 日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
＊ビデオ撮影記録を踏まえての分析の視点の確認 
 
９月５日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
＊ビデオ撮影記録を踏まえての分析の視点の確認 
 
10 月 11 日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
＊ビデオ撮影記録を踏まえての分析の視点の確認 
 
10 月 14 日（火）10:30〜12:00（於：富山高等専門学校） 
＊高専 1 年 「デカルコマニー実践」 
 
10 月 20 日（月）8:40〜9:25（（於：附属小 理科室） 
＊附属小３年「デカルコマニー実践」 
 
11 月８日（土）10:00〜12:00（於：隅研究室） 
 ＊第 37 回美術科教育学会上越大会の発表申し込み発表タイトルについての検討 （仮） 
「多校種にわたるデカルコマニー実践の試み（２）〜小学校から中学校への描画行為の変
化に着目して〜（仮）」 
 ＊各校種のデカルコマニー実践の見直し。 
 
11 月 21 日（金）10:30~12:00（於：人間発達科学部 図工室） 
＊大学 2 年「デカルコマニー実践」 
 後期第 7 回図画工作科Ａにおける 「絵画指導の課題（２） モダンテクニックの可能
性」の講義における教材研究の一環として，「絵に表す４年『すてきなペーパーショップ』」
の中で，スタンピング，マーブリングと合わせて実践しながら，記録を撮った。 
 
12 月６日（水）10:00〜12:00（於：隅研究室）  
 ＊第 37 回美術科教育学会上越大会の発表申し込み発表タイトルについての検討  
「多校種にわたるデカルコマニー実践の試み（２）〜小学生と中学生の描画行為の比較〜
（仮）」 
 
１月 10 日（土）10:00〜12:00（於：鼓研究室） 
 ＊デカルコマニーの意義について 
 ＊データ分析方法について 
 
２月 14 日（土） 
＊美術科教育学会発表に向けて，幼稚園および小学校の映像データの再分析。 
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 ２月 27 日（金） 
＊第 37 回美術科教育学会上越大会の発表概要集原稿提出。 
 
３月 14 日（土）10:00〜12:00（於：鼓研究室） 
＊美術科教育学会発表原稿および，パワーポイントの確認 
 
３月 28 日（土）10:40〜11:10（於：上越教育大学 G 会場人 205 講義室） 
＊第 37 回美術科教育学会上越大会（於：上越教育大学 B 会場 101 講義室）      
「多校種にわたるデカルコマニー実践の試み(2)-小学生と中学生の描画行為の比較」発表  
発表代表者 附属中 萩原教諭 
 
２ 第 37 回美術科教育学会上越大会における発表内容 
 
多校種にわたるデカルコマニー実践の試み(2)-小学生と中学生の描画行為の比較  
 
１．研究の目的 
 本発表は、幼稚園児、小学生、中学生、高校生そし
て大学生に、同じ条件でデカルコマニーを実践し、そ
れぞれの発達段階における子供の表現活動の特徴を明
らかにしようとした継続研究の一部です。 
児童画の発達過程については、ケロッグに代表され
るように、多くの研究がなされてきています。意図的
に描く児童の絵は、その児童が積み重ねてきた知識や
経験、そして運動機能の発達が大きく影響を与えます。 
それでは、何を描くかということをそれほど意識す
ることのない、偶発的な描画表現の場合はどうでしょう。好きなように絵の具を紙に乗せ、
紙を折り曲げて絵の具が広がることで生まれる、偶発的な表現を楽しむデカルコマニーの
場合、あまりそれまでの知識や経験は関係ないように思われます。また、対象が何を表す
のか分かるように描く絵とは違い、絵の具を紙に乗せるだけのデカルコマニーだと、それ
ほど技能の影響はないようにも思われます。 
そのようなデカルコマニーであっても、発達段階において何か特徴が表れるのでしょう
か。それとも、デカルコマニーのような表現だと、発達段階による差はないのでしょうか。 
そこで私たちは、仕上がったデカルコマニーの作品分析だけでなく、児童がどのように
デカルコマニーをつくっていくのかという表現の過程を細かく見取ることにより、描画行
為そのものに発達的な特徴が表れないかを確かめたいと考えました。 
今回は、小学校と中学校で行った実践の授業分析を比較して見えてきたことについて発
表を行います。 
 
２.研究の概要 
（１）研究の手法 
 研究の対象は小学校１年生３５名、小学校３年生３５名、小学校６年生３８名、中学校
１年生４０名です。実施時期は小学校１年生が２０１３年７月、小学校３年生が２０１４
年１０月、小学校６年生は２０１４年１１月、中学校１年生が２０１３年１１月です。使
用した材料・用具として、支持体は B4 ケント紙を使用し、絵の具はポスターカラーの赤、
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青、黄、緑、オレンジ、紫、白を梅鉢皿に入れて共同で使うことにしました。ケント紙に
絵の具を着色する際は筆ではなく、プラスチックスプーンを使用しました。これらの材料・
用具はどの学年も統一しました。また、活動は４人グループで行い、そのグループごとに
ビデオカメラを設置し、子供の行為と発話を記録しました。子供は、折って開いたケント
紙の上にスプーンですくったポスターカラーで着色しました。それを畳んで開くまでの様
子をビデオカメラで記録し、その映像から一人一人の行為を抽出し、その行為をカテゴリ
別に分類集計し、分析していくことにしました。また、小学校１年生、小学校３年生、小
学校６年、中学校１年生のデータを学年ごとにまとめていきました。 
（２）行為カテゴリについて 
次に行為のカテゴリについて説明します。次の映像をご覧ください。（ビデオ上映）これ
は小学校３年生のクラスで実施した
活動の様子の一部です。ご覧のとお
り、左手前の児童はオレンジ色で円
を描いています。右手前の児童は黄
色で点々を打っています。・・・この
ような一人一人の行為を抽出し、カ
ウントしていきました。その際、同
じ行為であっても、絵の具の色を変
えたときは、次の行為に移ったと判
断し、カウントを増やしていきまし
た。そして、分類集計を進めていく
うちに大きく８つのカテゴリに分類
できると判断し、次のように定義し
ました。 
それはスプーンと紙が直接触れて描かれる「直線」とスプーンと紙が直接触れて描かれ
る「曲線」、スプーンを紙に置いて移動させない「置く（点）」、置く（点）の連続の「点々」、
スプーンを紙に押しつけて拭うようにする「こすりつけ」、スプーンを紙に置いて隙間がな
いように塗る「面」、そして、紙に直接スプーンを触れさせないで絵の具を落とす「投下」
と紙に直接スプーンを触れさせないで線を描く「投下線」です。この８つのカテゴリに行
為を分類し、分析していくことにしました。 
（３）分析の結果 
 行為カテゴリ別に分類集計を進めて
いった結果、学年ごとに顕著な様子が
現れてきました。 
①小学校１年生 
 まず、小学１年生の映像をご覧くだ
さい。（ビデオ上映）小学校１年生では
紙に直接スプーンが触れる「直線」や
「置く（点）」、「面」などが多くなって
います。それに対して、意図せず絵の
具が垂れてしまうことはありますが、
紙に直接スプーンが触れない「投下」
や「投下線」がほとんど見られません。
また、ご覧のとおり、周りの友達の作
品を見る事はありますが、あまり影響されず自分の活動に向かっています。 
②小学校３年生 
 次に小学校３年生の様子を御覧ください。（ビデオ上映）ご覧のとおり意図して「投下」
や「投下線」をする様子が見られます。このグループ以外にも「投下」「投下線」をする姿
が多く見られました。周りの影響もあまり受けていない様子でした。 
行為カテゴリ
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③小学校６年生 
 小学校６年生の様子です。（ビデオ上映）色々な行為を試している姿が見られます。「置
く（点）」と「点々」が多く、「面」は少ない傾向にあります。また、ケント紙を開いた後、
自分や友だちの作品を見て反応する姿も見られました。 
④中学校 1 年生 
 中学校１年生では（ビデオ上
映）・・・ご覧のとおり「投下線」や
「投下」、「曲線」を行う生徒が多く
なっています。また、すぐに活動に
取り掛かる生徒がいる中、しばらく
絵の具をスプーンで触っていて、な
かなか活動に入らない生徒も見られ
ました。そういった生徒には友達の
様子を見て行為に入る姿も見られま
す。 
学年別の一人あたりの行為数は次
のとおりです（グラフ１）。学年ごと
にこのような変化がありました。ま
た、それぞれの学年の行為カテゴリの割合をまとめると次のようになっています（グラフ
２）。さらに、この行為カテゴリの割合を統計にかけてみると、次のようになりました（表）。 
以上の分析から，小学校 1 年生では「直線」や「置く（点）」、「面」といった、スプー
ンを紙に直接触れさせている行為が多かったのに対し、「投下」や「投下線」など紙に直接
スプーンを触れさせない行為はほとんど見られず、紙に直接スプーンを触れさせない行為
が始まるのは小学校３年生以降だということが分かりました。このような境界線が見えて
きたのには２つの要因が考えられます。
一つは小学校３年生になると腕を自由
にコントロールができるようになって
くるということです。もう一つは、絵
の具という素材に対する理解が小学校
１年生と小学校３年生の間に深まって
くるということです。表現の広がりに
は技術と素材の理解が必要であること
が見えてきました。 
他にも、小学生と中学生の投下線の
行為を比べると、小学生は腕を使いゆ
っくりと手を動かしているのに対し、
中学生は手首のスナップを使ってスピ
ード感のある線をつけている姿が見られました。また、小学生は一通りすべての色を使う
のに対して、中学生ではすべての色を使わなかったり行為も自分で選択して使ったりして
いる姿が見られるようになりました。それは、中学生は意図をもって制作し、その意図に
応じて行為を行っているのだと考えられます。このことから、小学校低学年は試行の段階
であり、学年が上がるごとに予測の段階へと発達していると言うことができます。 
 
３．おわりに 
 最後にこの映像をご覧ください。（ビデオ上映）小学校１年生と６年生、中学校１年生の
姿です。それぞれの学年で子供がケント紙を開いたときに共通して喜びの表情を見せます。
すでに多くの研究が積み重ねられ、一般的には発達が進むごとに子供は造形表現活動に対
し自信を失っていくという姿から程遠いでしょう。この点が本研究の実践の意義を感じる
面です。また、このようにデカルコマニーを通して子供の発達過程を明らかにしていくこ
学年別行為カテゴリの割合 
0%" 10%" 20%" 30%" 40%" 50%" 60%" 70%" 80%" 90%" 100%"
N=40,n=23
N=38,n=27
N=35,n=27
N=35,n=27
各カテゴリ出現数の期待度数との比較 
!
52
とで、それを指導に生かすことができるという意義も感じています。 
デカルコマニーとは、描き手がコントロールできる部分とできない部分の両方を備えた
活動です。試行の段階にある子供も意外性を楽しめる一方、予測の段階に入った子供もど
うしてもコントロールできない緩やかな意外性を楽しむことができる活動です。だからこ
そ、どの学年でも楽しめるのだと考えられます。 
 今後は本研究の課題として、学年ごとに行為に費やす時間がどのように変化しているの
か、どういった行為にどのくらいの時間を使っているのかなど時間についても研究を進め
て行きたいと考えています。また、すでに高校生（高専）と大学生でも実践を行っており、
その分析も進め、幼児から青年期までのデカルコマニーにおける子供の表現の発達過程や
デカルコマニーがもつ意味を更に明らかにしていきたいと考えています。 
 
３ 平成 27 年度の研究に向けて 
 
 本共同研究においては，デカルコマニーという絵画表現におけるモダンテクニックを通
して，その造形行為を発達段階ごとに分析することによって，よさを再認識してきた。特
に，幼稚園児にも見られたような綴じたケント紙を開いた時の喜びの反応は，小学校 1 年
生と３年生，6 年生児童におけると中学校 1 年生にも伺えた。また，詳細な分析が進んで
いない高等学校と大学における実践においても，同様の表情を看取ることができる。絵画
表現におけるこの技法の意義を否定することはできない。 
 
 以下に，来年度以降の共同研究の目標を掲げておく。 
 
＊ 高等学校と大学の実践の分析を行うこと 
＊ 富山大学人間発科学部実践センター紀要原稿の執筆準備を行うこと 
＊ 第 38 回美術科教育学会大阪大会で継続研究の口頭発表を行うこと 
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家庭科教育グループ 
エコライフの教材開発とその授業実践 
－洗濯の３要素（水・洗剤・力）の視点から 
 「すすぎ」の理解を深める－ 
 
  代   表 ： 磯﨑 尚子 
  附属小学校 ： 森永 郁江 
  附属中学校 ： 吉田 みづき 
  附属特別支援学校 ： 高附 真梨子 
 
 
１ 本実践の主張点について 
(1) 学習指導要領の解釈と題材の本質について 
学習指導要領には、内容「Ｃ快適な衣服と住まい」（１）イ で、「日常着の手入れが必 
要であることが分かり、ボタン付けや洗濯ができること」と内容「Ｄ身近な消費生活と環 
境」（２）アで、「自分の生活と身近な環境とのかかわりに気付き、物の使い方などを工夫 
できること」と示されている。 
日頃 は、衣服の手入れをしてもらっている子供たちが衣服を大切に扱い、気持ちよく 
着るために、脱いだ衣服などを点検し手入れが必要であることが分かり、日常的に衣服の 
手入れが行われていることにも気付くようにすることが大切である。そのために、それま 
で無意識だった家庭の洗濯を意識的に見つめる活動を繰り返し取り入れることで、脱いだ 
衣服などを点検し、日常的に衣服の手入れが行われていることに気付くと考える。また、 
「見える汚れ」はもちろん「見えにくい汚れ」を「ニンヒドリン反応」の実験や黄ばみの 
実物を提示することによって可視化し、手入れの必要性を実感できるようにした。              
次に、ねらいの異なる２回の洗濯実習を段階的に繰り返し行うことで、洗濯の必要性や 
日常着の洗濯に必要な洗剤、用具、洗い方などが分かり、基礎的・基本的な洗濯の知識及 
び技能が身に付くと考える。 
特に２回目の洗濯実習の前に、「すすぎ」に焦点を当てることで、身近な環境への影響 
を考えた洗剤や水の使用について考え、洗濯物の種類や汚れに応じて洗濯できる子供が育 
つと考えた。 
そこで、本題材の本質を「洗濯の手順について理解し、洗濯物の種類や汚れに応じて洗 
濯できる」こととした。 
 
(2) 本実践の提案点ついて 
① 無意識だった家庭での洗濯を意識する活動を繰り返し取り入れる 
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子供たちは、日頃、家族に洗濯をしてもらうこ 
とが多い。そんな子供たちが、それまで無意識だ 
った家庭の洗濯を意識的に見つめる活動を「運動 
会の後のくつ下をウオッチング」と「わが家の洗 
たく日記」というように繰り返し設定した。 
まず、「運動会後のくつ下をウオッチング」で 
は、子供たちが汚れに注目しやすいように、毎日 
着用しているくつ下を取り上げた。そして、くつ 
下の汚れの中でも、たくさんの汚れが付くことが 
予想される運動会の日に着用したくつ下の汚れ 
の程度や汚れている場所について観察し、ワーク 
シートに記入する活動を行った。その際、洗濯後 
にその汚れがどうなったのか記入したり、その時 
の手入れの仕方について家族にインタビューし 
たりすることで、これまで無意識だったわが家の 
洗濯を意識的に見つめることができると考えた。 
運動会の日のくつ下は、普段の洗濯機洗いだけ 
では汚れが落としにくいので、手洗いをはじめと 
する、わが家の洗濯のコツが登場することが期待 
できる。実際に、子供たちのワークシートからは、
洗濯機で洗う前に土を取り除く予洗いの工夫や
洗濯板などの道具の活用、使う洗剤や石鹸の種類についての記述が見られた。 
次に、「わが家の洗たく日記」では、日頃、家族がどのように洗濯物を洗濯しているのか、
どのくらい洗濯物が出るのか、どのくらいの頻度で洗濯しているのかなど、わが家の洗濯
事情が分かるよう、ワークシートの記入欄を工夫した。この洗たく日記が家族の一員とし
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て、わが家の洗濯に関わるきっかけとなることを期待している。 
② 手入れの必要性を実感するための「見えにくい汚れ」の可視化          
  子供たちは、毎日、家族に洗濯してもらった清潔 
な衣服を何気なく着ていることが多い。そのため着  
用後に脱いだ衣服を点検することも少ない。そんな 
子供たちが、一見するときれいな衣服について「見 
えにくい汚れ」をニンヒドリン反応の実験や洗濯で 
落としきれなかった汚れによって黄ばんでしまった 
シャツで確認する活動を行った。 
 「ニンヒドリン反応の実験」では、首周り、脇、 
背中などが汗や皮脂などのアミノ酸に反応し、紫色に染まる実験によって、普段自分が 
着ている衣服のどのようなところがどのくらい汚れているのかを確認することができた。 
子供たちは、一見するときれいな衣服がこれほど汚れていることに驚いていた。 
 「黄ばんだシャツ」の提示では、衣服を洗濯さえすればきれいになると思っていた子 
供たちが、洗濯が十分でないと衣服が黄ばんでしまったり、傷んでしまったりすること 
を知り、日常着の手入れの必要性を実感することができた。そして、「気持ちよく着るた 
めには、どのような洗濯が必要であるのか」という課題をもつことにもつながった。 
 
③ 洗濯の３要素「水・洗剤・力」の視点で洗濯の手順への理解を深める 
子供たちの中には、洗濯の経験があまりいない。そこで、そんな子供たちが自信を 
もって洗濯実習に臨めるように、身近な衣服の手洗いによって、普段の洗濯機での洗 
濯では見ることのできない洗濯の手順を洗濯の３要素「水・洗剤・力」に注目した２ 
つの実験を行った。 
  実験ア 水と力だけで汚れは落ちるのか 
子供たちは、Ａ「１日たったしょう油」Ｂ「つけたてのしょう油」Ｃ「ケチャップ」
Ｄ「墨」の４つの汚れを水と力を加えることだけで落とせるのかどうかに挑戦した。
実験前には、Ｄ「墨」Ａ「１日たったしょう油」Ｃ「ケチャップ」Ｂ「つけたてのし
ょう油」の順に汚れが落ちにくいと予想した。  
結果は、水と力だけでも、かなり汚れは薄くなり、Ｂ「つけたてのしょう油」に関
しては、ほとんどの子供が汚れが落ちたと答えた。 
 
                 Ａ    Ｂ    Ｃ     Ｄ 
                   
汚れが落ちると予想した人   ４人   ２５人  １２人   ０人    
汚れが落ちたと感じた人   １２人   ３０人  １２人   ０人 
 
汗をかいた部分がニンヒドリンに反応したシャツ 
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実験イ 水と洗剤だけで汚れはおちるのか 
実験アで、水と力だけでも汚れがある程度とれること 
が分かった子供たちは、洗剤液に墨で汚れた布を浸す実 
験を行った。水でも汚れが落ちたのだから、洗剤液なら 
もっと汚れが落ちるはずだと考える。 
しかし、結果は、水と洗剤だけでは汚れが浮いてくる 
のにとどまり、「水と力」のとき程の洗浄力はないことが 
分かった。つまり、洗濯には、洗濯の３要素（水・洗剤・ 
力）が必要であり、この洗濯の３要素（水・洗剤・力） 
を使ってくつ下をきれいにしようという洗濯実習への願 
いをもち、くつ下の洗濯実習の計画を立てた。 
 
④ 「すすぎ」に焦点を当てた洗濯実習 
子供たちは、最初の洗濯実習で身近な衣服の手 
洗いによって、普段の洗濯機での洗濯では見るこ 
とのできない洗濯の手順を知る。そして、洗濯に 
よって衣服に付いた汚れが移った水を目の当たり 
にして、それだけ衣服が汚れていたということに 
気付く。また、子供たちは、洗剤の使用量やすす 
ぎ方によって、使用する水量に差が出てくること 
を実際の水量を目にし、比較することで実感する。 
ぞうきんを絞った経験から脱水は早く乾燥させ   
るためのコツだということを知っていても、洗剤液で洗った後やすすぎとすすぎの間 
の脱水（中間脱水）が洗濯を効率的に進める方法だとは気付いていない。そこで、洗 
濯したはずの衣服に洗剤成分が残っていることを確かめる実験を行い、すすぎが十分 
ではないと、汚れや洗剤成分が残り、黄ばみや臭いのもとになることに気付く。 
 
２ 題材のねらい 
・ 日常着の手入れに関心をもち、衣服を大切に扱い、気持ちよく着るために手入れをしようとする。 
（家庭生活への関心・意欲・態度）
・ 日常着を点検し、課題を見付け、気持ちよく着るための手入れについて考えたり、自分なりに工夫し
たりしている。                        （生活を創意工夫する能力） 
・ 基本的な作業（汚れの点検、洗う、すすぐ、絞る、干す）の必要性が分かり、手洗いを中心とした洗
濯ができる。                                （生活の技能）
・ 衣服を気持ちよく着るために手入れが必要であることが分かり、手洗いを中心とした洗濯の仕方につ
いて理解している。                     （家庭生活についての知識・理解）
 
３ 授業の実際 全７時間 
第１次 なぜ洗濯するのかを考える 
第１時 なぜ洗濯するのかを考える 
課外で行った運動会後のくつ下の汚れについての調べ活動を基に、わが家の洗濯のコ
洗剤成分検出実験 
洗剤成分が少ない 洗剤成分が多い
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ツについて紹介し合う場を設けた。その中で、子供たちに、運動会後の汚れたくつ下に
ついて観察した感想を尋ねてみると、「臭いが気になる」「そのまま履いていると足が汚
れる」「汚れたままだと格好悪い」という「見える汚れ」をすぐに洗濯したくなる理由に
ついて話していた。そんな目に「見える汚れ」に目を向けている子供たちに、一見汚れ
ていない汗の付いたＴシャツがニンヒドリン反応で紫色に染まる様子や昨年洗濯してか
らしまっておいて黄ばんでしまったシャツを見せた。子供たちは、目に「見える汚れ」
だけではなく、「見えにくい」汚れもすぐに洗わないといけないことを実感し、家族が洗
濯をこまめに行っている理由や衣服を気持ちよく着るための洗濯の必要性に気付き、「気
持ちよく着るためには、どのような洗濯が必要なのか」という課題をもつことができた。 
 
第２次 くつ下を洗濯する実習計画を立てる 
第２時 くつ下の汚れに合った洗濯の実習計画を立てる 
子供たちに、「運動会後やいつもは洗濯してもらっているくつ下を自分たちの力での手
洗いしてみよう」と投げかけた。すると、自分で洗濯したことのある子供がほとんどお
らず、不安そうな子供と初めての体験にうれしそうにしている子供の反応が見られた。
そこで、洗濯の３要素（水・洗剤・力）についての２つの実験を行い、洗濯の原理を明
確にした。そして、洗濯には、洗濯の３要素（水・洗剤・力）が必要であり、この洗
濯の３要素（水・洗剤・力）を使ってくつ下をきれいにしようという洗濯実習への願
いをもち、くつ下の洗濯実習の計画を立てることができた。また、これによって、題材
を通して、洗濯の３つの要素を基に洗濯を振り返ることができた。 
 
第３・４時 くつ下（右）を洗濯する 
  くつ下は、全員同じものを購入し、これを１日履いたものを洗濯実習に用いた。２回
の洗濯実習のうち、１回目の洗濯実習で気が付いたことを２回目の洗濯実習に生かすこ
ととした。新品を使用したのは、付いた汚れやその部分が明確になることと、洗った際、
付いていた汚れがどの程度落ちたのかを分かりやすくするためである。 
  子供たちは、手洗いでの洗濯の基本的な作業（汚れの点検、洗う、すすぐ、絞る、干 
す）を実践する共通体験を行った。普段の洗濯機洗いでは見ることのできない洗濯の際 
に出る汚れた水を見て、洗濯によって身近な衣服を気持ちよく着ることできることに喜 
びを感じることができた。 
  洗濯実習では、ペアでくつ下の洗濯の様子を観察し合う活動を行った。ワークシート
に、自己評価とは別に、洗濯実習の様子を見ていた「ペアの人から」の一言をもらう欄
を設け、洗濯の様子を客観的に見ることができるようにしたり、自分とペアの人の洗濯
の仕方を比較できるようにしたりした。 
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子供たちは、洗濯実習の終わりに「洗濯道具を使って汚れに直接力を加えることで効
率的に汚れが落とせる」「つまみ洗いで細かな部分の汚れもきれいになること」「空気が
入るように干すと早く乾く」ことに気が付いた。しかし、すすぎ方についてはあまり意
識が向いていないようだった。 
 
第５時 １回目のくつ下の洗濯実習を２回目に生かそうとを考える 
 １回目の洗濯実習を振り返り、２回目の洗濯実習に向けて生かしたいことは何かを考え
た。子供たちは、洗濯の３要素（水・洗剤・力）のうち、力を入れすぎるとくつ下が傷む
こと、洗剤を使用量よりも多く使用しても汚れ落ちがあまり変わらないことから使用量を
守るとよいことについて目を向け、見直していた。しかし、水、つまりすすぎ方にはあま
り目を向けていなかった。そこで、洗濯実習で「ためすす
ぎ」をしている子供の様子と「流しすすぎ」をしている子
供の様子をみせ、その時に使用している水の量の差をペッ
トボトルに入れた色水の量の違いで表した。 
子供たちは、「ためすすぎ」の方が少ない水の量で「流し
すすぎ」よりもきれいにすすげることに納得し、２回目の洗濯実習では、「ためすすぎ」を
しようと考え始めた。 
 
 
 
 
                         
ブラシを使って汚れを落とす 洗剤をしっかりと量る 空気が入るように間を空けて干する
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第６時（本時） 
 ねらい 洗濯実習を「すすぎ」の視点で振り返ることで、汚れや洗剤成分が残らず水を
無駄にしないすすぎ方について考えることができる。（生活を創意工夫する能力） 
教師による指示・発問 子供の反応（省略あり）・学習活動 考 察 
 ２回目の洗濯では、どんな工 
夫をしようと思いますか 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高廣さんは、確認しながらすす
いだの？ 
 
それでは、水を無駄にしない洗
濯について考えていきましょう 
流しすすぎをしていた人？ 
ためすすぎをしていた人？ 
次はためすすぎでやってみる人
？ 
やっぱり流しすすぎだという人
？ 
それでは、みんながやってみよ
うという「ためすすぎ」をした
高廣さんの様子を観てみましょ
う 
（中間脱水なしの「ためすすぎ」
のVTRを視聴する） 
これは洗っているところ？ 
北島：力を入れすぎると毛玉ができるか
ら加減する。水は流しっぱなしでは節水
にならないから、ためすすぎ。洗剤は、
使用量を増やしても変わらないので使
用量を守りたい。 
 
清水：粉石けんと汚れのひどいところ
に固形石鹸を使ったら、洗剤を使いす
ぎて、すすぐのに時間がかかった。洗
剤が残ると黄色くなるとお母さんに聞
いた。洗剤の量が多くなると水も多く
必要になる。 
 
高廣：水を無駄にしないためすすぎだ
と毎回きれいな水ですすげる。おけの
水に汚れが残っているか確認できる。
にごっていたら、洗いなおすことがで
きる。 
１回目はまだ残っていて、２回目は水
がきれいになっていた。 
 
 
 
（２６名が挙手） 
（１４名が挙手） 
 
（全員が挙手） 
 
（０名） 
 
 
 
 
 
 
高廣：すすいでいるところ。ためてい
洗濯の３要素を意識した発言が見
られる。 
 
 
 
 
この清水児の発言から、「水は減
らしたいけれど、しっかりすすぐ
には」という学習課題が出せたの
ではないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水をむだにしない洗たくの仕方について考えよう 
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何回すすいだの？ 
実習計画には、10回や20回す
すぎたいという人もいましたが
、どうですか。 
 
１回でばっちりでしたか？ 
 
しっかりとれたってどうして分
かるの？ 
実はそのときのすすぎの水を残
してあります。確認してみまし
ょう 
（各班のすすぎの際の水を提示
する） 
これは干す前のくつ下からしぼ
った水です。こうやって振ると
泡が出てきます。 
これも。これは。こっちは… 
これは「ためすすぎ」のすすぎ
水ですよ。これでも残っている
ね。 
 
ここで、１組さんのある人のた
めすすぎの様子を観てみましょ
う。 
（中間脱水を行った「ためすすぎ
」のＶＴＲを視聴する） 
（再び視聴する） 
え、しぼったほうがいいの？ 
 
 
しぼったほうがいいと思う人？ 
 
 
どちらも変わらないという人？ 
では、実際にやってみます。 
（中間脱水なしとありの「ため
すすぎ」を実演し、すすぎの際
る間にすすいで、最後に汚れをとって
いる。 
高廣：１回 
宇尾：わたしも１回でやったよ。 
齊藤光：１回か２回でいいかも 
宇尾：２回か３回がいい。 
高廣：（うなずく）うん 
宇尾：高廣くんの場合は１回でしっか
りとれていた。 
宇尾：水に泡が残っていなかった。 
 
 
わーめっちゃ白い 
高廣：結構にごっているね。おれらの
はもっと少ないよ。 
宇尾：みんな一回以上すすいでいるは
ずなのにこんなに残っているんだね。
やばい。泡がたちすぎているよ。「ため
すすぎ」でも残るのか。 
 
 
 
 
 
 
 
１組のは３回すすいでいる。 
水をためてる間もすすいでいる？ 
もう１回観せて。 
中川：１組のは、しぼってからすすい
でいる。 
そうしないと洗剤が残ってしまうから
。 
（半分程が挙手） 
高廣：しぼった方がいいのかな。 
宇尾：しぼった方がいいんじゃない。
（半分程が挙手） 
 
高廣：無意識にしぼっていなかっただけ
なんだけど。 
 
 
 
 
ここで、ただ「ためすすぎ」をし
ただけでは洗剤が残ってしまう。
どうしたらよいのだろう 
という学習課題を出すべきだっ
たか。 
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の水を採取する） 
 
しぼった方が透明になると思
う人？では、振ってみますね。 
（中間脱水ありの「ためすすぎ」
の水の方が泡立ちが少ない。） 
２回目の洗濯では、すすぎをど 
うしよと思いますか。実習計画 
に記入しましょう。 
流しすすぎだった人はどうした 
いでしょうか？ 
次回の洗濯に向けてどうします
か？ 
 
 
 
 
 
 
 
３回でも汚れていたら、４回目
もあるということ。 
水を無駄にしないって言ったけ
れど、（にごった水を持って）こ
のくらい残っていたらすすぎを
終わってもいいの？ 
水を替える？ 
それでは、水を無駄にしないだ
けではなくて、もう１つ加えま
しょうか。おけに残った洗剤を
取り除き、きれいな水ですすぐ
といいんですね。 
それでは、２回目の洗濯は、１
回目の洗濯に今日学んだことを
生かして行いましょうね。 
梅川：（洗い終わった洗剤液を捨てる時
に）洗剤がおけに残っていますよ。 
（全員が挙手） 
高廣：でも水を使いすぎ。３回はもった
いないよ。 
宇尾：高廣くんと１組のやり方を混ぜて
、しぼって１回はどうかな。 
 
（梅川ワークシート）なるべく１回～２
回くらいで、水の量を少なめに制限し、
水を使わないようにした上で、１回ごと
にしぼりながらきれいにためすすぎを
する。おけについたままの洗剤を落とす
。※付箋で追加 
（寺田ワークシート）すすぎ約１５回
→２回、しぼって、ためすすぎを行う。
※朱書きで追加 
宇尾：１回すすいだら水をきってから
様子を見ながら３回までにはきれいに
したい。 
 
宇尾：うん。 
 
 
いやだ～ 
梅川：さっきみたいにおけに洗剤が残
っていてもだめだと思います。 
 
 
実際に実演を見ると、全員がしぼ
った方がよいと実感したようだ。
学習課題に洗剤を残さないすす
ぎ方という視点を追加した方が
よかった。 
 
宇尾児は、「水をなるべく減らし、
しっかりとすすぎたい」と考え、
高廣児の発言した「ためすすぎ」
のよさである水の色を確認する
ことができるということを生か
して、きちんとすすげているのか
どうかを確認しようとしている。
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第７時 くつ下（左）を洗濯する 
 １回目の洗濯実習から前時までの学習で 
振り返った洗濯の３要素（水・洗剤・力）に 
ついて工夫しながら２回目の洗濯実習に取り 
組んだ。すすぎの際には、水を取り替える前 
にしっかりとしぼる姿が見られたり、おけの 
中の水の色を確認したり、前時に洗剤成分を 
確認する際に用いたふたつきの小瓶で洗剤の 
残り具合を確認する姿が見られた。 
実習の終わりには、洗濯実習の様子を見ていたペアの児童同士で付箋に書いたコメン 
トを交換した。 
コメントには、１回目からの変化についての記述が多かった。例えば、流しすすぎか 
らためすすぎになったことやすすぎの際の水を減らすことができたことなどである。ペ 
アの洗濯を観察することで、洗濯の様子を客観的に見ることができ、自分の洗濯と比べ 
る視点をもつことができたと考える。 
 
４ 研究の成果と課題 
（１）成果（本実践の提案点と授業の実際による検証） 
① 無意識だった家庭での洗濯を意識する活動を繰り返し取り入れる 
    実際に洗濯実習で洗濯するくつ下の観察から入ったことで、見通しがもてた。また、 
洗たく日記を継続する際、左半分を毎回の洗濯物について記入する欄、右半分を「今回 
の質問」という毎回洗濯に関する異なる質問を記入する欄にしたことで、わが家の洗濯 
をいろいろな側面からみつめることができた。 
 
② 手入れの必要性を実感するための「見えにくい汚れ」の可視化 
  洗濯実習の際、実習計画に「汚れが見えないところも洗う」と書かれていたことから、 
洗濯物について「見えない汚れ」を予想することができていることが分かった。 
            
③ 洗濯の３要素（水・洗剤・力）の視点で洗濯の手順への理解を深める 
  子供たちにとって、洗濯の手順の理解だけではなく、洗濯実習を振り返るときの視点 
になり、２回目の洗濯実習への工夫を考える際にも、この洗濯の３要素で考えると分か 
すすぎの水に残る洗剤を確認する すすぎの際にしっかりと水をしぼる
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りやすかったようだ 
 
④ 「すすぎ」に焦点を当てた洗濯実習 
  １回目の洗濯実習では洗濯の手順や汚れを落とすことにねらいをしぼったことで、 
２回目の洗濯実習に向けて「すすぎ」に焦点を当てた洗濯実習を行うことができた 
と考える。また、「ためすすぎ」をすればよいと考えている子供たちに、１回目の洗 
濯実習の際に採取しておいた「すすぎ」の際に出た水を提示した際、残っている洗 
剤成分を泡立ちという形で可視化したとき、「こんなに洗剤成分が残っているなんて、 
もっときれいにすすがなければ」と、自分たちの「すすぎ」に本気になって目を向 
け始めた。 
 
（２） 課題（主な協議内容より） 
① 学習課題について 
子供たちは、学習課題「水をむだにしない洗濯について考えよう」について考えて
いたが、「使用する水は少なくしたい。でも、洗剤成分は残したくない」で揺れていた。
学習課題の言葉の吟味が必要である。清水児の「洗剤が残っていると黄ばみの原因に
なる」という発言から本時の学習課題にスムーズに入ることができたのではないか。 
 
② 資料等の提示と学習活動について 
学習のねらいに合わせたＶＴＲ、実物、実演の比較の仕方を吟味すべきである。資
料提示が多すぎたので、子供がじっくりと考えたり、考えの足跡を残したりする時間
が少なかったのではないか。 
 
③ 板書について 
洗った後の「しぼる」ということに注目させられるよう、板書に明確に表わすとよ 
い。 
 
５ 本実践における子供が認識を深める様相 
 
はじめの認識
家庭生活につい
ての知識や技能
深まった認識
家庭生活と家族の
大切さに気づく
ためすすぎで
やれば水が少
なくてきれい
にすすげる。 
水 の 量 を
減 ら し た
い で も き
れ い に す
無意識 
日常の家庭生活 
あいまい 
対象と関わり２ 
自分のすすぎ方が分かる
洗濯してきれい
になった 
対象との関わり１ 
洗濯の手順が分かる 
しっかりしぼって、す
すぎの後に水の色を
確認して、なるべく少
ない回数ですすいで
水を減らしたい 
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まとめにかえて 
 近年、子供の生活経験が乏しく、家庭科の教科の本質である、課題を持って「よりよい
生活づくり」を考えさせることが難しくなってきている。 
そこで、本授業実践では、生活経験の乏しい子供に生活を観察させ、生活を個人の中で
意識化させるところからスタートした。最初に、目によく見える汚れとして運動会後の靴
下の汚れの洗濯を観察させる。この汚れた靴下の手入れの仕方を観察することによって、
無意識だった生活を意識化して見ることを体験させる。次に、目に見えないシャツの汚れ
をニンヒドリン反応の実験を用い、汚れを可視化する。このことは、子供に「気持ちよく
着るためには、どのような洗濯が必要であるのか」という課題をより明確に認識させてい
くことになる。 
家庭では洗濯機で洗濯を行っているため、汚れの落とし方が目に見えない。そこで、子
供が水と力、水と洗剤での汚れ落としの実験を行うことによって、汚れの落ち方の原理に
ついて理解を深め考えさせることにした。その際、洗濯を３要素、水、洗剤、力に焦点化
することにした。また、プロセスや結果を可視化することで、子供は課題を明確に認識す
ることになる。 
次に、洗濯のすすぎに焦点をあてた。子供が比較しやすくするために、新品の靴下を右
半分、左半分に分けて洗う。子供に洗濯を１回実習させ、２回目はその１回目の経験を生
かし、認識を深めることとした。１回目の洗濯実習の VTR において、ためすすぎと流し
すすぎの子供の様子を観察させ、使用している水量、洗剤の残量を可視化して示した。そ
の結果、水量を減らし洗剤の残量を減らすには、ためすすぎをすることやしぼることの有
効性について、子供が認識を深めることができた。 
生活経験の乏しい子供に洗濯を意識する活動、洗濯に関する実験・実習、自分たちの・
実習の VTR 視聴による振り返り、などを取り入れ、プロセスや結果を可視化することを
通して、課題を明確に認識させることができ、結果として洗濯の原理、原則を深く理解す
るとともに、洗濯を通したエコライフにまで認識が深まっていった。 
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 健康教育グループ 
児童・生徒の生活習慣と生活行動の関連 
  代   表 ：    神川 康子 
  附属小学校 ：    松森 由香里 
  附属中学校 ：    大場 真紀子 
  附属特別支援学校 ： 池田 優香 
  学部    ：    藤本 孝子 、澤 聡美 
 
 
 
（1）学部での取り組み －生活習慣調査の中間報告（H24，25 年度報告書のつづき） 
 
 平成 26 年度も、平成 24 年度より健康教育グループ（以下、生活習慣研究会）で実
施している大規模アンケート調査を継続した。子どもたちの成長・発達を支える生活習
慣を食生活や運動・睡眠習慣から検討し、将来を担う子どもたちが元気で健やかに育つ
ための家庭や学校における教育プログラムを提案することが調査の目的である。現在ま
で 6897 票を回収して分析中である。 
 上述のアンケート調査の継続に加え、今年度は計 6 回の生活習慣研究会を開催し、
進捗状況や分析結果、各学校における健康教育の実態などについて意見交換を行った。 
 ここでは、富山県と石川県の小学校 5 校（合計 1570 名）を分析対象とし食生活と
学習意欲及び生活意欲の関連ついて分析した結果を報告する。分析の結果、食生活と学
習意欲及び生活意欲に大きな関連がみられ、有意差のあった食生活に関する項目は学年
が上がるにつれて増加する傾向が見られた。食生活のなかでも特に学習意欲及び生活意
欲との関連に有意差が見られた項目は「昼食が楽しいか」「しっかり噛んで食べるか」
「家族と食事について話すか」「家族との食事は楽しいか」「食事の準備や片づけを手伝
うか」の 5 つであった。図 1―5 に小学校高学年（5，6 年生）の学習意欲と食生活の
関連を示した。 
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 図 1 小学校高学年の学習意欲と昼食が楽しいか（男子ｐ＜0.001，女子ｐ＜0.05） 
 
 
図 2 小学校高学年の学習意欲としっかり噛んで食べるか 
（男子ｐ＜0.001，女子ｐ＜0.01） 
 
 
図 3 小学校高学年の学習意欲と家族と食事について話すか（男子ｐ＜0.05） 
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男子・学習意欲（高）（153）
食事について話すか
しない あまりしない 時々する よくする
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 図 4 小学校高学年の学習意欲と家族との食事は楽しいか 
（男子ｐ＜0.001，女子ｐ＜0.05） 
 
 
図 5 小学校高学年の学習意欲と食事の準備や片づけを手伝うか 
（男子ｐ＜0.01，女子ｐ＜0.05） 
 
 
以上より、しっかり噛んで食べること、食事を楽しむこと、家族と食行動を共にする
ことが子どもの学習意欲及び生活意欲にとって重要であることが示唆された。また、例
えば食事を楽しむということには、おいしさだけではなく一緒に食べる人がいること、
食事中の会話、食事の手伝いなどが影響すると考えられるなど、これらは相互に関連し
ていると考えられる。このことを踏まえて子どもの食生活と学習意欲及び生活意欲の関
連について詳細に検討するとともに効果的な指導を検討していきたい。 
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（２）小学校での取り組み 
 平成２５年度に、生活習慣について２０項目を子供自身がチェックする「附属っ子 チ
ャレンジ２０」を実施した結果、特に必要な取組が明らかになった。 
 そこで、平成２６年度は５項目に絞り、「附属 
っ子 チャレンジファイブ！」を使用して１か月
に一度、月～金の５日間、子供たち自身の振り返
りを促すとともに、保護者も一緒にお子さんの健
康な生活について考えた。カードには生活習慣を
チェックするとともに、最後には子供と保護者の
感想を書いて、親子で生活を振り返る場を設定し
た。 
 
                                        
① 朝の起床について 
  本校の子供たちの多くは、交通機関を利  
用して登校するため、朝７時前には家を出  
ることが多い。そのため、朝、起きる時刻 
が早くなるが、身支度、朝食等の時間を確  
保するためにも、自分で起きられるよう意 
識させたい。毎日、自分で起きられる子供 
は 54.9％、子供自身ができていると答え 
た保護者は 54.2％であった。特に低学年 
では、自分で起きた子供は 45.6％と低く、  
まだまだ保護者の協力が必要であること 
が分かる。これからも、子供の意欲を高め   
るとともに、子供自身ができるようになる 
めに、保護者の支援が必要である。 
 
② 姿勢について 
  子供自身は学習中の姿勢を、保護者には家での食事中の姿勢について確認した。 
  授業中の姿勢から猫背、ほおづえ、船こぎ等が目立った。そこで、保健指導を行って、
悪い姿勢によって背骨や内臓にどんな影響があるか学習した。食事の姿勢は、保護者の
書かれた感想から意識が高いことが分かった。 
姿勢は、すぐに楽な姿勢をとってしまう傾向がある。そうならないよう、定期的な指
導の必要性を感じた。 
 
③ 食事の好き嫌いについて 
  学校での給食、家庭での食事を好き嫌いせず、きれいに食べられるよう確認すること
を目的とした。同時に、食事の食べ方、マナー等を学ぶ機会として取り上げた。給食も
夕食も残さずたべることが 80.2％達成できている。 
就寝時刻 ４６．４ 
給食の好き嫌い ６７．１ 
給食後の歯みがき ４４．０ 
授業中の姿勢 ５７．７ 
授業中の眠気 ５３．６ 
児童 朝の目覚め ５４．９ 
授業中の姿勢 ７４．９ 
給食の好き嫌い ８０．２ 
給食後の歯みがき ６０．９ 
就寝時刻 ４３．１ 
保護者 朝の起床 ５４．２ 
食事の姿勢 ６７．０ 
食事の好き嫌い ７９．１ 
夕食後の歯みがき ８８．５ 
就寝時刻 ４２．８ 
(%) 
表２ 「附属っ子 チャレンジファイ
ブ！」で５日間達成できた子供の割合 
表１ 「附属っ子チャレンジ 20」
で特に取組が必要とされる項目 
(%) 
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8%
28%
32%
20%
9%3%
夜９時前
９時～９時３０分
９時３０分～１０時
１０時～１０時３０分
１０時３０分から１１時
１１時以降
④ 食後の歯みがきについて 
  本校では給食終了後、「歯みがきタイム」を位置付けている。給食後の歯みがきが習
慣となるよう、児童保健委員会の子供たちが校内放送で音楽をかけて、歯みがきを意識
できるよう取り組んできた。低学年では、約８７％の子供たちが歯をみがき、週間とな
っているが、高学年では約４６％と半分以下である。 
  家庭での夕食後の歯みがきは全校の約８９％が実施している。保護者の歯の健康に関
する意識が高いことが分かる。 
 
⑤ 就寝時刻 
  就寝時刻は家族で話しあって、自分の生活にあった就寝時刻を決めるよう、項目を設
定した。 
  多くの子供は９時～１０  
時３０分までに寝る生活を 
考えていることが分かった。 
特に、低学年は９時前に寝る 
よう心がけている。しかし、 
実際には５日間、毎日同じ時 
刻に寝ることが難しいこと 
が分かった。 
  本校の子供たちと、富山市、 
富山県の子供たちの就寝時 
刻を比較したところ、本校の 
子供たちが早く就寝している 
ことから、保護者の意識が高 
いことが分かる。今後もこの 
生活を続けていけるよう、家庭との連携を大切にしていきたい。 
 
 
基本的生活習慣は、学校、家庭との連携、そして継続した支援が必要である。これらの
日々の積み重ねが、習慣となって身に付き、生涯の健康につながる。「附属っ子 チャレ
ンジファイブ！」を通して、今後も継続した指導をしていきたい。 
23.8
23.1
22.2
59.9
66.2
66.7
16.3
10.6
11
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
附属小
富山市
富山県
９時前 ９～10時 10時以降
図２ 就寝時刻の比較 
図１ 自分の目標とした就寝時刻 
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（３）附属中学校での取り組み 
      １年生を対象に、生徒の「健康行動の自己決定」につながる指導の工夫を試みた。 
① 生徒の実態 
放課後の時間の使い方について 
中学生は小学生に比べ、家庭学習の時間が増える。部活動も始まり、放課後か
ら就寝時刻までに行わなければならない活動が増える。そのため、時間をうまく
使わなければ、睡眠時間が確保できない。本校は、県平均に比べ、テレビやゲー
ム・パソコンの使用時間は少ないが、通学に時間のかかる生徒が多く、学校の課
題以外にも塾の課題を抱える生徒も見られ、それらが就寝時刻に影響を与えてい
る。また、ＳＮＳの普及により、友達とのメールのやりとりが就寝時刻に影響を
与えている生徒も、一部に見られ始めている。 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
47.5
36.3
30.6
20.1 
15.7 
18.5 
46.9
54.4
63.8
57.9 
59.2 
60.7 
5.6
9.4
5.6
21.9 
25.1 
20.8 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
１年（本校）
２年（本校）
３年（本校）
１年（県）
２年（県）
３年（県）
１日のうち、テレビ・ゲーム・パソコンの時間は？
ア.１時間未満 イ.１～３時間 ウ.3時間より多い
35.6
18.8
15.6
40.4 
23.1
16
50.6
50
46.9
47.3 
52.4
50.8
13.8
31.3
37.5
12.3 
24.5
33.2
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１年（本校）
２年（本校）
３年（本校）
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２年（県）
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何時に寝ていますか？
ア.10時半前 イ.10時半～11時半 ウ.11時半以降
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          富山県健康づくりノート（ゲンキッズ作戦）平成２６年度の結果より 
② 生活習慣病予防講演会 
 講師 富山大学人間発達科学部 学部長 神川 康子先生 
 対象 １年生 １６０名 
 日時 平成２６年７月１日（火） １０：５０～１２：４０ 
 演題 子供の生活習慣と健康 
○  スマートフォンはアヘン → 中毒になる  
「３分間で返信が来ないと友達じゃない」と言う × 
○ 眠らないと脳は働かない 
睡眠時間が減る→前頭葉連合野が働かずイライラする、意欲がなく
なる 
○ 中学生に必要な睡眠時間は８時間以上 
夜１０時前には眠ろう！（自分で就寝時刻を決めよう） 
                             講演より抜粋 
③ 事後の取り組み 
ワークシート「自分の生活改善プラン！」を使い、健康行動を自己決定する。 
＜手順＞ 
○自分の健康課題に気付く 
○問題の原因を考える 
○問題の解決策を考える 
○実践可能な目標を選択する  
○実践する 
○実践を評価する 
○目標の修正 
46.3
25.6
29.4
54.6 
45.5 
41.2 
35
40.6
37.5
25.2 
26.9 
28.4 
18.8
33.8
33.1
20.2 
27.6 
30.4 
0% 20% 40% 60% 80% 100%
１年（本校）
２年（本校）
３年（本校）
１年（県）
２年（県）
３年（県）
携帯で通話やメールをしていますか？
ア.しない イ.時々 ウ.毎日
P計画 
D実行 
C評価 
A改善 
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④ 自己効力感が持てる実践カードの工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 選択肢を用意することで、自
分の健康課題を考え易くする。 
健康行動を抑制す
る要因を明らかに
し、問題解決策に生
かす。 
具体的で実践可
能な短期目標を立
てる。 
 評価基準を設
け、セルフモニタ
リング（自己監視）
させる。 
 記入枠は、毎日、
負担無く書き込みが
できる量にする。 
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⑤ 結果 
 ○実践の様子（１年女子Ａさん）  
 
 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
携帯電話の使用
が自分の就寝時刻
に影響を与えてい
ることに着目して
いる。 
 
時間を決め、具
体的で実践可能な
目標を立ててい
る。 
 
実践から、体調が良くなること（生理的な変化）
を実感し、自己効力感が高まり、健康行動を継続し
ようとする意欲につながっている。 
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  ○「体の生理的な変化」を実感した生徒の感想 
  ・意識して野菜を食べると、野菜を食べた日と食べなかった日では体調が違った。野
菜を食べることと快便は比例していた。今後も野菜を食べるように心掛けたい。 
   （女子） 
  ・１０時には布団に入るようにした。最初はすぐに眠れなかったが、眠れるようにな
り、すっきりした朝が迎えられるようになった。（男子） 
  ・早めに寝た日は、翌日の体調が良く、集中できた。遅く眠った日は、体がだるかっ
たり、体調が悪かったりした。早く寝ることの大切さを身をもって体験した。（女子） 
   
  ⑥ 考察 
    選択肢を用意することで、課題に気付き易くなり、自分の実態に合った課題を見
つけられることが分かった。また、生徒の思考の流れを意識し、行動抑制要因を明
らかにしてから解決策を考えることによって、具体的で実践可能な目標が生まれ、
生徒が取り組みやすくなることが分かった。また、実践により、体の生理的変化を
実感できたことは、次の健康行動の継続につながることが分かった。 
    人が行動を実践するか否かには２つの要因（結果期待と自己効力感）が関係して
いると言われている １）。また、問題を建設的に対処するためには、意志決定スキル
（問題状況においていくつかの選択肢から、最善と思われるものを選択する能力）
や目標設定スキル（現実的で健全な目標を設定し、計画・到達する能力）が必要で
あると言われている ２）。生徒が健康行動を自己決定するためには、自己効力感のも
てる課題の設定やライフスキルを意識した選択肢の設定が有効であると言える。 
   
 ＜参考文献＞ 
１） 戸部秀之,斉藤久美：行動科学を生かした保健の授業づくり,少年写真新聞社, 
２０１１ 
２） 川畑徹朗：健康教育とライフスキル学習,明治図書,1999 
３） 田場かおり：健康な生活行動への意識を高める学習の工夫～目標設定スキル表
「こんにちは 健康な私！」の実行を通して～,那覇市立教育研究所研究報告書, 
88 期 678 番,2007 
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（４）附属特別支援学校での取り組み 
  １ はじめに 
    富山県内の小中学校では、子ども自身が自分を見つめ、生活上の問題点を発見し目
当てを立てて健康づくりに取り組むため富山ゲンキッズ作戦「健康づくりノート」を
活用している。これは、生活習慣、食生活、運動と休養、からだとこころの５つの分
野から構成され、それぞれの項目について回答するものである。特別支援学校は対象
となっていないため、昨年度、共同プロジェクトチームで作成した健康チェックアン
ケートを実施したことをきっかけに、今年度より本校独自のアンケート（資料１）を
作成し保護者に回答してもらうこととした。今年度行った取り組みや、今年度行って
みて明らかになった改善点について紹介する。 
 
  ２ 取り組み 
    ・ほけんだより、給食だよりでの結果報告 
      ほけんだより（資料２，３）では、生活習慣、運動、からだの３つの項目につ
いて結果をまとめて報告した。給食だより（資料４）では食生活についての結果
をまとめて報告した。       
 
    ・担任と話し合い 
      改善が必要な児童生徒の担任に詳しい状況を確認し、改善策を話し合った。 
 
    ・保健室来室時に活用 
      元気がない、いつもと様子が違うなどの不調が見られ保健室に来室した際、就
寝時刻、起床時刻、朝食の有無、排便の有無などの問いに答えられない児童生徒
もいる。そのような場合、アンケートから普段どのような生活リズムで過ごして
いるか把握し、その後の対応を判断する材料とした。 
 
   
３ 改善点 
・アンケート実施時期 
今年度は 10 月にアンケートを実施したが、今後は年度始めに実施すること
とする。早期に実態を把握し、保健指導等に生かしていく。 
・アンケートの返却 
アンケートは学校側が回収するだけでなく、保護者が振り返ることができる
ようにアンケート用紙を返却する。（アンケート用紙は、健康診断結果等をつづ
っている個別の「すくすくファイル」にとじていき、経過を見ていけるようにす
る。） 
 
76
・コメントの記入 
アンケートを返却する際、生活習慣を改善できるようコメントを付けて返す。 
・内容の再検討 
本校は特別支援学校であるが、富山県内の小中学校と比較してどのような傾
向にあるかを知るため、健康づくりノートと内容を照らし合わせ比較しやすい
ものに改善する他、本校にとって必要な内容を精選する。 
・自由記述欄の追加 
生活習慣について困っていることなどを記入する欄を設け、さらに内容を充
実させる。 
  
４ まとめ 
    アンケートを実施する目的は、①一人一人の実態把握、②全体としてその年度の傾 
向を把握、③昨年との変化を把握、④県内公立小中学校との比較、⑤アンケート結果 
についてコメントを付けて返却することで学校側と家庭の連携を図るきっかけとし 
改善を行っていくことである。 
これまで培ってきた生活習慣を改善していくことは容易なことではないが、一人 
一人の実態を把握し経過を見ていくことや、働き掛けを行っていくことは重要であ
る。今後も児童生徒の成長の基本となる生活習慣や食生活などについて学校と家庭
が連携し、取り組んでいきたいと考える。 
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【資料１】 
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【資料２】「生活習慣に関するアンケート」結果①（１０月実施） 
◯睡眠 
小学部 
 
中学部 
  
高等部 
 
全体 
 
２０時台
29%
２１時台
65%
２２時台
6%
就寝時刻（平日）
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２３時台
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５時台
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６時台
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７時台
12%
起床時刻（平日）
６時台
47%
７時台
47%
８時台
6%
起床時刻（休日）
２１時台
55%２２時台
28%
２３時台
17%
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２１時台
33%
２２時台
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２３時台
28%
２４時台
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就寝時刻（休日）
５時台
16%
６時台
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７時台
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５時台
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６時台
28%７時台
44%
８時台
17%
起床時刻（休日）
２１時台
23%
２２時台
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２３時台
23%
就寝時刻（平日）
２１時台
23%
２２時台
32%
２３時台
36%
２４時台
4%
２５時台
5%
就寝時刻（休日）
５時台
12%
６時台
76%
７時台
12%
起床時刻（平日)
５時台
9%
６時台
32%
７時台
32%
８時台
23%
９時台
4%
起床時刻（休日）
はい
53%ややあて
はまる
31%
いいえ
16%
布団に入るとすぐに眠る
ことができる
はい
82%
ややあて
はまる
18%
夜、ぐっすり眠ることが
できる
はい
74%
ややあて
はまる
26%
朝、すっきり目がさめる
 
 
 
 
生活習慣に関するアンケートを提出いただきありがとうございました。今回は睡眠について結果をお知ら
せします。全体的に、休日は平日よりも就寝時刻、起床時刻ともに遅くなっています。特に中学部、高等部
では、休日の就寝時刻が２４時台、２５時台という人、起床時刻が９時台という人がいました。休日の遅寝
遅起きは体内時計のリズムを乱します。休日も平日と変わらず早寝早起きを心がけましょう。また、睡眠の
質について、「夜、ぐっすり眠ることができる」「朝、すっきり目がさめる」では、「いいえ」がゼロで、ほと
んどの人が「はい」と答えましたが、布団に入ってからすぐに眠れないという人は、数名いました。 
79
【資料３】「生活習慣に関するアンケート」結果②（１０月実施） 
◯生活リズム 
  
◯運動 
 
◯メディア 
 
はい
40%
ややあて
はまる
49%
いいえ
11%
毎日、排便がある
はい
58%
ややあて
はまる
39%
いいえ
3%
食後、歯みがきを
している
はい
56%
ややあて
はまる
44%
食事の前やトイレの後
に、手洗いをしている
はい
12%
ややあてはまる
60%
いいえ
28%
姿勢に気を付けている
はい
35%
ややあてはまる
40%
いいえ
25%
普段、よく歩く
はい
12%
ややあては
まる
34%
いいえ
54%
休日に運動をしている
はい
11%
ややあて
はまる
35%
いいえ
54%
外へ出て遊んでいる
はい
89%
いいえ
11%
体の調子は良い
（元気である）
はい
35%
いいえ
65%
スポーツクラブに入っ
ている
週1～２回
50%
月1～3回
50%
スポーツクラブに入っ
ている人の通っている
頻度
はい
81%
ややあて
はまる
5%
いいえ
14%
繰り返し頭痛や腹痛を起こ
したり、気持ち悪くなった
りしない
見ない
9%
1時間未満
21%
１～２時間未満
47%
２～３時間
未満
19%
３時間以上
4%
テレビを1日何時間
見ていますか
しない
44%
1時間未満
26%
１～２時間未満
14%
２～３時間未満
12%
３時間以上
4%
テレビゲームを1日
何時間していますか
使わない
63%
３０分未満
32%
３０分～１時
間未満
2%
１時間以上
3%
携帯電話を１日どれ
くらい使いますか
しない
30%
1時間未満
32%
１～２時間
未満
9%
２～３時間
未満
19%
３時間以上
10%
インターネットを1日
何時間していますか
これから少しずつ
暖かくなるので、外
での活動（ウォーキ
ングなど）を行える
といいですね。 
 
テレビや、ゲーム、インターネットを長時間利用している人は、休憩をこまめに取り、目を休めましょう。
また、1日に◯時間と時間を決めて利用しましょう。 
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主食+副菜+その他
主食+副菜+汁物+その他
主食+主菜+汁物+その他
主食+副菜
主食+主菜+その他
主食+その他
主食+主菜+副菜+その他
主食
主食+主菜
主食+汁物
主食+主菜+副菜
主食+主菜+副菜+汁物+その他
主食+主菜+副菜+汁物
主食+副菜+汁物
主食+主菜+汁物
小
中
高
【資料４】                        平成２６年 １２月 ４日 
保護者各位 
富山大学人間発達科学部附属特別支援学校 
 
 
 
 
 
 １２月２２日は、１年のうちで最も昼が短く、夜が長い「冬至」です。これから冬至に向けて、日に日に暗
くなるのが早くなり、寒さが増していきます。寒さに負けないよう、食事をしっかり食べて、元気に過ごしま
しょう！ 
 
  
１０月に実施した「生活習慣に関するアンケート」では、９８％の人が朝食を毎日食べていると回答がありま
した。朝食を食べる習慣が身に付いている、素晴らしい結果です。一方で朝食の内容については、課題が見
られました。下のグラフは、朝食の内容を学部別に集計したものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中学部の総合的な学習の時間（栄養調べ班）では、「主食+主菜+副菜+汁物」がそ
ろった食事を「花丸ごはん」としています。花丸ごはん（「主食+主菜+副菜+汁物+その
他」含む）の割合は、１８％（食べていない、無回答除く）でした。 
朝食は、脳・体・心を目覚めさせる大切な食事です。これまで以上に勉強や運動を
頑張り、健康に生きるために、まずは足りなかった一品を増やしましょう！ 
中・高等部の皆さんは、調理実習の経験を生かし、積極的に朝食準備に関わりま
しょう。 
（人数） 
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   英語科教育グループ 
  代   表 ： 岡崎 浩幸 
  附属小学校 ： 横山 恵 
附属中学校 ： 浦田 栄信、吉崎 理香、太田昌宏 
   学 部  ： 荻原 洋、岡崎 浩幸 
 
今年度は以下のテーマについての研究報告をする。 
I 附属中学校におけるCAN-DOリストの形での学習到達目標の設定・活用とその検証（吉崎 理香、太田昌宏） 
II 小学校授業研究の指導案と成果と課題（横山 恵） 
 
I 附属中学校におけるCAN-DOリストの形での学習到達目標の設定・活用とその検証 
１．本研究の目的 
本校英語科では、平成26年度に学習到達目標（以下CAN－DOリスト）を設定し、授業改善、生徒の表現力向上
のための研究を進めることとした。本校の生徒はもともと英語に対する興味・関心も高く、授業にも積極的な生
徒が多い。英語科としては、英語での表現力、特にスピーキング力の育成を重視した授業展開をしてきた。 
 しかし、本校を卒業し高校に在籍している生徒や、高校を卒業した生徒たちから英語学習について話を聞くた
びに、生徒にどのような力をつけて高校に送り出せばよいのか、高校英語へのスムーズな橋渡しをするにはどう
授業展開していけばよいのか、卒業時に英語を用いて何ができるようになっていればいいのかを英語科の教員が
共通理解し、3 年間の指導計画を見直す必要を強く感じるようになった。もともと 3 年間の年間指導計画をもと
にした授業を展開してきたが、今回の CAN－DO リストの作成を機に、より高校への橋渡しを意識したものにして
いきたいと考えたのである。 
 CAN－DO リストの作成に関しては、英語科の教員 3 名が、まず中学卒業時の目指す姿とそれぞれの学年終了時
での目指す姿を共通理解した。そこから、4技能それぞれについて、何ができるようになればよしとするのかを話
し合った。平成26年度の前期にリストの作成を行い、後期（10月末～3月末）に作成したCAN－DOリストを活用
して授業を行った。26年度後期は、作成したCAN－DOリストが生徒の実態に合っているのか、来年度どのように
改善していけばいいのかを授業を行いながら探っていった。 
 
２. ３年間を見通したCAN-DOリスト 
 表１は各学年の技能別CAN-DOリストである。このリストは中・長期的なCAN-DO リストであり、後述の「学習
到達度チュックシート」に掲載されているリストは中・長期的な CAN-DO リスト形式の学習到達目標に基づきつ
つ、教科書で扱われる教材に準拠して作成した生徒用CAN-DOリストである。 
 
表１．各学年のCAN-DOリスト 
 話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 
3 年
後期 
○自分の意見・思いにつ
いて、文章構成を考え
ながら理由付けや説
明ができる。 
（準備して行う発話） 
○身近なテーマについ
て、立場を表明し、理
由を述べる、一貫性の
高い文章を書くこと
ができる。（意見文）
○まとまりのある英
語を聞いて、概要を
理解し、自分にとっ
て必要な情報を聞
き取ることができ
○書かれた内容（説明
文や意見文など）に
ついて、理由をつけ
て自分の考えや意
見を伝えることが
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○相手の意見を聞いて
理解し、それを受け
て、適切な理由を付け
て意見を伝え合うこ
とができる。  
（即興的に話す力） 
○聞いた内容について、
（メモを取ったりし
て内容を正確に理解
した上で）、理由を添
えて、自分の感想や意
見・賛否を書くことが
できる。（コメント）
る。 
 
できるように読む
ことができる。 
3 年
前期 
○聞き手を意識しなが
ら、日本や身近な場所
などについて、自分の
経験や意見を加えて
話すことができる。 
 （準備して行う発話） 
○身近な場面で、相手を
誘ったり、勧めたり、
応じたり、断ったりす
るときの表現を正し
く用いて話し、意向を
伝えることができる。 
 （即興的に話す力） 
○読み手を意識し、文章
構成を考えながら身
近な事物について、自
分の経験や感想を加
えて書くことができ
る。（紹介文、説明文）
○身近なテーマについ
て、他の意見を理解
し、それに対する自分
の考えや意見を、理由
を添えて書くことが
できる。（紙上ディベ
ート） 
○指示、質問、依頼、
提案などを聞き、場
面や状況に応じて
言葉や行動で適切
に応じることがで
きる。 
○まとまりのある英
文（物語文など）に
ついて、場面や登場
人物の心情を理解
して、正確かつ適切
な音量や表現方法
で音読することが
できる。 
○図や表、グラフなど
を含む英文を読ん
で、概要を理解する
とともに、必要な情
報を読み取ること
ができる。 
○書かれた内容（説明
文や意見文など）に
ついて、理由をつけ
て賛否を伝えるこ
とができるように
読むことができる。
2 年
後期 
○身近なテーマについ
て、教科書のモデル文
や既習の表現を活用
して、自分の意見に理
由を付けて 4 文程度
の英文で話すことが
できる。 
（準備をして行う発話） 
 
○与えられたテーマに
ついて、意見の根拠と
なる 1 文程度の英文
を付けて、自分の意見
を述べることができ
○身近なテーマについ
て、賛成・反対や自分
の意見を述べる表現
を用い、理由とともに
簡潔に書くことがで
きる。（意見文） 
 
○身近なテーマについ
て、読み手の立場を考
えて情報を整理し、客
観的な説明を加えた
簡潔な文章を書くこ
とができる。（ポスタ
ー文） 
○まとまりのある英
語を聞き、具体的な
内容や大切な情報
を理解することが
できる。 
 
○指示、質問、依頼を
聞き、簡単な言葉
（OK, Sure などの
短い返答）や動作で
応じることができ
る。 
○まとまりのある英
文（短い意見文や物
語文など）を読ん
で、内容にふさわし
く音読することが
できる。 
 
○まとまりのある英
文（物語文や手紙、
意見文など）を読ん
で、その概要や書き
手の意向を読み取
り、要点を把握する
ことができる。 
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るとともに、相手の意
見を受けて相づちや
短いコメントを伝え
ることができる。 
（即興的に話す力） 
○書かれた内容（説明
文や意見文、メール
など）について、自
分の考えを持つこ
とができるように
読むことができる。
2 年
前期 
○身近な人・ものについ
て、写真や絵、地図な
どの視覚的補助を利
用しながら、初歩的な
英語（中１教科書レベ
ル）を用いて説明した
り、描写したりするこ
とができる。 
（準備して行う発話） 
 
○過去の出来事や未来
の予定について、ウェ
ビングを補助としな
がら、時制の表現を正
しく用いて、聞き手に
正しく伝えたり、聞き
手からの質問に適切
に応じたりすること
ができる。 
（即興的に話す力） 
○自分の体験したこと
について、1，2文程度
の英文で、自分の考え
や気持ちを書くこと
が で き る 。
（コメント、日記） 
 
○自分が体験したこと
や、未来の予定につい
て時制の表現を適切
に用いて、8文程度の
まとまりのある英文
を書くことができる。
（体験談、旅行記など）
○メールなどで、日常生
活での出来事などに
ついて、読み手を意識
しながら、既習の表現
やメール・手紙に特有
の表現を用いて、自分
の感想や、関連する情
報を書くことができ
る。（メール）    
○まとまりのある英
語を聞いて、メモを
とりながら、自分に
とって必要な情報
を聞き取ることが
できる。 
○メモやメール、手紙
などの身近な英文
を読んで、書き手の
意向を読み取るこ
とができる。 
 
○簡単な物語文や説
明文について、場面
ごとに日本語で要
約しながら、話の展
開を読み取ること
ができる。 
1 年
後期 
○伝えようとすること
を簡潔にまとめ、内容
につながりのある文
章で自分や身近な人・
ものを紹介すること
ができる。 
（準備して行う発話） 
○与えられたテーマに
ついて、ペアで協力し
ながら１分間以上対
話を続けることがで
○絵や実物を補助とし
ながら、身近な人・も
のについて描写した
り、文と文のつながり
を意識したりして書
くことができる。（紹
介文） 
○自分の経験したこと
について、時間の流れ
に沿って書くことが
できる。（日記） 
○身近な場面（駅、空
港、ＣＭなど）で話
される英語を聞い
て、要点を理解でき
る。 
○身近な話題につい
ての短い対話文な
どを、内容にふさわ
しく音読すること
ができる。 
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きる。（即興的に話す
力） 
1 年
前期 
○内容面のつながりを
意識して、自己紹介が
できる。 
 （準備して行う発話） 
○自分のことや身の回
りのものについて、簡
単な対話ができる。 
（即興的に話す力） 
○自己紹介で必要とな
る基本的な英文や、日
常生活の身近な単語
を正しく書くことが
できる。 
○アルファベットの大
文字と小文字、符号や
語と語の区切りなど
の書き方のルールを
理解し、正しく使うこ
とができる。 
○指示を聞いて、適切
に行動することが
できる。 
○強勢、イントネーシ
ョン、区切りなどに
留意して、簡単な英
文を正しく音読す
ることができる。 
○身近な英単語を正
しい発音で読むこ
とができる。 
 
３．CAN-DOリストに基づいた自己評価結果 
 今年度は１，２年生のみ、１０月と３月にCAN-DOリストに基づいて生徒に自己評価をさせた。１学年では前半
１０個、後半１７個、２学年では前半後半同じ内容のCAN-DOリスト１７個についてチェックさせた。生徒は「学
習到達度チュックシート」を用いて、表２の基準（４、３，２，１）に従って自己評価を行った。 
 
表２．自己評価基準 
4：ほぼできる 
３：何回かつまずくがなんとかできる （友達、先生の助けがあればできる） 
２：ほとんどできない 
１：まったくできない 
 
３．１ １学年の結果と考察 （太田昌宏） 
表３－１，３－２は前半（１０月）と後半（３月）におけるCAN-DOリスト（項目）と自己評価の百分率を表し
ている。CAN-DOリスト別に自己評価の百分率をグラフにしたものが図１－１，１－２である。 
結果から考察されることを以下に示す。 
・前期項目３と後期項目１０を比較すると、自己評価基準の「４」を選択した生徒が45%から60%に増加している
ことから、１分間対話をつなぐという内容に対する自己評価がかなり向上したと判断できる。普段から、ペア
やグループでプラス１文の情報で話す練習をしたり、相手に質問をしたりする練習を継続的に行ってきた成果
だと思われる。 
・前期項目９と後期項目１１においては、生徒が後期に読む英文は、前期に比べて明らかに難易度が高いため、
一概に生徒の自己到達度が上がったとは言えない。また、前期では、１３０語としていた語数を後期で１５０
語とし、２０語の差があったため、来期は語数をどのようにするか検討する必要がある。 
・前期項目１０と後期項目１２においても、生徒が後期に聞く英語は、前期に比べて明らかに難易度が高かった
からか、後期に比べて前期の自己到達度は若干下がった。特に後半の定期考査は難しくなる傾向があるので、
この項目を継続するか検討する必要がある。 
・アンケート内容が、その時期近くに行ったので生徒がより自分の実感を根拠として答えられるものもあれば、
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時期が違っていて、何となく回答した内容もあったと思われる。 
 
表３－１. １学年前半（10月）自己評価のCAN-DOリスト（項目）と百分率 
 
 
表３－２． １学年後半（３月）自己評価のCAN-DOリスト（項目）と百分率 
 
 
NO. CAN-DOリスト 4 (%) 3 (%) 2 (%) 1 (%)
1 人前で７文以上の英文で自己紹介することができる。（話のつながりは意識しなくてもよい） 39 54 5 3
2 相手に好きなことや習慣的にしていることについて、質問することができる。 61 31 6 2
3 自分の好きなことをきっかけに相手と対話を１分間つなぐことができる。 45 47 5 3
4 CMを聞いて、その概要や重要な情報について聞き取ることができる。 39 49 11 1
5 相手の質問に対して、１文を付け足して応答することができる。 60 31 8 2
6 ７文以上の英文で話のつながりを意識した自己紹介レポートを書くことができる。 70 23 6 1
7 簡単な自己紹介のスピーチを聞いて、要点を聞き取ることができる。 42 44 13 1
8 自分の先生を紹介するレポートを作成することができる。 45 41 11 3
9 130語程度の対話文（前期期末考査の長文・中教研学力調査の長文）を読んで、その概要を理解することができる。 29 52 15 4
10 130WPM程度の速さの英語を聞いて、その概要について聞き取ることができる（教科書本文のＣＤ）。 55 34 9 2
NO. CAN-DOリスト 4 (%) 3 (%) 2 (%) 1 (%)
1 ７文以上の英文で自分の学校を紹介するレポートを作成することができる。 58 29 10 3
2 空港・機内・駅での対話（航空券・機内サービス・駅でのトラブル）やラジオ番組を聞いて、要点を理解することができる。 42 45 12 1
3 相手の質問に対して、２文以上付け足して、つながりのある内容で答えることができる。 67 30 3 0
4 絵や写真を見て、登場人物がしていることなどを説明することができる。 81 16 2 1
5 ７文以上の英文で１日の生活についてレポートを書くことができる。 67 25 5 3
6
自分が経験したことについて、プラス１文の情報を付け足して相手に伝えること
ができる。 77 20 2 1
7 相手の話を聞いて、疑問詞を使って質問することができる。 72 25 2 1
8
自分のおすすめの観光地について、相手が行きたくなるように４文以上の英文
で説明することができる。 65 23 9 2
9
絵や写真を見て、物語や対話の内容を自分の言葉でリテリングすることができ
る。( Unit 1～3、10) 56 37 7 0
10
「相づち」や「質問」、「プラス１文」等のスキルを用いて、ペアで１分間対話をつな
ぐことができる。 60 34 4 1
11
150語以上の英文（後期中間・中教研学力調査・期末考査の長文）を読んで、そ
の概要を理解することができる。 55 34 9 2
12
130WPM程度の速さの英語を聞いて、その概要について聞き取ることができる
（学年末考査、教科書本文のＣＤ）。 47 39 13 1
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 図１－１．前半 CAN-DOリスト別の百分率 
 
 
図１－２．後半 CAN-DOリスト別の百分率 
 
３．２ ２学年の結果と考察  （吉崎理香） 
表４は前半（１０月）と後半（３月）におけるCAN-DOリスト（項目）と自己評価の百分率を表している。CAN-
DOリスト別に自己評価の百分率をグラフにしたものが図２である。 
作成したCAN－DOリストを改善するために、後期の始まり（10月末）と終わり（3月末）の2回、「学習到達度
セルフチェックシート」という形で生徒に自己評価を行わせた。生徒にとって 1 回目の自己評価では、チェック
シートの中の項目１～１１は、すでに前期に学習した部分、項目１２～１７は後期に学習する予定の部分となっ
た。3月末に行った2回目の自己評価では、前期・後期通じて自分の力を振り返り、自己評価する機会となった。 
以下に結果から考察されることを示したい。 
・2回の自己評価アンケートを較べてみると、前期に学習した部分は、2回目のアンケートで全項目を通して生徒
達の自己評価が上がっていることから、生徒にとっていったん集中的に学習したあとも、帯学習などで授業の
中で継続的に少しずつ学習を重ねていくことで自己到達度が上がったことがわかる。 
・項目３、４，８、１１、１３、１５、１６、１７は即興的な発話をもとめている項目だが、他の項目に較べて、
生徒の自己評価がやや低いことがわかる。1年次からのスピーキングの指導法について見直すとともに、即興 
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表４．２学年自己評価のCAN-DOリスト（項目）と月別百分率 
 
 
的な発話の力をつけるための指導法について、もっと丁寧に研究していかなければならない。 
・項目１１の結果をみると、英語で説明したり描写したりするのは中学生にとって難易度の高いことだというこ
とが再確認できる。授業の中で英検の練習問題を使用して帯学習の形で何度も練習したが、実生活レベルの動
詞や形容詞などの語彙の少なさや前置詞の用法などに課題があると思われる。同時に、生徒が熱心に取り組む
様子を見ていると、難易度は高いが、できるようになれば実生活で役立つであろうと実感していることがわか
り、今後とも継続的に指導していかなければならない項目でもある。 
・項目８と１７はいずれも英語で即興的に意見を述べる力に触れているが、自分の意見に理由をつけて一方的に
話すだけならできるが、相手の意見も聞いてそれに応じるという双方向の発話になるとまだまだ自信がないと
考えている生徒が多いことがわかる。3年次においては、1年間をかけて重点的にこの能力の育成を図っていき
たい。 
 CAN-DOリスト 4 (%) 3 (%) 2 (%) 1 (%)
10月 39 54 5 3
3月 57 37 4 2
10月 61 31 6 2
3月 73 22 5 1
10月 45 47 5 3
3月 56 32 11 1
10月 39 49 11 1
3月 53 36 9 1
10月 60 31 8 2
10月 70 25 4 2
3月 70 23 6 1
10月 77 19 3 1
3月 42 44 13 1
10月 45 42 12 1
3月 45 41 11 3
10月 59 32 7 3
3月 29 52 15 4
10月 49 39 8 5
10月 55 34 9 2
3月 62 30 7 1
10月 13 58 24 6
3月 26 54 17 4
10月 13 40 38 8
3月 45 42 11 3
10月 19 53 21 6
3月 46 44 7 3
10月 11 49 29 10
3月 46 46 5 3
10月 33 42 20 5
3月 39 42 15 4
10月 20 49 20 11
3月 25 52 19 5
10月 31 44 19 6
3月 38 44 16 1
A Magic Box の登場人物に即した表現をつけて、正しい発音を意識しながら、自分が担当
する人物の台詞を言うことができる。　　（読む能力/音読）7
1 Show and Tellで、６～８文程度で、自分のお気に入りのものを紹介することができる。（準備して行う発話/説明）
13 ３文トークにおいて、グループのメンバーに英文３文で選んだテーマについての説明や自分の意見を述べることができる。（即興的な発話/説明・意見文）
8
身近なテーマ（例：英語を学ぶことは重要か、テレビは私達にとっていいものか、大都市は
私達にとって住みやすいか、など）について、賛成・反対をあらわす1文に、その理由とな
る1文程度の英文をつけて相手に話すことができる。　　（即興的な発話/意見文）
9 初めて読む文章で、内容の要点を５Ｗ１Ｈの観点から相手に伝えることができ、読んだ後に自分の意見や感想を伝えることができる（日本語可）。　（読む能力/説明文）
教科書のモデル文を参考にすれば、自分の夏休みの思い出について紹介する原稿を8文
以上の英文で書くことができる。               （書く能力）
相手からの質問や依頼、指示を聞きとり、簡単な言葉（OK, Sure. などの短い返答）や動
作で応じることができる。　　　        　（聞く能力）
14 ２つのものを比較して、理由や説明を加える英文とともに自分の意見を4文程度の英文で述べることができる。　　（準備して行う発話/意見文）
12
Picture Describingにおいて、しめされた絵（英検準２級程度）に描かれている状況を描写
することができる。　　　　　　（即興的な発話/描写）
2
3
5
6
富山紹介 ポス ター にの せる 3文 の英 文を、読 み手 を意 識し て書 くこ とが でき る。
（書く能力/説明）
10 教科書やリスニングプリントレベルのニュースや校内放送を聞いて、おおまかな内容と大切な情報を聞き取ることができる。　　（聞く能力）
11
1日の中のある話題に絞って、自分の感想を含む４文以上の日記を書くことができる。
（書く能力）
Show and Tellで、６～８文程度で「心に残った旅行」について紹介することができる。
（ウェビングを用いた即興的な発話/紹介文）
4 Explanation Gameにおいて、カードに描かれているものを3文（または1文）程度の英文でペアに説明し、答えを導くことができる。　 （即興的な発話/説明）
16
“My favorite thing”というテーマで、話している途中や話し終えた後にALTから受けた質
問 に よ っ て 、 紹 介 文 の 内 容 を １ ～ ２ 文 程 度 増 や す こ と が で き る 。
（即興的な発話/紹介文）
17 身近なテーマについて、ペアで意見を言い合い、相手の意見に対してコメントや簡単な意見を述べることができる（1.5～2往復程度で）。（即興的な発話/意見文）
15 “My favorite thing”というテーマで、ウェビングを用いて４～６文程度で自分のお気に入りのものをＡＬＴに紹介することができる。　（ウェビングを用いた即興的な発話/紹介文）
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・項目１４はあらかじめ原稿を準備して自分の意見を述べる力についてだが、指導者としてはパラグラフライテ
ィングの基盤となるものを授業の中で養いたかったが、十分にできなかったという反省がある。生徒達の自己
到達度アンケートに際立って低い結果が出ているわけではないが、意見文構成の基礎をなる部分を徹底して指
導できていないために、生徒達の書いたものは、意見文の構成として未熟なものも多かった。この反省を踏ま
え、3年次でのライティング指導では、より構成面の指導を充実させていきたい。 
 
 
図２ CAN-DOリスト別の百分率 
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II小学校授業研究の指導案と成果と課題 
１.  研究実践 ― Hi, friend! 1  Lesson 6  「What do you want？ ほしいものをたずねよう」― 
 
本単元では、ほしいものを尋ねる英語表現を楽しく習熟できるよう、次の点を工夫した。本単元での子供の
様相やふり返りカードを考察し、小学校版「Can-doリスト」の在り方を探ることにする。 
 
① 予想を楽しみながら、表現に慣れ親しむ習熟の時間 （①②③時） 
導入では、見えないある物に対してほしいかどうかを予想する「直感チャンツ」を実施した。予想を大切に
して発話を繰り返すこれらのチャンツは、楽しみながら英語表現に慣れ親しむ上で効果的だった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
新しい英語表現の習熟を繰り返すうちに、英語のやりとりを工夫するペアの姿が見られた。愛子は“I want 
○○.”の後に“please.”の表現を加え、ペアの相手にほしいという思いを強くアピールしていた。 
そうした愛子の表現の工夫をＡＬＴが中間評価の場で紹介したことにより、愛子はコミュニケーションへの
自信を高めることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
こうした姿から、十分な慣れ親しみや既習の経験により、子供たちは自分の英語表現をより工夫しようと歩
み出す様子が伺えた。 
 
②  好奇心が高まる素材提示を工夫  
実際の無人島の写真を提示した後、教師は「もしも無人島生活をするな
ら、   何が必要ですか。」と投げかけた。 
その際、「たった一人で」「季節は夏」「10日間の滞在」「水と食料はある」
という条件を伝え、無人島での生活を想起しやすくした。また、アイテムへ
の個々の“こだわり”や友達との価値観の“ずれ”が生まれやすいよう、１
２個のアイテムから“ベスト３”を選ぶことにした。 
このように、条件や選択肢を限定して提示する手立てにより、アイテムを 
選んだ理由を相手に尋ねたくなる必要感を高めることができた。 
 
《予想を楽しむ「直感チャンツ」の画像》 
Do you want this？ 
《ＡLT からのコメント》 
She said “Please.” It’s very good. 
（愛子さんは“Please.”をつけて、ほしい
物を伝えていました。いいですね。） 
Yes, I do. 
Do you want cake? 
《限定して提示した１２アイテム》 
《工夫した表現をみんなに紹介する愛子》        《自信の高まりが見られたふり返りカード》     
Yes, I do. 
I want cake, 
please！ 
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③  思いを話したり聞いたりしたくなる素材や場の工夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一つずつめくりながらアイテムを紹介できる“自作カー
ド”を活用し、相手の選んだアイテムを予想できるように
した。その結果、自分の予想が当たるまで“Do you want 
○○？”と何度も相手に聞き返しながら、やりとりを楽し
む姿が見られた。また、アイテムを選んだ理由をカードに
書き込んでおくことで、“Why？（なぜ？）”と尋ねながら
相手の“思いの背景”を聞き出す積極性も見られた。 
 
話し合いの場で、「友達について意外な発見はありましたか？」と教師が投げかけたところ、典子と直也
が次のように発言した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
初めは「自分が選んだアイテムを相手に伝えたい」という表層的な意欲からスタートしたコミュニケーシ
ョン活動。しかし、友達の選んだアイテムを知りたくなる自作カードの工夫や、意外な友達の思いを発見で
きる場の設定等の手立てにより、「なぜ、友達がそんなアイテムを選んだのかを知りたい」という内面的な
意欲へと変容が見られた。こうした様相は、相手を意識しながら伝え合う楽しさを実感した姿ととらえる。 
 
上記のような活動を通しての子供たちのふり返りカードを分析し、小学校版のCan- doリストの在り方を
考えた。 
 
③深まった気付き 
《他者理解・相互理解が深まる話し合いの様子》
典子: 英樹くんが②“浮き輪”を
選んでいたのが意外だった。 
①英樹くんは活発な人だから、 
③海の中でのんびり浮き輪に 
浮いているタイプに見えなか 
った。 
①はじめのとらえ
②新たな
発見！ 
《選んだ３つのアイテムに○をつける自作カード（表）》      《選んだ理由を書き込める自作カード（裏）》 
《１枚ずつめくってアイテムを紹介する子供》 
直也:  ②１０日後に家族に会えるか
ら、ぼくは「家族の写真」を選ば
なかった。でも、紀夫くんが“家
族の写真”を選んでいた。①紀夫
くんは一人でも遊びそうなイメー
ジだけど、③意外にも寂し がり屋
なのだと分かった。  
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【継続していきたいこと】 
○ よりよいコミュニケ－ションにつなげるために 
・「慣れ親しみ」が「コミュニケーション」への意欲につながる習熟の時間の確保 
・相手意識を大切にした「リアクションワード」の提示 
・「予想」を楽しめるチャンツやカードの工夫 
・“思いの背景”を共有できる話し合いの場 
【改善していきたいこと】 
 ○ 小学校版「Can-do リスト」作成に向けて 
・単元を通しての子供の様相をとらえ、よりよいコミュニケーションにつながる項目を配列す
る。 
・活動体制、表現方法等を明確にし、スモールステップで習熟できる項目をリストに加える。 
（例 1 活動体制・・・ペアの友達と→グループの友達と→クラスのみんなと→ＡＬＴと） 
（例２ 表現方法・・絵を見ながら→絵を見ずに動作をつけて→相手に英語でリアクションをして） 
（文責：岡崎） 
① ほしい物をたずねたり答えたりする言い
方を知ろう。 
② ほしい物をたずねたり答えたりする言い
方に慣れ親しもう。 
③ 必要な物を予想してたずねたり、 
必要な物を進んで伝えたりしよう。 
④ ほしい物をたずねたり答えたりして、互
いの思いを伝え合おう。 
① ほしい物をたずねたり答えたりする言い
方が分かる。 
② 絵を見ながら、友達にほしい物をたずね
たり答えたりできる。 
③ 予想しながら、友達にほしい物をたずね
ることができる。 
④ 友達にほしい物をたずね、気持ちよくリア
クションすることができる。 
２．研究の成果と課題 
よりよいコミュニケーションの方法をさらに工
夫しようと、次へと歩み出そうとしている。（④時）
友達の意外な面を発見し、英語によるコミュニケ
ーションの楽しさに気付いている。（③時） 
友達のよさに気付いている。
《毎時間の目当てをもとにして考えたCan-doリストの項目》 
《友達への気付きを深め、やりとりの楽しさ実感した振り返りカード↓》 
言葉の面白さに気付いている。 
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生活・総合グループ
（部員） 世 話 人 ： 松本謙一
附属幼稚園 ： 廣田仁美 加藤ちえみ
高島浩美 米﨑瑛美
林 智子 岩田郁代
附属小学校 ： 有島智美
大 学 ： 松本謙一
(研究協力) 人間発達科学部4年 岡田憲紀
勝原昌宗 （計11名）
【研究主題】
幼小の接続を考える
附属幼稚園「親子栽培活動」・２年生活科の取り組みから
【研究の方法】
・ 年間4-5回の部会研修を実施。
・ 今年は、附属幼稚園「親子栽培活動」の取り組みと附属小学校1年生活科の栽培活
動に焦点を当て、松本ゼミと協力しながら、実践研究に当たる(共同)。
また、実践研究を通して考えさせられたことを各自がまとめる（分担）。
【研究対象として取り上げた２つの活動】
富山大学人間発達科学部附属幼稚園「親子栽培活動」
富山大学人間発達科学部附属小学校２年生活科 2単元
【研究の経過】
実践の参与観察 4月～1月
アンケート調査 9月
第１回 研究部会 ６月１３日 実践の考察（生活科実践））
第２回 研究部会 ６月１７日 実践の考察（幼稚園実践）
第３回 研究部会 ７月 ９日 研究の方向の確認
第４回 研究部会 １２月１８日 アンケート集計の考察・まとめ
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親子栽培活動 
富山大学人間発達科学部附属幼稚園 廣田 仁美 
１.はじめに 
 附属幼稚園での親子栽培活動は、今年度４年目を迎えた。この活動が、園にとって、また保護
者にとって、どのような位置づけとなっているのか、その趣旨をはっきりさせて取り組むことで、
より有意義な活動になると考えた。 
 そこで、松本謙一先生から意義についてお話しをうかがい、それを基に、４月の保護者連絡会
や最初の学年連絡会で、親子栽培の趣旨や段取りを園から伝える機会をもった。同時に、子ども
たちにも栽培活動が楽しみになるように担任から子どもたちへと話をした。 
２.主なねらい 
 ・植物の生長の様子や収穫に、喜びや驚きを感じる。 
 ・親子で共通の目的をもって活動することで、温かなやりとりをし、かかわりを楽しむ。 
 ・責任をもって育てることで、命を大切にする気持ちをもつ。 
３.保護者との連携の実際 
【保護者連絡会にて】～主旨～ 
  親子で苗や種を買いに行き、自分が植えたいものを選ぶところから始めてほしい。富山県の
お店には、富山で育つものが置いてあるので、こんなものも富山で育てられるのか、というも
の見つけることができるかもしれない。また親子の会話の中で、お子さんが食べられるものを
選びたいのか、美しいものを選びたいのか、珍しいものを植えたいのかなど、親の思いとの違
いや共通点を感じることができる。 
  育てていく過程では、子どもたちの生活経験はまだ浅いので、いろいろなことに驚いたり、
喜んだりするだろう。また大人が気づかないことにも気づき、逆に驚かされることもあると思
う。その一つ一つを一緒に体験できる。 
上手くいかないことも出てくる。それをどうやって乗り越えるために、調べたり、友達に聞
いたりといった活動が生まれてくる。 
こういった一つ一つの発見や感動、問題を乗り越える経験が、実は小学校以降の生活科とい
う学習にもつながっていく。理科の学習にもつながり、さらには、学習の意欲や問題を解決す
る力にもつながっていく。 
【学年連絡会にて】 
各学年のねらい、植える場所や植え方、日程などを共通理解した。 
４.成果と課題 ～親と子の姿より～ 
 ○栽培初期に１週間ぐらい欠席をしていたＡ児（年少組）がいた。「このお花、元気ないね」 
という子どもの言葉で、父親が一緒にＡ児の花にも水をあげていた。花や友達への優しさが
育まれる場となっていた。 
  ○自分と同じ花や野菜なのに、友達のものは元気で、自分のものは枯れてきた、ということが
あった。元気な方の友達や親に声をかけ、栽培方法を 
相談し合う姿がいくつも見られた。親同士にとっても、 
コミュニケーションが生まれる場であり、また学び合 
える場になっていた。 
  ●４年目となり、保護者の中では『附属幼稚園では親子 
  栽培を毎年するもの』という意識があるように感じら 
  れる。今後も、保護者にとって‘負担’ではなく‘意 
義のあるもの’としてこの活動を続けていくことがで 
きるように、栽培活動の意味を伝え続けることが必要 
である。 
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「親子栽培活動」における保護者の変容と子どもへの効果 
～附属幼稚園の継続実践から～  
 
岡田憲紀 Ａ，   松本謙一 Ｂ 
富山大学４年 Ａ， 富山大学人間発達科学部 Ｂ 
Ⅰ 研究の目的 
附属幼稚園における親子栽培活動における保
護者の幼稚園との連携の意識の変容と子どもへ
の効果を明かにすることを研究の目的とする。 
Ⅱ 研究の内容と方法 
１ 研究の内容 
（１）三年間継続した子どもの育ちと、保護者
の子どもに対する接し方を分析・考察する。 
（２）保護者の教員や幼稚園に対する考え方に
どのような変化があるかを検証する。 
（３）保護者の変容における小学校の生活科で
の可能性を考察する。 
２ 研究の方法 
（１）活動を三年間継続してきた子どもや保護
者の会話や行動の観察し、記録の分析や考察を
する。 
（２）保護者にアンケート調査を行い、その傾
向と変化を分析・考察をする。 
（３）過去の研究物と比較し、今回の活動の効
果と問題点を検討する。 
Ⅲ 親子栽培活動の活動概要 
1 活動の概要 
〈活動日時〉2014 年 4 月下旬～7 月 16 日 
〈活動時間〉登園直前と降園直後のそれぞれ１
０分程度で、時間等は各家庭に任せる。 
〈活動方法〉 
土入れから収穫まで、全て親子で行う。植え
る植物には一部制限（年少では野菜以外等）を
設けるが、数、苗・種のどちらで植えるかなど
は全て各家庭（親子）で自由に決める。 
〈活動の工夫〉 
 子どもたちの発達段階に応じて植物の種類と
場所を設定し、継続的に活動を行う（図１）。そ
の際、毎朝必ず保育者が一名以上活動場所に出
て見守るようにし、保護者と共に子どもを育て
る機会を重視した（図 2）。 
 
≪図 1 発達段階に応じた活動≫
 
≪図 2 幼稚園との連携の意識≫ 
 
2 保護者アンケートについて 
 活動後、アンケートを保護者に対して行った。 
詳細については下記の図 3 に示す。 
≪図 3 実際の質問解答欄≫ 
 
 
 
 
 
 
Ⅵ 結果と考察 
三年間継続して活動を行う親子一組を観察対
象として、詳細な継続観察を行ったところ、保
護者の子どもへの接し方が、命令口調の声掛け
から、子どもに主体性を置く声かけに変化した。
子どもに焦点を当てると、3 年間を通じて活動
を主体的に行うようになった。さらに、その表
現の仕方にも変化をみることができた。 
また、保護者アンケートでは、活動を通じて
幼稚園と共に子どもを育てる意識が高まってい
た。特に活動を長く継続していた保護者ほど幼
稚園との連携の意識が高まっていた。 
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 第１学年 生活科 「あそびにいこうよ 
～ふゆのじんづうかわらであそぼう～」の実践から 
附属小学校 有島 智美 
 
⑴ 単元について 
本単元は、学習指導要領の内容⑸「季節の変化と生活」、⑹「自然や物を使った遊び」、⑻「生活や
出来事の交流」を主内容とし、⑴「学校と生活」、⑷「公共物と公共施設の利用」にも関連した単元で
ある。ここでは、子供たちが学校や近くの公園などの施設を利用したり、先生や友達、学校生活を支
えている人々とのかかわりを深めたりしながら、学校生活を豊かに広げ、楽しく安心して遊びや生活
ができるようにすることを目指している。また、身近にある自然を利用したり身近にあるものを使っ
たりして、遊びや遊び方を工夫して、遊びの面白さや自然の不思議さに気付くとともに、みんなで遊
びを楽しむことができるようにすることを目指している。 
活動の場の設定に当たっては、学校近くの公園や野原の環
境を十分に把握し、学習指導要領の内容⑸、⑹を押さえ、季
節ごとの自然の特性を考慮しながら設定し、さらに、小単元
ごとに副題を設定した。そうすることで、その単元ごとに、
季節や場所の違いに自然と気付くことができ、自分たちで楽
しくなるように工夫したり約束やルールを考えたりして、自分らしさを発揮できると考える。また、
経験を積み重ねることで、体全体で、五感を通して試行錯誤しながら遊んだり、友達の遊び方と比べ
たりしながら、自分なりに工夫する力を培うことができると考えた。さらには、学校や公共の施設を
利用することで、安全に遊ぶ意識や規範意識も養えると考えた。 
 最後の小単元は、年間を通して行ってきた遊びの単元の総まとめである。これまでの学習から、季
節を生かした遊び、場所を生かした遊びをすることが、子供たちの中には浸透している。また、「楽し
く」「誘い合って」「使って」遊んだ経験も活かすであろう。このことから、広い空間や斜面のある神
通河原ならではのよさや特徴を生かした遊びを展開することが期待される。また、天候や季節の特徴
を生かし、雪で真っ白になった川原での雪遊びが期待できる。川原や天候などの自然環境は、自分の
力では変える事ができないが、環境に合わせて自分たちの遊び方を変えたり工夫したりするところに、
本単元の本質があると考える。遊びを通して、子供たちは、自然や友達について何らかの発見をしな
がら、かかわり方を考え、工夫していくであろう。そうした関わりの中で、友達と一緒に活動できる
ことのよさや楽しさ、自然や季節の違いやよさ、素晴らしさも味わわせたい。 
 
⑵ 授業の実際 
１ 自分の気付きを表出し、気付きを自覚化させるために 
 ① 活動の充実を図る 
ア 時間の保障 
春は３回、夏は４回、秋は２回、それぞれの場所での活動を行っている。また、秋は、拾って
きたものを使って遊びや遊ぶものをつくる活動をしてきている。このように、春、夏、秋と活動
を重ねてきた子どもたちは、自己評価の一覧表に、まだ余白があることから「きっと冬も遊ぶは
ずだ」「冬はどこへ行って遊ぶのだろう」と期待を抱いていた。 
季節 場所 副題 
春 低学年遊び場 楽しく 
夏 安養坊公園 誘い合って 
秋 呉羽山 使って・作って 
冬 神通川原 思いっきり 
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これまでの活動では、移動時間や着替えの時間、振り返りの時間の確保や時間割の関係などで、
十分な活動時間をとることができない日もあった。十分に活動ができない日の自己評価の根拠や
活動の振り返りは、気付きや感想が少なく「もっと遊びたかった」と言う意見が多かった。  
そこで、冬の単元の導入では、神通川原での活動を４回行い、川原での活動の時間を２５～３
０分間は確保することを子供たちに示した。これまでよりも長い活動時間を提示したことで、子
供たちは「たくさん遊べる！うれしい!!」と神通川原での遊びへの期待を膨らませた。 
 イ 場の魅力を最大限に生かすための活動の約束と保護者との連携 
  春、夏は、遊具を使って遊ぶ活動を中心に学習を行ってきた。秋は、遊具がない呉羽山なので、
そこで遊ぶよりは木の実などを拾い、それを学校に持ち帰り遊びを考える学習を構想していた。
しかし、実際に呉羽山へ出かけると、落ち葉の中を走り回ったり倒木を運んだりと、その場所を、
そこにある自然を生かして遊ぶ子供たちの姿が見られた。そのことからも、神通川原には、遊具
はないが、大きな斜面と広い原っぱがあり、体を動かして思いっきり遊ぶには、うってつけの場
所であると考えた。 
１回目の活動ではあえて道具を提示せず、何も持た
ずに活動に出かけた。まず、土手の上に並んで斜面を
見下ろした。「うわぁ。すごーい。本当にここで遊んで
もいいの。」「いろんなことができそう」「いっぱい遊べ
るね」と、活動の意欲をさらに膨らませた。そして、
子供たちは、斜面を駆け下りたり転がり下りたりして、
全身で神通川原でしかできない遊びを楽しんだ。また、
最初は風が冷たく感じていたが、思いっきり遊ぶと体
が温かくなることも体感しながら遊んだ。また、冬越
しのテントウムシを見つけ、神通川原の自然の魅力も
見つけることができた。 
１回目の活動の振り返りでは、「次は、段ボールを持って行って、そりみたいにして滑ると服が
汚れなくていいな」「次は、虫かごを持って行って、もっと生き物を見つけるぞ」「大きな原っぱ
でやった雪合戦が楽しかった。次は、もっと雪が降っているといいな」と次回の活動への思いを
膨らませ、具体的に見通しをもつことができた。 
このように、あえて道具を提示せず、場所の魅力とかかわることで、場所の特徴を感じ取った
り、風の冷たさや強さなど季節感を十分に味わったりすることができ、もっと遊びを楽しむため
に○○があったらいいなと準備物や工夫について考える有効な手立てとなった。 
また、雪が解けてぬかるんでいることも考えられたため、保護者には、スキーウェア、スキー
用手袋、ゴム長靴の準備と下着の着替えをお願いし、活動で衣服が汚れることへの理解と協力を
得た。活動の意欲を削がないための配慮が、子供たちの活動への安心感となり、体ごと転がる、
お尻で滑るなど「思いっきり」遊ぶための支援となった。 
② 活動の後に表現活動を位置づけ、体験活動と表現活動を繰り返す 
ア 「今日の活動はどうだったか」満足度で表す自己評価 
本単元まで自分の活動を振り返ることや自己評価することが学習のパターンになっていたた
め、子供たちは、活動後に話し合うよさを感じ取ってきた。「今日は、大満足だったよ。だって
ね、テントウムシを見つけたからだよ。うれし
かったんだよ。」のように、活動を４段階で評
価し、その根拠をもって活動を振り返ることが
でき、どんな活動をして、どんなことに気付き、
どんな思いの自分なのかを自己認識するため
の一つの手立てとなった。 
また、一覧にして表に掲示しておくことで、
違いや変容が視覚的に明確になり、「あれ、一緒
に活動してた悠さんは、大満足じゃない。どう
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してかな。何かあったのかな」と友達の活動が気になったり自分と比べたり、「今日は初めての青
シールだ。だって、思った通りの遊びができなかったんだ。」と自分の中でも前回と比べたりする
ことができた。 
 イ 気付きを表出するためのワークシート 
活動後のワークシートでは、自己評価の後、 書き出しを「だってね」と書くことで、自己評
価の根拠を記録し、どんなことをしてどんなことを感じた自分なのか、自覚することができた。
活動を振り返る話し合いの中で、自己評価の理由をもとに思いを紹介し合った。雪でケーキ屋さ
んごっこをして大満足だった真理の発表を聞いて、「真理さんは、私と同じ大満足だけれど、ケー
キ屋さんごっこをして大満足だったんだ。私も今度、やってみようかな」と、互いの活動の工夫
や思いを共有し、次の活動の意欲づけにつながった。 
また、話し合い後のワークシートでは、次回の活動の見通しをもてるように、「やろうと思って
いること」「そのためにどうするか」と投げかけることで、「準備」「天候」「誰と」「自然」の視点
ともって具体的に活動を考えることができるようにした。特に、「晴れ」のわくわくメーターと「雪」
のわくわくメーターを分けて記入したことは、天候をより意識し、天候によって遊びを工夫し、
遊びを楽しむために何が必要か考える手立てとなった。 
  
２ 「違い」を核にした伝え合う場の工夫 
① 「違い」に着目させるための単元設定 
   生活科における「矛盾」とは、「違い」のようなものであると考える。低学年の子供たちにと
って、「比較」することが矛盾を顕在化し、思考の活性化につながると考えた。そのために、単
元の設定において、年間を通した大単元を設定し、小単元においても、活動回数も多く設けた。
それによって、「季節」「場所」に着目して自然や環境の違いに気付くことができた。また、前回
の活動と今回の活動を比べることで天候の違いやそれによる遊び方の違い、自分たちの創意・工
夫やよさなどに気付くことができた。 
 ② 「違い」に着目させるための活動の比較（話し合いの場） 
 ア 気付きを明確にするための活動の比較 
 １回目の活動では、原っぱに雪がたくさん積もっていたが、２回目の活動では雪がほとんど解
けてなくなっていた。また、１回目の活動での遊ぶための準備の必要性を感じた子供は、２回目
の活動で道具を準備し、持っていった。この状況の違いに合わせて遊んだことと準備のよさにつ
いて気付くことをねらって、２回目の活動の後、話し合いでは、「１回目の活動と２回目の活動を
比べて、どうだったか」と体験活動の比較を行った。すると、子供たちの意見の中に、天気の違
い、遊びの違い、準備物の違い、新しい発見が思いの根拠として表れてきた。 
Ｔ  １回目の活動と２回目の活動を比べて、どうでしたか。 
萌子 １回目はちょっと悲しかったけど、１回目よりも２回目が楽しかった。くっつき虫を見つ
けたからです。（新しい発見） 
真理 くっつき虫はどこで見つけたんですか。 
萌子 原っぱの奥の雪のところにいっぱいありました。 
Ｃ  あった、あった。 
Ｃ  私、知らなかった。 
美咲 私も１回目よりも２回目の方が楽しかったです。１回目は萌子さんと同じで、悲しかった
んだけど、２回目は、スケッチをしたのが楽しかったです。（遊びの違い） 
Ｃ  何に描いたの？ 
美咲 スケッチブック（準備の違い） 
寛太 絵はどこで描いていたの。 
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美咲 坂の一番上のところ。 
康平 うん、美咲ちゃん、描いてたよ。ぼく、虫かごを預かってもらったもん。 
紀子 私も１回目よりも２回目の方が楽しかったです。わけは、前は道具を持っていかなかった
けれども、今日は袋を持って行って、坂を滑れたからです。（準備の違い） 
眞子 私も２回目の方が楽しかったです。１回目は、雪用のズボンを持ってこなくって濡れたけ
れど、２回目は雪用のズボンを持ってきたから濡れなかったのね。だから、思いっきり雪の
上で遊べた。だから、楽しかった。（準備の違い） 
拓哉 ぼくも２回目が楽しかった。だって、カマキリのたまごを見つけたんだもん。（新しい発見） 
信吾 カマキリのたまご!?どこにあったの。いいなあ。 
 友達の発言に対し、真理や寛太、信吾が質問した。これは、友達の活動と自分の活動を比べ、
自分の知らないことや違っていることが気になっている姿である。また、話し合いの中では、同
意のつぶやきや驚きのつぶやきも多かった。 
 板書では、萌子、拓哉の発言から「生き物・
植物」、美咲、紀子、眞子の発言から「準備」、
このあとの希美の発言の中にある「雪」など
のキーワードを分けて位置づけ、活動を振り
返る視点として整理した。また、そのときの
思いもマークで分かるように表示した。 
それぞれの活動を伝え合うことで、今まで
気づかなかったことに気付き、友達の遊びや遊び方に興味を持ったり友達の思いに共感したりし
ている様子が伺えた。特に、準備について伝え合ったことで、３回目の活動では、スケッチの準
備をしてくる子がいるなど、この伝え合いの場での情報を自分の次の活動に生かすことができ、
話し合いが効果的であった。 
イ 取り組みのよさに迫る教師の問い返し 
  ２回目の活動の方が楽しかったという発言が続いた後、希美が次のように発言した。 
希美 １回目よりも２回目の方が楽しくなかった。だって、せっかくみんなでそりを作っていっ
たのに、すぐに壊れてしまったし、転んだりした。１回目みたいに雪があったら楽しかった
のに。今日は全然雪がなかった。 
   それまで、「準備をしていったから楽しかった」という発言が続いていたが、「準備をしていっ
たのに、楽しくなかった」という希美の発言は、希美ががんばって準備をしていた様子を知って
いた周りの子供たちも「どうして？」と疑問をもった。「準備」をがんばったのに楽しめなかった
希美の発言から、「川原の状況の違い（雪）」に目を向けて話が進んだ。 
眞子 雪がなくて、私も困った。だから、傘を立てることができなくて、大変だったの。 
Ｔ  それで、諦めたの。（問い返し） 
眞子 由佳ちゃんと草で結び付けて、何とかたてられたからよかった。 
春奈 私も本当は雪で、この前、悠ちゃんが作っていた雪のたまごをつくろうと思ったのね。で
も、できなかったから、眞子ちゃんと由佳ちゃんと一緒に傘のテントで遊ぶのに混ぜてもら
って楽しかった。 
 雪がなくて、思っていたように遊べなかった眞子に対し「諦めたの。」と問い返したことで、諦
めずに工夫して遊んだ眞子のよさを明確にするようにした。また、その後、一緒に活動していた
春奈に意図的に指名することで、工夫したり協力したりして、その場で臨機応変に対応して遊ん
だ事実を取り上げ、眞子のよさを広めることができた。そうすることで、期待していた遊びにこ
だわらず、その日の状況や自分の思いに合わせて「思いっきり遊ぶ」方法を考えるとよいと考え、
そうすれば３回目はもっと楽しめるはずだという意識が改めて明確になった。 
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③ 互いの考えの「違い」の可視化 
話合いの後半で、次回の活動を考えるにあたり、
「３回目の活動は、雪のない神通川原と雪のある
神通川原とどっちがいいと思っているの。」と問
いかけ、わくわくメーターを提示した。わくわく
メーターとは、次回の活動にどれだけ期待を寄せ
ているかをネームプレートで位置づけるもので
ある。雪のある、なしのわくわくメーターに自分の思いをネームプレートで位置づけ、天候によ
る思い（３回目の活動への期待）の違いを視覚化した。雪合戦をしたいから雪があってほしいと
強く願っている健太は、雪ありは100、雪なしは０にネームプレートを置いた。同じグループの
美咲がどっちも100にネームプレートを置いていることに「どうしてどっちも100なの」と疑問
をもった。美咲の「私は、雪ありも雪なしもどっちも100。雪があったら雪だるまをつくりたい
し、雪がなかったら２回目のように絵を描きたいから。今度は色鉛筆も持っていこうと思います。」
という考えを聞き、「そうか。どっちも楽しめばいいのか。どっちでも大丈夫なように遊びを考え
ればいいんだね。それなら、雪がないときは何をして遊ぼうかな。」と考え始めた。その結果、雪
があってもなくても何をして楽しむか、何を準備したらよいかを考え、雪なしのわくわくメータ
ーを０から80に貼りかえた。それぞれの思いをわくわくメーターによって視覚化したことで友達
のことが気になる状況をつくり出し、とんだ地の具体的な見通しや活動のアイディア、楽しみな
思いを聞き合うことで、自分の活動の見通しを見直すことができた。そして、話合いの後、わく
わくメーターを貼りかえることで次回への準備の必要性を感じより具体的に計画を考えたり、天
候への願いを強くしたりする姿が見られた。 
 
⑸ 成果と課題 
＜成果＞ 
・ 活動範囲、予定や約束など活動の条件設定を導入でしっかりと明示したことは、子供たちが対
象に思う存分かかわりながら「思いっきり遊ぶ」という目的意識をもち続けて意欲的に活動を行
うことに対して、有効であった。 
・ 意欲や見通しをもって行う体験活動と視覚化を意識した表現活動を繰り返すことは、自然環境
や友達についての気付きを自覚するうえで有効であった。 
・ 自分の活動への思いを可視化するためのわくわくメーターやシールによる自己評価は、伝え合
う場において自分の考えをしっかり伝えるためにも、友達を理解するためにも有効であった。 
＜課題＞ 
・ わくわくメーターは、違いの顕在化にはなったが、全体の話し合いで見る際には、分かりづら
い。より思いの背景を取り上げられ、一目で分かりやすい方法を考える必要がある。 
・ 事実や思いに友達とのつながりを見出せるよう、また、互いのよさを認め合えるように、発言
の背景を引き出す教師の問い返しや関わりを求める問い返し、広め方の工夫がさらに必要である。
そのためには、実態の的確な把握は不可欠である。 
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「自分」中心の学びを重ねた子ども同士のかかわり 
～第 2 学年生活科「ぼくらの○○のうえん」の実践から～ 
                           富山大学 4 年 勝原 昌宗 
                            富山大学   松本 謙一 
Ⅰ 研究の目的 
 生活科の究極的な目標は「自立への基礎を養う」である。2年間でこの目標を達成するため、
まず1 年次に一人一人が願いをもって個々で活動する場が保障されている実践がしばしばみら
れる（例えば、久野他 2007）。さらに、自分を大切にする「自分」中心の学びだけでなく、
周りに目を向け、他者とのかかわりをもつことが求められるため、2 年次には仲間と活動でき
る場を設定することが多い（例えば、米岡 2012）。しかし、自分を大切にしながらも他者の
気持ちを推し量るようになるまでのプロセスについて、詳しく言及されているものは少ない。  
そこで本研究では、個々の思いを大切にする「自分」中心の学びを重ねた子どもを対象に、
グループでの栽培活動を設定した。「自分」の思いや願いをもちながら他者とかかわる中で、子
どもが育つプロセス、及び子どもの学びの有り様を詳細な記録を基に明らかにすることを目的
とする。 
Ⅱ 研究の方法 
 (1) 富山大学人間発達科学部附属小学校学級担任有島が単元実践を行い、勝原が参与観察す
る。  〈対象〉富山大学人間発達科学部附属小学校２年１組（35 名） 
〈期間〉平成４月２６日～平成２５年７月 5 日（全３1 時間） 
(2) ビデオ、子どものノート、写真、インタビュー、アンケート等からデータを収集する
とともに、１つの班に焦点をあて、子どもの学びの有り様を勝原が分析する。 
(3) 自分だけでなく他者の姿にも自然と目が向く学習過程のあり方について、学級全体で
の話し合いの様子や教師の支援についてみることで検討する。 
Ⅲ 実践の概要 
(1) これまでの子どもの育ち(図 1) 
まず、親子で試行錯誤しながら草花や野菜を栽培す
る活動、「親子栽培活動」が計 3 年間富山大学人間発
達科学部附属幼稚園で行われた（＊1）。また、1 年
生の時には、実践「つくろうわたしのちいさなおにわ
(荒田他 2014)」を経験している。子どもたちはペッ
プランター
で草花を育
てる
プランター
で野菜を育
てる
畑で野菜を
育てる
グループの
みんなと畑
で野菜を育
てる
「親子栽培活動」
＜子どものこれまでの栽培活動について＞
小学校低学年
1年生
「つくろうわたしの
ちいさなおにわ」
１人で自分
のおにわで
花を育てる
年中 年長 ２年生
「ぼくらの○○のうえん」
親子で 自分で みんなで
・あんようぼうこうえんであそぼう
・お手つだいだいさくせん
・とばそう ぼく・わたしの○○ロケット
・どろんこらんどであそぼう（
幼稚園
＊他の幼稚園より転入 ＊他の幼稚園出身の子も含む
５年間継続
「自分」中心 他者とのかかわり
初めて
年小
＊1 ＊2 ＊3
学びの
スタイル
【図１ 小学校２年生までに行った主な活動】 
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トボトルなどの廃材を使って自分だけの「おにわ」
を作り、植物を育てる活動を通して、自分の思い
思いの「おにわ」を作り上げることができた（＊
2）。 
(2) 本実践について（＊3） 
2 年生での実践「ぼくらの○○のうえん」では、
幼稚園、小学校１年生と栽培活動を継続して行っ
てきた経験を生かし、自信をもって意欲的に活動に
取り組むことができた。また、教師の行った支援と
しては主に 5 つある。①班決めにくじ引きを取り入
れたこと、②毎時間同じ流れで授業を行ったこと、
③のうえんカレンダーを作ったこと、④振り返りに
のうえんニュースと生活科ノートを使ったこと、⑤
ホワイトボードを予定表と振り返りに利用したこと
である。これらの支援には、自分のことだけでなく、
他者のことも気にしてほしいという教師の意図があ
る。 
Ⅳ 結果と考察 
 全 9 班の内、2 班を研究対象班とした。他者との
かかわりを視点に、以下の２つの観点からみていく。 
(1) 学級全体における話し合いの場面から 
6 月 14 日の話し合い場面をⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳの 4
つに分けて見ていく（図 6）。すると、場面Ⅰから
は、普段は話し合いに参加しようとしない 2 班のう
ち、A 児と B 児の 2 人も I 児（②）のように「仲良
くやりたい。」（④）や「考え合ってやりたい。」
（⑤）と、自分たちの班をどうにかしたいと主張し
ている姿が見て取れる。同様に、次の場面Ⅱでも A
児が S 児の発言に反応していることから（⑨）、や
はりけんかのことが気になっているのが分かる。そ
【図 2 単元全体の流れ】 
【図 3 6月 14日の話し合い場面】 
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【表 2 ５月１７日の活動場面より】 
して、場面Ⅲでは、より具体的に自分たちの班の問題を指摘する 2 班の子どもたちである（⑭、
⑮）。最後の場面Ⅳでは、D 児が原因だと言っていたＢ児が思わず、自分も譲りあえないと本
音を吐露した(⑰)。そんなＢ児に対し、教師が共感的に受け止めている(⑱)。すると、他の子た
ちからも「もう少し頑張ってみたら。」や「けんかしないようにしようよ。」という言葉があ
った(⑳)。そんな中、先ほど「譲りあえない」と言っていた A 児(⑲)に改めて教師が発言を促
すと、「発表するのをやめる。」という A 児である(㉑)。 他の班や班の仲間も譲りあえず上
手くいかないけれど頑張っているということを知り、A 児も諦めず頑張ってみようと思ったの
かもしれない。 
(2) 2 班の栽培活動の様子と子どもの振り返りノートから 
 ここでは、特に子どもたちの自己評価に大きな変化があった 5 月 10 日と 5 月 17 日の場面
をみる。                    【表 1 5月 10日の活動場面より】 
5 月 10 日はビニールをどの野菜にかけるかを
話し合う場面である(表 1)。D 児の「キュウリに
はビニールをかけない」という発言(い)に対し、A
児は「キュウリではない」(ろ)と事実を伝えた。
しかし、他の班の F 児の言葉を受け（は）、D 児
は A 児の発言に耳を傾けることなく「ほらね」と、
とにかく自分の正しさを主張した(に)。納得がい
かない A 児も「D 児がキュウリだと思っているの
はトマト」だと反論する(ほ)。しかし、ここでも F
児の介入(へ)により、さらに聞く耳を持たない D
児である(と)。その後も D 児は「おれが言ったし」
とまるで自分の考えが全てであるように言う
（ち）。結局 A 児が D 児に押し通されるかた
ちでその場は収まった。 
しかし、5 月 17 日の場面では、表 2 から分
かるように、一度は C 児の意見を否定(ア)しな
がらも受け止めている D 児である（イ）。さら
にレモンだけでなくドクダミの追加も了承して
いるのが分かる（ウ）。つまり、5 月 10 日の
D1：ねー、あっちにせんなどうするんけー？ 
A1：先にこっちやるの。 
D2：ねえ。きゅうりは俺やらないって反対したし。 
A2：何が？ 
D3：きゅうりこれやらんよね。（い） 
A3：これきゅうりじゃないし。（ろ） 
F1：えっ。やらないよきゅうりは。（は） 
D4：ほらね。（に） 
A4：でもこれきゅうりじゃないよ。 
F2：トマト。 
A5：トマト。あっちがきゅうり、残念ながら。（ほ） 
F3：でもトマトもやらないよ。（へ） 
D5：ほらね。（と） 
D6：青じそだけでいいんだよね？ 
A6：誰も青じそだけとは言ってないよ。 
D7：おれが言ったし。（ち） 
A7：じゃあ･･･ 
D8：C、青じそだけだよねー。 
C1：うん。 
D9：ほらね。 
C１：ねね、ドクダミジュースは？ 
A１：おれらの･･･（別の作業をしている） 
C２：B ちゃん･･･。ねえ、ちょっとドクダミジュース貸
して。 
D１：だめだ。 
C３：ねえ、これレモン。レモン。 
D２：レモンももう入れたし。 
C４：なんで B ちゃんいれてっていったもん。B がいれ
てって言ったもん･･･。 
D３：B が言っても、俺は言ってないし。（ア）よし、
死んだぞ。（虫にジュースをかけていて C は眼中にない） 
C５：レモンもいいじゃん。 
D４：もういれたし。でもいいよ。（イ）早くいれて早
く～。 
C６：ちょっとドクダミまだいれよ。 
D５：はあー、ドクダミはよいれろ。そんなに大きいが？
分けてよちゃんとー。（ウ） 
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場面では他者の思いにまるで無関心で自分の思いを押し通していたのに対し、5 月 17 日の場
面では他者の思いを受け入れる D 児である。 
また、保護者アンケートにも以下のような記述があり、他者とのかかわりを意識し始めた 5
月 10 日と、自分のことばかりでなく他者の意見に耳を傾けることができるようになった 5 月
17 日であったことが分かる。 
【5月 10日の保護者アンケートより】 
この頃から友達のダメ出しを言うことが多くなった。自分はこう
思って意見するが、通らないこともあり面白くない気持ちにな
ることもあるようだったが、自分の気持ちが野菜に伝わり元気
に育ってくれないかもしれないから、みんなと仲良くするよう伝
えた。野菜を育てる上で作る人も気持ちも大切なことも少し分
かったような発言もあり安心した。 
【5月 17日の保護者アンケートより】 
色んな事を班で考えて試したことを話していた。とにかくアリが
やっかいだ!!と言っていた。自宅にもアリがいて「アリの巣コロ
リ」でアリがいなくなったことを話すと、買って持っていきたいと
言っていたが、先生に聞いてみるように伝えた。 
そして、実際に単元を通して子どもたちの振
り返りを見た時、後半の収穫時期には班員全員
がとても満足に感じている（図 4）。つまり、
はじめは他者のことを気にかけず、思いも考え
もバラバラだった子どもたちが、１つの班で共
通の野菜を育てるという、自然と他者のことが
気になる状況下において幾度となく、ぶつかり
あいながらも自分たちの活動に喜びを感じている
と言える。 
 しかし、単元終了後に行った事後アンケートに
よる自己評価では、他の班に比べて右図 5 のよう
な結果であった。このことから、研究対象班であ
る2班は、改めて自分たちの班の活動を顧みた時、
思い思いの自己評価ができる子どもたちであると
言える。ある子は、他者と何かを行うことの難し
さを目の当たりにし、諦めたり、またある子は、
そのような中でもやりがいを見つけられたりす
るのである。長い間、班で活動を続けてきた子どもたちが、最後になってもしっかりと自分を
理解し自己評価できている姿こそ、本実践での学びの有り様と言えるのではないだろうか。 
 
 
4月26
日
5月7
日
5月9
日
5月
10日
5月
13日
5月
16日
5月
17日
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日
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日
5月31
日
6月3
日
6月5
日
6月7
日
6月10
日
6月12
日
6月14
日
6月19
日
6月21
日
6月24
日
6月26
日
6月28
日
7月3
日
7月5
日
Ａ ◎ ◎ ◎
△
△ △ ◎ ◎ ◎
△
◎ △ ◎ ○ ○ △ △
◎
◎ ◎ ◎
○
◎ ◎ ◎ ◎ ○
○
Ｂ △ ○ ○
◎
△ ○
△
△ ◎ ◎
○
◎ △
○
◎ △
○
◎ △ ○
△
◎
○
△
○
◎
◎ ◎ ◎ ◎ ◎
○
Ｃ △ △ △ △ △ △ ◎ △ ◎ △ △
◎
△ △ △ △ △ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ △
D ○ ◎ ○
◎
◎
○
△
○
△
△ ◎ ○
◎
◎ ○
△
◎ ◎ ◎ ○
△
◎
○
○
△
△ ◎
△
◎ ◎ ◎ ◎ △
2班の子どもの
振り返りノートより ◎：とても満足 ○：満足 △：不満
【図 4 2班の振り返りノートの自己評価】 
【図 5 単元終了後の自己評価】 
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Ⅴ 結論 
 1 人 1 人の学びが保障された 1 年次の実践を通して、自分の学びを大切にしてきた子どもた
ちは、2 年次の「ぼくらの○○のうえん」という他者とのかかわりを重視した単元において、
仲間のことを認めながらもより深く自分について理解する学びを見せた。 
105
 
図１ 四つの支援ツール 
 
図２ 『参加』を高める四つの力（平成２４年 作成） 
支援ツール開発グループ 
キャリア発達を促す支援ツール～「『参加』を高める力」と関連して～ 
 
代  表     ： 阿部 美穂子（人間発達科学部） 
附属特別支援学校 ： 大村 和彦、中林 由利子、池田 弘紀、本田 智寛 
 
１． 研究の主題 
キャリア発達を促す支援ツール～「『参加』を高める力」と関連して～ 
 
２．研究内容 
  附属特別支援学校では、平成 8 年度から平成１５年度まで、研究課題「一人一人の教育的ニーズに
応じた支援はどうあるべきか」と
し、児童生徒が主体的に活動する
姿の実現を目指した。「主体的」
とは、「すべてのことを自分一人
でするというのではなく、他人の
力を借りたり、補助具を用いたり
しながらも、できる限り自分の力
で行うこと」と捉えた。この主体
的に活動するために必要な道具
や手段として「支援ツール」を考
案した。その後研究主題を「児童
生徒が地域社会で主体的に活動
するための支援はどうあるべき
か」とし、現在では、「支援ツー
ル」は、附属特別支援学校のすべ
ての教育活動で活用され、児童生
徒が主体的に活動するためにな
くてはならないものとなってい
る。また従来の教材と違い、「い
つでも、どこでも、誰とでも」使
えるように作成されているため、
家庭や地域生活にも活用が広が
っている。 
さて、平成２３年度から附属特別
支援学校では、研究テーマとして
「児童生徒が地域社会で主体的
に活動するための支援はどうあ
るべきか～キャリア発達を育む
授業づくり」を掲げている。研究を進めるにあたり本校では「キャリア教育における『参加』を高める」
を「人とのつながりの中で、児童生徒一人一人が自己の立場に応じた役割を果たしつつ、ねらいに沿っ
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て、自己及び他者の価値観を認め、喜びを感じながら、主体的に活動する姿を実現すること」と定義し
た。また、この「参加」を高めるために、必要な力として、本校の過去の研究を基に四つの力（図２）
を考えた。そして、これら四つの力を支えるものとして、これまでの研究で取り組んできた、支援ツー
ル・支援環境の工夫、支援者間の連携、学習プロセスの工夫があり、これらを手段として授業づくりを
行い、四つの力を養うことで、児童生徒のキャリア発達がスパイラル的に育まれ「望む姿・望まれる姿」
が実現できると考える。 
そこで本年度は昨年に引き続き、グループの主題を「キャリア発達を促す支援ツール～「『参加』を
高める力」と関連して～」とし、児童生徒の将来の主体的な生活につながる支援ツールについて考える
こととした。 
 
３．研究の経過 
   第 1 回  ９月       今後のスケジュールについて・事例研究のテーマの検討 
第２回 １１月～２月    支援ツールの作成、実践 
第３回  ２月       支援ツールの発表、質疑応答、協議、まとめ 
    
４．成果と今後の課題 
附属特別支援学校では校内のいたるところに児童生徒の自発を促すための支援ツールが配置されて
おり、児童生徒が自立した生活を送る上でかかせない手掛かりとなっている。この支援ツール部会は、
学校内の支援ツールについて話し合い、新たなアイディアや可能性について考える場としている。 
今年度も引き続き、グループ各人で作成し、支援を行った支援ツールの事例について、「キャリア発
達」「『参加』を高める力」という観点から話し合った。実践事例を持ち寄りながら製作者と他教員が意
見を交わし合い、また人間発達科学部教員から助言を受けたことで、いろいろな視点から支援ツールを
見直すことができた。今後は更に、他学園、学部の教員方からもアイディアをいただき、授業や学校生
活に使える支援ツールを共同で開発することができればと考える。 
 
 ＜実践事例（別紙資料）＞ 
（１）実践力（自主性・主体性、夢や希望）につながる手がかりツール 
「自分らしく生活するために～「生活お助けブック（働く）（暮らす）（遊ぶ）」の活用～」 
（２）実践力（目標設定、主体性）につながる手がかりツール 
「必要な手がかりを自分で準備しよう～自分に合わせたチャレンジ手帳～」 
（３）実践力（目標設定）協同力（相互評価、認め合い）につながる手がかりツール 
「みんなで協力して門松を作ろう」 
（４）実践力（目標設定、主体性）につながる手がかりツール 
「自分でポイントを確認して掃除に取り組もう！～iPad 上に実装した児童生徒玄関掃除活 
動手順表を活用して～」 
 
 
参考文献 
  １）富山大学人間発達科学部附属特別支援学校 研究紀要 第２０集～第 3５集 
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自分らしく生活するために 
～「生活お助けブック（働く）（暮らす）（遊ぶ）」の活用～ 
附属特別支援学校 高等部教諭 池田 弘紀 
 
 本校の高等部２年生が生活単元学習や総合的な学習の時間において、高等部１年生時か
ら使用しているファイル「生活お助けブック」の活用について紹介します。 
生徒への願い 
生活には様々な仕方がある。生徒たちにとって大切なことは、好み・価値観や実行性、
必要性、ライフスタイルといった観点などから、生活の仕方を選ぶ際のポイントや考え
方を知り、その中から自分らしい生活とはどういったものかを思い描きながら、生活の
仕方を学んでいくことだと考える。そのためには、授業において、どのようなことを学
んだか、学んだことにはどのような意味があるのか、友達や保護者、教師からどのよう
なアドバイスを受け、自分はどう考えたのかなどを蓄積し、必要なときに自分から振り
返ることができるようにすることが大切だと考える。そしてそれは、本人はもちろんの
こと、周りの支援者とも共通理解することで、より効果的な支援が期待できると考える。
そこで、生活単元学習や総合的な学習の時間において、生徒が学んだ学習内容を「生活
お助けブック」としてまとめることとした。「生活お助けブック」を通して、新しい知
識を得たり、これまでなんとなくしてきたことにも意味を見出したりすることができる
ようになることで、生徒たちには自分らしい生活や、自分の将来（望む姿）を思い描け
るようになってほしいと考える。 
 
使い方 
①ワークシートに沿って、インターネットで調べたことや友達と一緒に考えたこと、教 
師の話をまとめる。 
②実際に行う。 
③ワークシートに沿って、行った結果をまとめる。 
④友達が行った結果をまとめたワークシートの発表を聞いたり、読んだりして、コメン
ト用紙を記入する。 
⑤友達が書いてくれたコメント用紙を読み、感想を書く。 
【生活お助けブック（働く）（暮らす）（遊ぶ）】 
・生活単元学習や総合的な学習の時間で学んだ学習内容をま 
とめたワークシートなどを、とじたファイル。学習内容に 
よって、「働く」「暮らす」「遊ぶ」の三冊に分けられてい 
る。 
例：「働く」 ・・・身だしなみ、履歴書の書き方など 
  「暮らす」・・・お金の使い方（生活費）、管理など 
  「遊ぶ」 ・・・スケジュールの管理、公共のマナーなど 
実践力（自主性・主体性、夢や希望）につながる手がかりツール 
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⑥ワークシートやコメント用紙を「生活お助けブック」にとじる。 
⑦家庭に持ち帰り、保護者に読んでもらう。（①の後にも家庭に持ち帰り、保護者と学
習内容について共通理解を行う） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作成のポイント 
 ①見出しや項目の設け方など、どの学習内容でも同じ形式とし、統一感をもたせた。 
 ②学習内容に興味・関心をもったり、分かりやすくしたりするために、写真や絵を多く
用いた。 
 ③何度も繰り返して見たい気持ちになるように、生徒が友達と活動している様子の写真
を載せるようにした。 
 
感想 
これらの取り組みの結果、例えば「衣類の購入～靴下編～」の場合、「初めて自分で靴
下を買った」「初めて模様の着いた靴下を買ってみた」「五本指の靴下を買ってみた」「おし
ゃれな靴下が欲しいけど、学校に掃いていく靴下が少なくなったから白の靴下を買った」
「今は２足しか必要じゃないので、３足セットでは買わなかった」など、一人一人の個性
や考えを反映させることができた。生徒が学んだことやその過程を「生活お助けブック」
としてまとめることは、実践力を育てるにおいて有効であったと考えられる。 
 ＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
この「お助けブック」は、「参考書」的な意味合いがあり、技術そのものを教えるだけで
なく、目的のために「～した方がよい」など方法や意味などを生徒が、自分自身で考え、
自己選択自己決定できるようにしているところがよい。一人一人実態に応じてカスタマ
イズできるところがよい。 
【衣類の購入 
～靴下編～の場合】 
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必要な手がかりを自分で準備しよう！ 
～自分に合わせたチャレンジ手帳～ 
附属特別支援学校 高等部教諭 本田 智寛 
 
 高等部では、チャレンジタイムで「仕事チャレンジ」「運動チャレンジ」「マイチャレン
ジ」に取り組み、その際のチェック表や手順表などをチャレンジ手帳にひとまとめに綴じ
て、携行できるようにしています。特に、仕事チャレンジでは、取り組む仕事ごとに手順
や作業のポイントが異なっていたり、同じ仕事でも注意するポイントが各生徒で違ってい
たりするため、それぞれに手順表や手がかりシートが必要でした。それらたくさんの手順
表や手がかりシートの中から、生徒自らが、前回の反省等を基に自分に必要なシート等を
選択・準備し、チャレンジ手帳に挟んで使用することができるよう、以下のようなツール
セットを作成しました。 
「チャレンジ手帳」       「手がかりシートとチェック表」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 「手がかりシート」 
生徒への願い 
・高等部段階の生徒において、与えられた手掛かりやツールをただ使ったり、援助が与
えられるのを待っていたりするのではなく、自分から必要な手掛かりを作り出し、使
用することで困難を乗り越えようとする態度を養ってほしい。 
・前回の活動を振り返るなどして自分に必要な手掛かりを考えることで、活動の振り返
りや次回への目標設定が適切にできるようになったり、自己理解が進んだりしてほし
い。 
実践力（目標設定、主体性）につながる手がかりツール 
・チェック表では、教師と一緒に活動前にポイント
や今日がんばることを確認したり、活動後に振り
返りや次回の目標を考えたりする。 
・手がかりシートには、それぞれの作業のポイント
が示されており、チャレンジ手帳に見開きで綴じ
たり、自由に着脱したりすることができる。 
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使い方 
①前時のチェック表での振り返りを基に、今日の活動で注意するポイントや頑張りたい
ことなどを考え、チェック表に記入して教師と確認する。 
②必要な手掛かりシート等を所定の場所から 
持って行き、自分のチャレンジ手帳に綴じ 
る。 
 
 
 
 
③チェック表と一緒に見開きにしたり、 
チャレンジ手帳から外して見やすい所に 
置いたりして使用する。 
 
 
作成のポイント 
①一枚の手がかりシートには、一つのポイントのみ載せるようにし、生徒にとって分か
りやすく、また必要なものを選ぶ必然性が生まれるようにした。 
②様々な種類の手がかりシートは、すべてまとめて決められた場所に置いておくことに
し、生徒がいつでも自由に選択し、持って行けるようにした。 
 
感想 
これらの取組の結果、前回の活動で失敗してしまった点や失敗が多いポイントなどを踏
まえて、それらに応じた手がかりシートを自ら持って行き、使用する姿が見られた。チャ
レンジ手帳を広げて置いたり、シートを取り外して見やすい位置に設置したりと、自ら作
業を行う机上を整えようとする姿も見られるようになった。必要なツールを所定の場所か
らその都度持って行き、使用するような課題設定は、自ら活動環境を整えたり、支援を得
たりするなどといった活動における主体性を高めるのに有効であると思われる。 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
この支援ツールは、生徒が活動の自己評価をきちんと行い、必要に応じて必要なツー
ルを自己選択して使用できるようになっているところがよい。この取り組みを積み重ね
ていくことで、生徒は、自己判断しながら「生活を作る」ことを学んでいると考えられ
る。この支援ツールは、一人一人の実態に応じてカスタマイズしやすい。 
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みんなで協力して門松を作ろう！ 
               附属特別支援学校 高等部教諭 大村 和彦 
 
高等部 作業学習の中で取り組んだ支援について紹介します。  
「作業量シート」 
 
 
「依頼書」
 
 
 
 
 
 
「依頼書を受けて取り組む生徒の様子」 
 
 
生徒への願い 
・個別の指導計画の後期目標に「①作業時間中、教師の指示や友達からの依頼を聞き、
門松の飾り作りに落ち着いて作業に取り組むことができる。」「①門松の飾り作りでや
すりがけや電動糸のこを使った作業に１時間３０分程度、落ち着いて取り組むことが
できる。」を入れた。確実に依頼されたことが伝わり、時間内、目標をもって取り組
んでほしいとの思いから作成した。 
・友達からの依頼を受けて責任をもって取り組んでほしい。 
・「作業量シート」で目標数を決めることで意欲をもって取り組んでほしい。 
・依頼した生徒からの仕事に対する評価を受け、「みんなで作った」「役に立った」と思
えるようになってほしい。 
実践力（目標設定）、協同力（相互評価・認め合い）につながる手がかりツール 
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 使い方 
① 門松の材料となる飾りの板のやすり掛けや糊付けの際、依頼書に依頼したい友達の
名前、仕事の内容、数量を記入し、材料と一緒に手渡す。 
② 依頼されたら、作業を始める。  
③ 終わったら、依頼した友達のところまで材料と依頼書を持って行き、報告する。 
④ 依頼者は、確認後、作業をした友達に評価をする。やり直しがある場合は、伝える。
やり直しがなければ、お礼を言う。 
⑤ 作業した生徒は、「作業量シート」にできた数を〇で記す。 
⑥ ①から繰り返す。 
 
作成のポイント 
・仕事内容、数量が視覚的にわかる。   
感想 
依頼した生徒は、友達の仕事に対し、評価をすることになるため、友達の頑張りを 
確認し認め合うことができる。依頼された生徒は、友達から依頼されることにより
「頑張ろう」「認められたい」という思いが出てくると考える。「みんなで作った」
門松を学習発表会で販売することができ、生徒たちは成就感を味わうことはできた
と考える。                 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
依頼書：大人も使うようなものであり、とても現実的なツール。現在は「同じ作業の
友達（顔が見える他者）」が対象（相手）だが、今後「顔も見えない他者のために」へ
般化させることもできる。はんこを押すようにしたり、評価のランク付けを取り入れ
たりなど、よりシステマティックにしていけるとよい。 
門松：オーダーメイドで作る（カタログを持って行って注文を取る、納品する）。その
ことで、作業の過程を考えて工夫したり、選んだりする学習につなげられる。 
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自分でポイントを確認して 
掃除に取り組もう！ 
～iPad 上に実装した児童生徒玄関掃除活動手順表を活用して～ 
附属特別支援学校 中学部教諭 中林 由利子 
対象生徒は、これまでチャレジタイムの時間で、Ａ５サイズで、手順や気を付けるポイ
ントなどが写真や文字で示され、自己チェック表が合わさった活動手順表を手掛かりに、
図書室掃除や男子更衣室掃除などに取り組んできた。概ね、活動手順表を手掛かりに一人
で掃除を行うことはできるようになり、毎日自分で目標設定を行い主体的に活動に取り組
むことができるようになった。しかし気を付けるポイントがきちんと守れていなかったり
手順を確認し忘れたりする様子が時々見られる。より生徒が手順やポイントを確認しやす
く、手掛かりとして活用しやすいように活動手順表を更に工夫する必要があると考えた。 
そこで、生徒自身が扱いやすく、強く興味関心をもち、今後「支援ツール」として幅広
い活用が期待できる iPad を使用し、iPad 上に実装した活動手順表を手掛かりとした児童
生徒玄関の掃除の事例について紹介する。 
【iPad mini 上に実装した児童生徒玄関掃除手順表】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童生徒玄関掃除の手順や気を付けるポイントなどを写真や文字を使用し一枚ずつのスライド
で提示できるようにした活動手順表。タップで次の手順に変えることができ操作が簡単であ
る。 
【ほうき順番シート】 
児童生徒玄関の床をほうき
で掃く方向や幅などを数字
や矢印、色などで分かりや
すいように示したシート。
マジックテープで床に貼る
ことができる。 
 
 
 
 
実践力（目標設定、主体性）につながる手がかりツール 
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生徒への願い 
・児童生徒玄関を掃除することの意味を理解し、やりがいをもって取り組んでほしい。 
・掃除道具の扱い方や気を付けるポイントを理解して掃除に取り組んでほしい。 
・活動手順表などを活用することで掃除をきちんと行うことができたりそのことで達成
感を得たりする経験を多くしてほしい。 
使い方 
①「iPad 児童生徒玄関手順表」 
１，教師から iPad mini を受け取りＰowerＰoint アプリを起動する。 
２，児童生徒玄関活動手順表のファイルを開き、スライドショーにする。 
３．手順ごとに、スライドをタップし活動する。 
②「ほうき順番シート」は、ほうき、ちりとりなどを準備する際に掃除ロッカーから一
緒に準備し、床にマジックテープで貼り付けて手掛かりとして使用する。 
作成のポイント 
①「iPad 児童生徒玄関手順表」 
 iPadmini にＰowerＰoint アプリをダウンロードし使用できるようにした。 
 パソコンのＰowerＰoint で作成したファイルを iTunes を介して iPad mini に同期
させた。 
 ほうきの動かし方などをビデオ（動画）で確認できるようにした。 
 ＊生徒の実態に応じて手順表をすぐに訂正することが容易である。 
②「ほうき順番シート」 
 床をはく目安となる床のタイルの幅の長さのシートをラミネートした紙で作成した。 
 はく順番、方向などを数字や矢印、シートの色などで示し分かりやすくした。 
感想 
生徒の実態に応じて作り変える際、紙媒体で作成した手順表の場合、手間や時間がかか
ることがあったが、今回パソコン上で訂正したものをすぐに iPad 上に実装できたことが
支援者側にはよかった。また、文字や写真だけの説明ではなかなか理解が難しい手順であ
っても動画で確認できるスライドを用意したことで生徒が自ら確認し正しい手順で行う場
面が多く見られた。 
今後は、今まで紙媒体などで作成し使用してきた活動手順表の中で、iPad に実装するこ
とで児童生徒がより主体的に活動できるものや周りの多くの支援者が有効に使用できるも
のなどを作成していければと考えている。 
 
 
 
 
 
 
 
＜実践のポイント＞ 人間発達科学部 阿部 美穂子 
本人にとって「分かりやすい」「使いやすい」ことが大切である。「きれい」のイメージ
がもてているか。「何のために」ツールがあるのか本人が分かっていることが大事であ
る。本人のゴールをどこに置いているのか。子ども自身のゴールは、ほめられること。
見える他者に認められることから、見えない他者の評価を意識できるようにステップ
アップしたい。iPad を利用すると、書くこと、伝えること、計算することができるよ
うになる。活用の仕方を考えていってほしい。 
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１ 目的 
・ムーブメント教育について理解を深め、教育活動に生かす。 
２ 方法 
・ムーブメント教室や、ムーブメント研修会に参加することで、ムーブメント教育の理
解を深める。 
・ムーブメントを取り入れた授業実践や事例検討を行うことで、ムーブメントの教育活
動への生かし方について考える。 
３ 研修の経過 
実施日 研修会 
平成２６年 
８月３０日（土） 
研修会『親子ムーブメント教室』 
場所：しらとり支援学校 体育館 
１２月１２日（金） 授業研究『小学部 遊びの指導（低学年グループ・高学年グループ）』 
場所：附属特別支援学校 視聴覚室 
１２月２３日（火） 研修会『親子ムーブメント教室』 
場所：高志支援学校 体育館 
平成２７年 
１月６日（火） 
研修会『事例・事後検討会』 
場所：附属特別支援学校 視聴覚室 
２月９日（月） 授業研究『高等部 音楽科』 
場所：附属特別支援学校 音楽室 
２月１３日（金） 授業研究『みんなと一緒の時間』 
場所：附属幼稚園 遊戯室 
２月１９日（木） 授業研究『高等部 自立活動』 
場所：附属特別支援学校 体育館 
２月２６日（木） 研修会『事例・事後検討会』 
場所：附属特別支援学校 視聴覚室 
ムーブメント教育グループ 
学      部   阿部美穂子(代表) 
附属特別支援学校   栗林睦美・堀ひろみ・野﨑美保・越村早貴子 
附属幼稚園   高島浩美 
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 ムーブメント教育研修会（しらとり支援学校会場）       ８月３０日（土） 
 
（１） プログラムについて 
プログラムの概要 活動の様子より 
１）おんぶで遊ぼう（幼児グループのみ） 
 ①大人におんぶしてもらって体育館の中
を動き回る。 
②大人と子どもが交代し、子どもがおん
ぶするような形で大人と一緒に動き回
る。 
 
 
 
 
 
２）ボールで遊ぼう 
 ①ボールを手で押さえながら歩く。（頭や
お尻にくっつけて） 
 ②ボールを足に挟んで歩く。 
 ③大人と両手をつなぎ、ボールに片足を 
乗せる。両足を乗せる。 
 ④大人がボールの上に座り、子どもは大
人と両手をつないで大人の回りを回
る。交代する。 
３）バケツで遊ぼう 
 ①バケツの中から出てきたカラーボール
を拾い集める。 
 ②「パックンチョ」の声に合わせて、蓋
が開いている間にバケツの中からカラ
ーボールを取り出す。 
 
 
 
 
 
 
・大人の動きが速く、ゆっくり、後ろ歩き、
横歩き、回転など次々と変化していく。
子ども達はその変化に応じて楽しんでい
る様子が見られた。 
・音楽や言葉掛けに合わせて、止まる、向
きを変える。（子どもが大人をおんぶする
ような形で、横に並んで両手を交差して
つないで）大人と手をつないで走り回る。
速く走るときには、子ども達が喜んで走
り回る様子が見られた。 
 
・ボールを足に挟むときには、難しくてボ
ールが転がってしまうこともあったが、
何度も挑戦する姿が見られた。 
・ボールに乗るときには、すぐにボールか
ら落ちてしまったり、乗った後に動けな
くなってしまったりしていたが、身体を
支える支援があればできる様子が見られ
た。 
 
・床に散らばったカラーボールを見ると、
何も言われなくても自らボールを拾い集
める姿が見られた。 
・面白そうな活動に、子ども達が次々と自
然に集まってきた。 
・要領がわかってくると、相手に合わせて
テンポよくボールを取り出すようになっ
たり、大人の声をよく聞き速いスピード
に合わせて取り出せるようになったりす
る様子が見られた。 
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 ③子どもがボールを投げ、大人がバケツ
でキャッチする。交代する。 
 
 
 ④バケツの蓋でボールを打つ。 
 
 
 
 
 
 
・ボールをよく見ようとしている様子が見
られた。バケツを傾けてボールを待ち、
キャッチする瞬間にはバケツをタイミン
グよく動かす様子も見られた。 
・最初はなかなかタイミングが合わず難し
い様子が見られた。蓋を動かす正しいタ
イミングと動作を大人と一緒に行った
り、タイミングがよかった瞬間を褒めら
れたりすることで、徐々に一人で打つこ
とができるようになった様子が見られ
た。 
⑤野球ゲームをしよう。 
（小学校４年～中高グループのみ） 
 ・投げられたボールを打つ。 
 ・一塁まで走る。 
・ボールを打ったら一塁に走ることや守備
の人が一塁のバケツにボールを入れるま
でに一塁に着かねばならないことを理解
し、打つとすぐに素早く走ろうとする様
子が見られた。 
・子ども達だけでなく、守備をしている大
人も楽しんでいた。 
 
（２）プログラムの解説 
講師 日本ムーブメント協会認定上級指導員  安藤 正紀 先生 
  子ども達が将来的に自分の身体をきちんと使えるようになるためには空間認知がとて
も大事である。ボールの特性（転がってしまう）を理解し、ボールの飛んでいく軌跡を
見たり、どこに飛んでいくか予測したりすることにより、空間認知の力を高められる。
aiming（的当て）の距離感、力加減は繰り返すことで学習していく。少し難しいと思わ
れる早い段階から、当たっても痛くないボールを使って的に向かって投げたり、飛んで
きたボールを打ったりということをたくさん行うとよい。高さ、スピード、距離を変え
て経験を積ませてあげることが大事である。また、子ども達の成長に合わせて、できる・
できないに注目するのではなく、ゲームに結びつけるように活動を仕組むことが大切で
ある。 
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（３）参加を終えて  
  普段のグループごとのプログラムでは、それぞれストーリー性のあるプログラムが行
われている。今回は、ストーリー性のあるものではないが、子ども達にとって分かりや
すい流れでプログラムが作られていた。また、子ども達にとって身近なカラーボールや
バケツが使用されたことで、身近にあるものが教具として活用できることに気付かれた
保護者も多く、家庭でもやってみたいという声が聞かれた。身近な物を活用することは、
集団で行ったプログラムを家庭で保護者と取り組んでもらうことにつながることを感じ、
身近な物を教具として活用していく大切さを学んだ。 
安藤先生はプログラムの中で活動について言葉で説明をすることはほとんどなかった。
しかし、子ども達は混乱することもなく、理解して動くことができていることが印象的
だった。子どもたちが、「なんだろう？」と不思議に思ったり、興味をもったり、「やっ
てみたい」「まねしたい」と思ったりするような内容や提示の仕方を仕組んであることが
大きな要因ではないかと思った。子ども達の心の動きを見通した上で、物を提示したり、
発問したりすることを今まで以上に考えていきたい。 
今回はいつものグループよりも大きな集団での活動だったが、混乱することもなく、
全員が必ずどこかで参加することができていた。安藤先生のリーダーとしての役割が素
晴らしいことに加えて、子ども達の側にも大きな集団で活動できる力が付いてきている
ことも要因と思われた。普段のグループでの活動や学校でいろんな活動をさせてあげる
こと、人と合わせる経験を多く積ませてあげることを意識して行い、大きな集団の中で
も楽しく活動できる力を育てていけるように今後も支援していきたい。 
 
（越村 早貴子） 
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 ムーブメント教育研修会（高志支援学校会場）       １２月２３日（火） 
 
（１） プログラムについて（幼児グループ） 
プログラムの概要 活動の様子より 
１）課題を知る 
 ・サンタクロースからのお願いで、プレゼ
ントを集めることを知る。 
２）店までの道を作ろう 
 ①スペースマット、ブロック積み木などを
使って、並べ、店まで道を作る。 
 
 
 
 
②子どものチャレンジしたい動きに合わせ
て、大人がブロック積み木やカラーコー
ンを途中に置く。 
３）プレゼントを手に入れよう 
 ①道を通って、店まで行く。 
 
 
 
 
②店で、欲しいプレゼントを伝える。伝え
方は、言葉で色、形、大きさを説明して
伝える、単語で伝える、指差して伝える
など、子どもに応じて行う。 
 ③プレゼントをもらったら、くもの巣を見
立てたトンネルをくぐって、サンタクロ
ースに持って行く。 
④サンタクロースに渡す際には、やり取り
をしっかり行う。 
 
 ⑤片付けを行う。道具の種類ごとに片付け
る。 
 
 
 
 
・思い思いの色や種類のマットを受け取
り、並べていた。一人で難しいところは
大人に援助を求めたり、大人に教えても
らったりして置く様子が見られた。 
・マット同士がつながるように、友達と一
緒に運んだり、言葉を掛け合ったりする
様子が見られた。 
 
 
 
 
・慎重にブロックをまたいだりマットから
はみ出ないように歩いたりする様子も
見られた。 
 
・サンタクロースにプレゼントを渡す目的
を果たそうと、進んで行う様子が多く見
られた。 
 
 
 
 
・サンタクロースに「ありがとう」と言わ
れると、子どもたちはうれしそうに笑顔
を見せていた。 
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４）パラシュートをしよう 
 ・順番にパラシュートの上に子どもが乗り
大人が揺らしたり、回転したりする。 
５）サンタメダルをもらおう 
 ・サンタクロースからメダルを受け取り、
大人は子どもの良かったところを発表す
る。 
 
・自分の体がパラシュートで浮くと、姿勢
を保持しようとバランスをとっていた。 
 
（２） プログラムについて（小学生以上グループ） 
プログラムの概要 活動の様子より 
１）音楽に合わせて 
①音楽に合わせた動き（歩く、走る、両足
跳び、熊歩き、横歩き）をする。 
②ジュニアスタッフが叩くタンブリンの
音の数と同じ人数で集まる。 
③ 集まった人数でなべなべそこぬけをす
る。 
 
２）クリスマスツリーを作ろう 
①どんなものを作りたいか相談する。 
②友達を誘って、一緒にスカーフで材料
（ブロック、ボール、ビーンズバッグ 
など）を運ぶ。 
 ③集めた材料を使って、ツリーを作る。 
 
 
 
 
 
３）クリスマスツリーを見に行こう 
グループごと布に乗って、他のグループ
のツリーを見に行く。 
素敵なところを伝える。 
 
４）片付け 
種類ごとに片付ける。 
 
・音楽や周囲の動きに合わせて、動きを行 
っていた。 
・人数が集まらないときは、大人の方で数 
を合わせて移動していたが、繰り返す中
で、積極的に人を呼んだり、進んで移動 
したりする様子が見られた。 
 
・「高いツリーにしたい」「○○を飾りたい」
など、イメージをもっている子どももい
た。 
・材料置場では、色や大きさを言葉で伝え 
たり材料を差して伝えたりなど様々な様
子が見られた。 
・グループで一つのツリーを作ろうと意欲 
 的に取り組んでいた。 
・ボールが転がらないように工夫したり、 
上に載せるにはどうしたらよいかを試行
錯誤したりする様子が見られた。 
 
・多くの子どもは他グループのツリーに注 
 目していた。 
・大人が支援することで「三角のところが 
素敵です。」「高いなあ。」など、言葉で 
表現することができた。 
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５）大きなドームで遊ぼう 
パラシュートでドームを作ったり、中に
入ったりする。 
６）プレゼント 
がんばり賞を受け取る。 
感想を話す。大人は頑張ったところを発
表する。 
 
 
 
 
・ツリーを作ったことを楽しかったと話す 
子どもが多かった。 
・どの保護者も、子どもができていたこと 
を見つけて話していた。 
 
（３） 講話「ムーブメント教育におけるコミュニケーション支援を考える」より 
富山大学人間発達科学部 阿部 美穂子 先生 
  ムーブメント活動とコミュニケーションについて、幼児グループの事例を基に他者意
識を育てるステップと他者と関わる中で体験できるコミュニケーションスキルについて
の話があった。 
ムーブメント活動を通して、コミュニケーションの力を育てるためには、 
① 子どもがどのように他者を意識して活動に参加しているか（誰とどんな遊具で、どの
ような活動にチャレンジしているか）を子どもの行動から見極め、それを拡大するよ
うに、スモールステップで繰り返しながら、プログラムを展開すること 
② 子どもの自発的なコミュニケーションを引き出すための、支援者の関わりを意図的に
（どんな方法で、どのタイミングで）操作すること 
が、重要だと分かった。 
 
（４）参加を終えて  
  今回はクリスマスにちなんだプログラムが行われた。クリスマスは子どもたちが楽し
みにしている行事の一つだと思われるが、子どもの意欲を引き出す仕掛けが多く含まれ
ていた。幼児グループでは、「プレゼントを持っていないサンタクロースにプレゼントを
届けよう」「サンタクロースを助けてあげよう」という気持ちをくすぐったストーリーの
設定があった。小学生以上グループでは、ブロック積み木やカラーコーンなどの遊具を
材料にしてツリーを作ることに子どもたちは意外性をもったのではないかと感じた。 
  どちらのプログラムにも、子どもの課題に応じたやり取りのバリエーションがあり、
目的を果たすために、他者に伝えようとする姿が随所に見られた。 
阿部先生の仕組まれた環境設定と子どもの心を捉える言葉掛けやそのタイミングが絶
妙で、子どもが目的に向って取り組もうとする姿につながったと思われる。友達と協力
したり、意識して活動したりする姿が見られたことに、驚きと喜びを感じた保護者も多
かった。支援者の環境の設定や意図的な操作がいかに重要であるかを再確認することが
できた。                             （堀 ひろみ） 
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附属幼稚園  教諭 高島 浩美 
１ 日時    平成２７年２月１３日（金）１０：２０～１１：２０ 
２ 対象幼児  年中児 １８名 
   ３ 場所    附属幼稚園遊戯室 
   ４ ねらい・内容 
○ 気の合う友達と考えを出し合いながら遊びを進めていく。
  ・ 友達と一緒に「くつ鬼」をして楽しむ。 
  ・ 友達と声を掛け合いながら「くつ鬼」をして遊ぶ。 
５ 活動内容 
幼児の活動 援助のポイント    ◇評価の観点 
○「くつ鬼」をする。
・白帽子をかぶる。 
・一列に並んで遊戯室に行
く。 
・「くつ鬼」のルールを知る。 
・「陣地」は三か所。 
・捕まったら片方のズッ
クを取られ、動物椅子
に座る。 
・ズックは「くつ置き場」
に置く。 
・仲間にズックを取り返
してもらったら復活で
きる。 
・全員ズックを取られた
ら鬼の勝ち。 
・鬼は３人。 
・陣地やくつ置き場の位置が分かりやすいよう、事前に遊戯
室にビニルテープでラインを引いておく。 
・保育室を出る前に、廊下を走らず静かに移動できるよう、
言葉をかける。 
・遊戯室ではスムーズに並ぶことができるように誘導する。 
・高島Ｔは「逃げ役」、山村Ｔは「鬼役」になり、それぞれの
動ける範囲が分かるよう、実際に動いて見せる。 
・捕まったらズックを鬼に取られることも実際にやって見せ
る。 
・幼児一人（緑グループの当番）にズックを取り返してもら
い、復活できる様子もやって見せる。 
Ｐ
く つ
置き場
陣地
陣地
陣地
動物椅子
入口
柱 柱 柱柱
＜みんなと一緒の時間＞「くつ鬼をしよう」 
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・鬼を決める。 
 
 
・「くつ鬼」をする。 
 
 
 
・「どうやって鬼を決める？」「鬼になりたい人？」などと声
をかけ、子どもの思いを引き出したり、仲介したりする。 
・鬼は白帽子を裏返して紫色にするよう、伝える。 
・保育者は「逃げ役」で参加する。 
・ルールが分かっていない様子があれば、中断して確認する。 
・ズックを取り返しに行ったり、３人の鬼が協力したりする
などの工夫している様子を認め、その都度言葉をかける。 
・全員ズックが取られなくても、鬼の表情や様子を見て一度
終了し、鬼を決め直して再度行うようにする。 
・転んだ幼児の対応は山村Ｔが行い、必要に応じて保健室で
手当てする。 
 
◇ルールを理解して楽しく遊んでいたか。 
◇ズックを取り返してもらえるように友達に声をかけたり、
鬼同士で声をかけ合って協力したりする様子が見られた
か。 
６ 成果 
・陣地を３箇所設けることで、逃げ役の子どもが陣地に留まることなく、陣地から陣地
へと逃げることを楽しむことができた。 
・合間の話し合いの時間に、鬼役の子どもの工夫した点や逃げ役の子どものくつを取り
返したことを認めたことで、子どもたちが目標をもちながら「くつ鬼」を楽しむこと
ができた。 
〈実践のポイント〉    人間発達科学部 阿部美穂子 
○子どもたちが静かに話を聞く時間をもつことができるように、話し方や活動の仕方を工夫
していく必要がある。 
・ルールの説明では、保育者二人が逃げ役と鬼役になり、動いて見せながら短い言葉で説
明を行う。 
・最初に、どのような姿が良いのかを伝え、そのようにできている子を褒める。 
・保育者の話し方では、淡々と話すべきところと思考を求めるところを意識して話すよう
にする。 
・鬼ごっこ開始のゴーサインを待つ、子どもたちが集中すべき時間を大切にする。保育者
と目を合わせながら集中し、次の流れの開始を待つ練習をする。 
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附属特別支援学校 小学部教諭  堀 ひろみ 
１ 対象児童 
小学部 １、２、３年 各３名 
２ 目標 
  〇「はないちもんめ」では、友達と手をつないで歌に合わせた動作を行い、相手方のグ
ループから、仲間に入れたい友達を選ぶことができる。 
〇「しっぽとり」では、動物に尻尾を付けることを楽しみに、友達を追いかけて、友
達の着けた尻尾を取ることができる。 
３ 活動内容 
学習活動 ねらい 
① 挨拶・先生の話（導入）  
・今日の活動を知る。 
②「はないちもんめ」 
・グループボードやじゃんけんカードなど、担当の児童が準備を行う。 
・グループボードを手掛かりに、２つに分かれ、同じグループの友達
同士で手をつなぐ。 
・歌を歌いながら、友達と手をつなぎ、前後に移動する。 
・「そうだんしましょ」で、グループ陣地に移動し、相手グループの顔
写真の中から、仲間に入れたい友達を選ぶ。 
・決まらない場合は、教師が中に入り、多数決や話し合いで決定する。 
・「きーまった」で「○○さんがほしい」と言い合う。 
・呼ばれた児童は、前へ出て、じゃんけんカードを用いて、じゃんけ
んをする。 
・負けた児童は、勝った児童のグループに移動する。 
・２回行う。 
 
 
 
・片付けを行う。 
・顔写真の中から、
仲間に入れたい
友達を選ぶこと
ができる。 
・自分の意見を通
すのではなく、友
達の意見を聴い
たり、譲ってあげ
たりできる。 
・カードや表を手  
掛かりにじゃ
んけんの勝敗
が分かる。 
＜遊びの指導＞伝承遊び～はないちもんめ～ 
       鬼ごっこ～しっぽとり～ 
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４ 成果 
・「はないちもんめ」では、友達と手をつないで歌に合わせて移動したり、仲間に入れたい
友達を一緒に選んだりすることで、活動に楽しく取り組む児童が多かった。 
・仲間に入れたい友達を選ぶ際、毎回不特定の友達が選ばれたことで、「自分かもしれない」
という期待感や「選ばれて嬉しい」と喜びを体験することができた。 
・「しっぽ取り」では、飾りの付いたもの、形や色が様々な尻尾や尻尾を付ける動物を複数
準備したことで、「牛に付けたい」「青色の尻尾を取りたい」などの思いをもって、尻尾
を取る児童が複数名いた。 
・すぐに尻尾をめがけて取ることが難しい友達に対して、止まってあげたり、走る速さを緩
めたりなど友達を思いやる様子が見られた。 
④「しっぽとりをしよう」  
・鬼役と尻尾を着ける役とに分かれる。 
・尻尾は２～３本の尻尾を着ける。 
・鬼役は、尻尾を着けた友達を追いかけ、尻尾を取る。 
・尻尾を取ったら、動物（猿、猫、牛）に付けてあげる。 
・鬼役を交代する。 
 
 
 
 
・動物の尻尾を鑑賞する。 
・動物のどこにど
の尻尾を付け
るか考える。 
・取りたい尻尾を
選んで取る。 
・尻尾を着けた役
は、鬼役が取り
やすいように、
待ったりゆっ
くり走ったり
する。 ⑤挨拶・片付け 
〈実践のポイント〉 人間発達科学部 阿部美穂子 
・集団活動には、全員が理解するべきルールがある。じゃんけんは、自分だけ分かってもだ
めで、全員で情報を共有する必要がある。そのような場面では、教師の方で、参加したど
の子どもも場面を理解するためのチャンスと時間を確保できるように、活動の流れの中に
意図的に「溜め」をつくり、情報を共有する手段や仕組みを教えていくことが大切である
だろう。 
・尻尾の長さや素材を異なる物にする、動物に付ける位置を変える、取る本数、ペアで追い
かけるなど、バリエーションは様々に考えられる。鬼ごっこは、子どもが空間を活用し、
知恵を働かせることのできる遊びである。一方向に走るのみではなく、逃げる場所に物を
置けば、先回りができるなど、環境を工夫することで、子どもは逃げ方や捕まえ方を考え
ることが必要となる。どんな遊びでも、子どもが考えて工夫する余地を残すことが重要で
ある。 
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附属特別支援学校  小学部 教諭 越村 早貴子 
 
１ 対象生徒 
（１）小学部 ４年生３名、５年生３名、６年生３名 計９名 
（２）実態 
 １）動くことを好む児童が多い。 
 ２） 友達と一緒に走り回る児童もいるが、役割交代して鬼ごっこをする姿は見られない。 
３）複数の友達同士でルールのある遊びを行う姿はほとんど見られない。 
４）突発的に友達に不適切な接触をしてしまい、トラブルに発展させてしまうことのあ
る児童のいる集団である。 
   ２ 目標 
（１）教師や友達を追いかけたり、逃げたりすることができる。 
（２）鬼ごっこのルールや自分の役割を理解し、役割交代をして友達を追い掛けたり、逃
げたりすることができる。 
３ 活動内容 
（１） お花を植えよう：パラシュートを回して振ってお花を植える畑を耕そう 
（２） 蜂から逃げよう：蜂（鬼役）から逃げて元気玉を取られないようにしよう 
（３） 花屋さんを追い掛けよう：あわてんぼうの花屋さんを追い掛けて花をもらおう 
学習活動 ねらい 
～お花を植えよう～ 
・ビデオ 
・準備 
・パラシュート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜準備＞ 
○畑仕事をするために両手に手袋を着け、 
元気である印の元気玉を腕に着ける。 
＜ビデオ＞ 
○学校にお花を植えてほしいこと、途中蜂
が飛んでくるので気を付けてほしいこと
を副校長先生や教頭先生が伝えるビデオ
を見る。 
＜パラシュート＞ 
○パラシュートを畑に見立て、全員で動 
かす。一人が指示を出し、それを聞いて全
員で動く。（指示を出す役は交代） 
・小さく振る、大きく振る、左右に回る 
・身体接触の機会を減
らすため手袋を着け
る。 
・なじみのある校内の
先生の話を聞き、目的
や意欲をもって活動
できるようにする。 
・鬼に捕まったことが
視覚的に確認できる
ように元気玉を身に
着ける。 
・子どもたちの好きな
パラシュートを使い、
 
＜遊びの指導＞「お花を植えよう～鬼ごっこをしよう～」 
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４．成果 
・お花を植えようでは、畑に見立てたパラシュートを全員で持って回ったり振ったりする
ことで集団活動を楽しみに思う気持ちを高めるための導入としてよい活動となった。子ど
も達は自分の言った言葉を聞いて他の友達が動いてくれることに喜びを感じ、指示を出す
役をやりたがる姿が見られた。 
・蜂から逃げようでは、蜂（鬼役）をするときに、役割の理解が十分でなく友達と一緒に
 
 
 
～蜂から逃げよう～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
～花屋さんを追い掛けよ
う～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（鬼ごっこの時間確保のため、３回目以降
はパラシュートはなし） 
 
＜蜂（鬼役）＞ 
〇黄色い帽子を被って蜂に変身し、友達を
追い掛け、友達が腕に付けている元気玉を
取る。後で数を数えて発表する。 
＜蜂（鬼役）以外の人＞ 
〇蜂（鬼役）に元気玉を取られないように
逃げる。 
・元気玉を取られたら、白衣を着た教師の
待つ、病院に見立てた平均台に座って休憩
する。 
＜ビデオ＞ 
〇あわてんぼうの花屋さんが来るから、お
花をもらえるように走って追い掛けて花
を受け取るという内容のビデオを見る。 
＜花屋さん（鬼役）＞ 
〇あわてんぼうの花屋さんという設定で、
花のカードがたくさんぶら下がった花屋
の箱を引っ張って友達から逃げる。 
＜花屋さん（鬼役）以外の人＞ 
〇花屋さんを追い掛け、花屋の箱から花の
カードを取り、パーティションに貼り付け
てあるプランターの絵に貼る。 
＜ビデオ＞ 
○プランターに花をいっぱい植えたこと
について副校長先生がお礼を言うビデオ
を見る。 
みんなで活動するこ
とへの楽しい気持ち
を高める。 
 
・役割と行動が分かり
やすいように、最初は
教師が蜂（鬼役）をす
る。 
・友達同士の不適切な
身体接触を減らすた
めに、中央のパラシュ
ートの周りを一方通
行で走るようにする。 
 
・友達同士の不適切な
身体接触を減らすた
めに、花屋さん（鬼役）
は箱を引っ張り、他の
人は箱にぶら下がっ
た花のカードを取る
ようにする。 
・花屋さん（鬼役）か
ら花をもらえたこと
が全員で視覚的に確
認できるように、プラ
ンターに花のカード
を貼り付けるように
する。 
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走るだけだったり友達を追い越して走っていた児童が、ねらいを定めた相手に急激にスピ
ードを上げて近付いたり、素早い動作で元気玉を取ったりするようになり、鬼役を理解し
役割交代して活動できるようになった。また、誰の元気玉を取ったのか覚えていて、授業
後に話す姿も見られた。授業の前日になると、「明日蜂になるよ。取るんだから。」と言っ
て鬼役をすることを楽しみにしている児童も見られるようになった。 
・花屋さんを追い掛けようでは、花屋さん（鬼役）が他の児童と比べて早い動きをする児
童であっても、箱が横転する隙をねらって取ったり、自分の前に来たときにさっと手を伸
ばして取ろうとしたりするなど、追い掛ける以外の動きも考えて行う姿が見られるように
なった。 
 
〈実践のポイント〉    人間発達科学部 阿部美穂子 
子ども達に示したビデオは、教師が言葉のみで伝えるものだったので理解できる児童が限
られてしまう。ビデオの内容がどの子にも分かるものにするためには、音を消しても伝わる
ような構成にするとよい。鬼ごっこの環境を一方通行にしたことは、身体接触の機会を減ら
すことができた一方で、子ども自身が考えて多様な動きをする機会が少なくなってしまうと
いうデメリットもあった。子ども自身がより考えて動く機会を増やすための環境を考えてい
く必要がある。花屋さんからお花を受け取るという設定では、実際の展開は花カードを花屋
の箱から奪い取るというものになっていた。「分けてもらう」振舞い方と、「奪い取る」振舞
い方は、実際生活の中では意味が異なるものである。教師が「花を分けてもらいましょう」
と指示しているのに、実際にはお店のものを黙って奪い取るというやり方をすることで、言
葉と行動のミスマッチングが起きている状態となっている。しかし、子どもの実態をみると、
それを単なるゲーム上のこととして、実際の生活場面の意味とは切り離して遊べる子どもば
かりとは限らない。今後、子どもが、自ら考えて遊びを広げたり、工夫したりできることを
見通して活動を構成するならば、まず教師が、子どもに遊び環境を提供する際に、子どもは
それをどのように解釈し、意味付けていくかということも含めて検討して欲しい。 
129
附属特別支援学校 高等部 教諭   野﨑 美保 
１ 対象生徒  高等部 １年４名、２年４名、３年３名 計１１名（当日１名欠席） 
２ 場所 附属特別支援学校 視聴覚室  
３ 活動内容 
日 時 平成２７年 ２月 ９日(月)  ９：３５～１０：２５ 
テーマ 情景を考えて、曲に合わせて身体表現をしよう 
目 標 ・音楽を注意深く聴き、速度、強弱、旋律の表現などを感じ取り、どんな人物や場面を表している
かを考えて、プリントに記入したり、発表したりすることができる。 
・画像などを参考にし、情景や登場人物の特徴などを自分なりに思い浮かべながら、音楽に合わせ
て体の一部を動かしたり、道具を使って表現したりすることができる。 
活 動 教師の支援 
どんな場面か考えよう 
① 音楽を聴いて、登場する人物を考える。
・場面毎に曲を聴き、前回までの意見を参考
に画像を選ぶ。 
・みんなからの意見をまとめ、１から６場面
までの画像をホワイトボードに貼る。 
・前回までの生徒の意見をま 
とめたものを提示する。（音
楽から想像、選択肢から、イラスト
から選択など） 
・登場人物の画像プリントを 
提示する。 
・音楽の速度や強弱などの変 
化で場面の違いを表してい
ることに気付かせる。 
身体や道具を使って表現しよう 
② 音楽や場面に合わせて、身体で表現しよう。 
・自分の表現したい場面を選び、グループ毎
に集まる。 
・担当する場面の音楽に合わせて、身体を動
かす。 
③ 道具と身体を使って表現しよう。
・グループの友達と相談し、使う道具や動き
などを相談する。 
・曲に合わせて、全員で発表会を行う。 
・生徒の様子を見て、動かす
部位を指定したり、動きを
促すような言葉掛けを行っ
たりする。 
 
 
 
＜音楽＞情景音楽「ペルシャの市場にて」 
＜実践のポイント①＞    人間発達科学部  阿部美穂子 
・考えてから動くのではなく、もっと身体を使って自由に動くことが必要。先に動いて体験をすること
で、自分の言葉を使って場面について説明もできるようになる。授業展開を逆にする必要がある。 
130
日 時 平成２７年 ２月 ２３日(月)  ９：３５～１０：２５ 
テーマ 曲に合わせて表現しよう。情景を考えてみよう。 
目 標 ・音楽に合わせて身体の一部を動かしたり、道具を使って表現したりすることができる。 
・画像などを参考にし、情景や登場人物の特徴などを自分なりに思い浮かべて発表することができる。 
活 動 ①の様子 ②の様子 教師の支援 
体や道具を使って表現しよう 
① 音楽に合わせて、身体で表現しよ
う。
・グループ毎に担当場面の音楽に合
わせて身体を動かす。 
② 道具と身体を使って表現しよう。
・使う道具を選ぶ。 
・グループの友達と動きを考え、音
楽に合わせて動く。 
１の場面
・生徒の様子に合わせ、
動かす部位を指定し
たり、動きを促すよう
な言葉掛けを行った
りする。 
２の場面
３の場面
どんな場面か考えよう 
・１～６場面について、選択肢の中の 
どの場面かを考えて発表。 
４の場面
らくだかな？ らくだはゆっくりだ！ ・登場人物の画像を用意
する。 
・音楽の速度や強弱など
の変化に気付かせる。 
＜実践のポイント②＞  人間発達科学部  阿部美穂子 
◆自分で試す機会の大切さ 
・初めの段階は自分でいろいろと試すチャンスが必要である。音楽を何度も聞いているうちに自分で動け
そうな場面が分かってくる。やりたい場面を自己決定することも大切。何が授業の目的なのか考える必
要がある。初めからグループに分けて取り組む本日の展開では試すチャンスがなく、うまく出来なかっ
た失敗した経験となるのではないか。座って待っている生徒の学びはあったか。 
◆動きを引き出すために 
・初めの動きは教師の助けが必要な生徒も多い。教師がヒントを出しながら一緒に取り組むことで、本人
も動けるようになっていく。初めから形づくる流れになると、自信のある生徒しか行わなくなる。自信
のない生徒は、自分で考えることを止め、一歩引いて真似をし始め、それを繰り返すだけになっていく。
自由に、どんどん試せる場面を確保することが大切。 
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４ 成果 
 ・実際に音楽に合わせて動いてみることで、ただ聞いていただけの場合よりも、場面ごとの音楽の速さや強弱、
またはその変化などに生徒自身が気付き、場面毎の音楽が表現する情景のイメージへとつながりやすかった。 
・すべての場面を全員が何度か体験した上で、自分の表現したい場面を選んで取り組んだところ、音楽の速度、
強弱、旋律の雰囲気などを感じ取りながら、自分でいろいろな動きを工夫したり、友達と動きやタイミング
などを合わせて一緒に表現したりする様子が見られた。座って見ている間にも、友達の表現している様子を
興味をもって見たり、次の自分の場面のときに友達の動きを参考にして動きを工夫したりする様子が見られ
た。 
 
 
＜実践のポイント③＞ 
◆自分で考えること 
・生徒がどういう思考を働かせるのかが大切。動いてみて分かったことが、本人が一番考えた部分。
動きを作るためでなく、音楽から感じ取ったことを表現するために考えることが大切。場面を想
像しながら自由に動くことから、場面に合わせた表現へと精度を高めていけるとよい。 
・思考を深めるために音楽を使うなら、充分動きを体験させた上で、自分の表現する場面を決め、
その後、表現方法を工夫したり、友達とフォーメンションを考えたりするとよいのではないか。
例えば、１の場面では、らくだだけでなく商人も出てくるかもしれない。 
・グループの中で仕切るメンバーがいると形にはなるが、皆で協力して作り上げる経験になってい
ない。言葉ではないメッセージを受け取りながら、他の人の動きに合わせて考えて動く体験をす
ることが必要。言われたから動く、書いてあったから動く、ということではなく、自分で考えて
動くことが大切。 
・もう一度するのかどうかについても、自分たちで考えて行うという自己判断ができるようにした
い。 
 
◆音楽から情景を考える場合 
・言いたそうにしている生徒を当てるとよい。 
・全員がはじめの段階で、音楽に合わせてすべての場面を動いていたならば、「あの場面かな？」
と分かったのではないか。全員が動きを体験した中で場面を考えていけるとよい。 
・各場面で意見が分かれた場合には、同じ意見の人が集まって動きを作ってみて、お互いに見比べ
た上で再度考えられるとよい。 
・音楽に合わせていろいろ動いた後で、選択肢を当てはめていく方法で行うとよい。動いて確かめ
た上で、より○○らしくするために、もっと動きを作っていく流れにするとよい。生徒の思考の
流れを大切にして授業を展開することが大切である。 
・六つの場面を全部体験してみた上で、全員が六つの場面のカードを持ち、それを表に貼っていく
などの方法もある。 
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                   附属特別支援学校 高等部 教諭 栗林 睦美  
１ 対象生徒  
（１） 高等部 1 年５名、2 年２名、3 年４名 計 11 名 
（２）実態 
 １）体の使い方にぎこちなさがある。 
    ２）友達と一緒に動きを合わせて活動する経験が乏しく、難しい。 
 
   ２ 場所 
     附属特別支援学校 体育館 
 
３ 目標 
（１）個別の指導計画の自立活動の目標 
   体の使い方を考えて、いろんな姿勢や動きを組み合わせた運動や友達と関わりなが
ら息を合わせて動く運動に取り組むことができる。 
 
（２）単元の目標 
 １）道具を使ったいろいろな運動を通して、自分の体を意識し調整しながら動かすこと
ができる。 
 ２）友達と一緒にダンスしたり、パラシュートを動かしたりする中で、動きを工夫する
タイミングを合わせる、指示を聞いて動く、空間を意識して動くなど周りとコミュニ
ケーションを取りながら楽しく活動することができる。 
 ３）道具の扱いに気を付け、友達と協力して活動の準備や片付けができる。 
 
４ 活動内容 
（１） ダンス（アジアの海賊）…音楽に合わせ、いろいろな道具を使って工夫して踊ろう。 
・道具のもつ特質を生かして創造的に 
・一人からグループへ 
・空間を使って（上下、左右、高低、前後）：個人空間と共同空間 
（２） プレイバルーン（戦場のメリークリスマス）…パラシュートを使っていろいろな動
きを友達と一緒にしよう。 
・強弱を意識して 
・友達と合わせて 
（３）キャスターボードゲーム…いろいろな姿勢でキャスターボードに乗ってゲームをし
よう。 
   ・体の使い方を工夫して 
   ・友達と協力して 
＜高等部 自立活動＞ 
「いろいろな道具を使って体を動かそう！」 
～工夫しよう、考えて動こう、合わせよう～ 
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学習活動 ねらい 
ダンスムーブメント 
（アジアの海賊） 
 
＜動きの発表＞ 
○自分が使って踊ってみたい道具を選び、
その道具を使って、どんな動きができる
か、考えて発表する。 
（教師の支援） 
・生徒が自由に考えた動きに加えて、応用
できる動きを紹介する。（速さ、方向、高
低、強弱など変えて） 
道具：鳴子、うちわ、スカーフ、リボン 
＜全員で＞ 
○円になって好きな道具を持って自由に
踊る。（一人、ペアなど自由） 
（教師の支援） 
・動きが広がらない生徒に対して、一緒に 
踊って動きのヒントを与える。 
＜チームに分かれて＞ 
○２グループに分かれる。 
（チーム A、チーム B） 
○チームとしてのダンスを表現する。 
・チームで分かれて動きを相談する。 
・チームで練習する。 
・順番にステージで発表する。 
・感想を発表する。 
・道具の持つ特質を生か 
し、使い方を工夫した 
り、関わったりする。 
・音楽をよく聴き、音の 
強弱、テンポに合う自 
分なりの表現を動きで 
表す。 
・慣れてきたら指定され 
た空間を自由に使って 
チームとしてのダンス 
を表現する。 
・友達の動きに合わせた 
自分の動き、友達の動 
きやチーム全体の動き 
を生かした自分の動き 
など周りの動きを考え 
ながら自分の動きを工 
夫する。 
・他のチームのダンスを 
見て、よかったことを 
発表したり、自分たち 
の踊りの参考にしたり 
する。 
プレイバルーン 
（戦場のメリークリスマス） 
 
○パラシュートの色分けされたところ
（赤、青、白）を順手で持って立つ。 
○教師の指示を聞いてその動きをする。 
・振る（大きく、細かく、色別に） 
・上下に動かす 
・引っ張る、縮まる 
・膝立ちで止まる、動かす 
・歩く（右回り、左回り） 
・走る（右回り、左回り） 
・パラシュート飛ばし 
・ドーム作り 
○音楽に合わせてパラシュートを動かす。 
（教師の支援） 
・動きがイメージしやすい言葉を使う。 
・色の部分を順手でしっ
かり持つことができ
る。 
・教師の動きへの指示や
強弱などを表した手の
動きを見て、調整しな
がら手や体を動かす。 
・パラシュートを媒介に 
友達と動きを合わせる 
ことを経験する。 
 
134
４成果 
 ・ダンスムーブメント「アジアの海賊」では、道具の特性から導かれる生徒の自由な表
出を生かして集団で表現した。毎回道具を見せ、「どうやって使う？」と聞くことで、
スカーフ、うちわ、鳴子、リボンといろいろな動きを考えて発表することができた。
道具を使って単純に一人で踊って楽しむ段階から、ペア、チームとしての動きを考え
ることができるようになり、より高い次元で創造的な動きを工夫しながら踊ることが
できるようになった。友達の動きに合わせた自分の動き、友達やチームの動きを生か
した自分の動きを個人と共同の空間を使って友達や教師とコミュニケーションしなが
ら動くことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
キャスターボードゲーム 
 
 
 
 
 
 
 
＜綱渡りゲーム＞ 
・２グループに分かれる。 
・三つつなげたキャスターボードに正座 
してロープを手繰り寄せて前進し、壁に
到着したら、方向を変え、腹ばいでキャ
スターボードに乗って戻り次の友達と
交代する。 
・次の友達はキャスターボードの友達が 
ロープを手繰り寄せやすいようにロー
プを持っている。 
・早く全員が終わったチームが勝ち。 
＜宝探しゲーム＞ 
・２グループに分かれる。 
・それぞれがキャスターボードに乗って 
散らばった宝物（ビーンズバック）を取
りに行って自分のチームの籠に入れる。
（１分） 
・ビーンズバッグの数をチームのメンバ 
ーが交代で投げながら数える。 
・たくさん集めたチームの勝ち。 
（教師の支援） 
・体を協調して使っていない生徒には、 
一部だけ使うように促す。（キャスター
ボードに正座して、手だけでこぐなど） 
・体の重心が安定する位 
置を見付け正座し、ロ 
ープをひっぱりながら 
前進する。 
・腹ばい姿勢で両手でこ 
いで前進する。 
・友達が早く進むことが 
できるように、チーム 
でロープを持つ、応援 
するなど協力する。 
 
・ビーンズバッグの場所 
を覚えたり、確認した 
りする。 
・乗り方を工夫して、ビ 
ーンズバックをたくさ 
ん集める。 
・教師の言葉掛けと合図 
を聞いたり見たりして 
集めたビーンズバッグ 
を一つずつ投げながら 
数えることができる。 
 
 
 
 
 
 
  
チーム A   
姿勢の高低、静と動を取り
入れた構成 
N さんのソロ、他は舞台袖へ 
ステージ空間の工夫と個と集団
の使い分け 
友達の動きを生かしたスカ
ーフくぐりの工夫 
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 ・プレイバルーン「戦場のメリークリスマス」では、最初、パラシュートを順手でつか
む、手首を細かく振って動かす、腕を上げ続けることが難しかったが、繰り返しの中
で教師の言葉をよく聞き、振り方に強弱を付けたり、友達と動きを合わせて、ドーム
を作ったり、パラシュートを飛ばしたりすることができた。 
 
 
 
 
       ドーム         パラシュート飛ばし 
 ・キャスターボードを使ったゲームでは、キャスターボードの滑る、回転する、スピー
ドがあるなどの特質を生かしたゲームを楽しみながら、正座で手でこぐ、座って足で
こぐ、腹ばい姿勢で手を使ってこぐなど体を上手に動かせるようになった。友達と協
力し合ったり、応援したりする様子が多く見られるようになった。 
 ・この授業を通して、生徒は積極的に上記の活動に参加し、片付けや準備も主体的に行
うようになった。活動中の笑顔が増え、自立活動の時間を楽しみにしたり、終わった
後、楽しかったと感想を伝えたりする生徒が増えた。 
 
 
 
 
〈実践のポイント〉  人間発達科学部 阿部美穂子 
 子どもたちだけのダンスに教師が加わることで、動きを広げられない子どもも動き出し
ている。前回は教師がそばで見ているだけだったため、動きの広げられない子どもは同じ
動きの繰り返しをしていた。段階を経て、教師は見守ったり、必要であれば、積極的に入
ったりし、子どもの動きを広げる役割が必要である。今回、教師がとてもよい関わりをし
ている。言葉のない子どもが教師やチームの友達と体の動きを使ったコミュニケーション
を行っている。空間の中での相手との距離や相手の動きを感じ取って自分も動く。教師が
動きなどを教え込みゴールを決めるのではなく、教師が予測した範囲を超えて子どもたち
が動きを生み出していくような流れが大切である。今回は、知的障害のある生徒の創造力
をうまく引き出したダンスパフォーマンスとなっている。パラシュートは、友達と一緒に
ドームを作ることで一体感が出てくる。近づいたときに、お互いの顔を見て「こんにちは」
などと言葉を発して挨拶してもよい。キャスターボードに上手く乗れない子どもに対して、
動きを教える必要がある。正座して手だけでこぐ、座って足だけでこぐなど一つの部位だ
けを動かすことから始め、複数の部位を協調させて動かすことへ発展させるとよい。 
 
 
チーム B   
リボン、うちわ、スカーフ（腰
に巻く）、鳴子を工夫して使
ってその場で自由に 
教師の関わりで、空間を移
動し、動きに変化 
サイドステップ、ジャンプ 
新しい動きが表出 
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障害理解教育グループ 
視覚障害理解教育の実践とその効果４ 
－具体的な援助の方法を知る取り組み－ 
 
  代   表 ： 西館有沙 
  附属幼稚園 ： 岩田郁代 
  附属小学校 ： 秋盛勇、阿久津理、鼎裕憲 
  附属特別支援学校 ：黒地忍 
  研究協力 ：  阿部美穂子、岡崎誠司 
 
 
１．はじめに 
 過去３年の実践において、視覚障害者がすべてに援助を必要としているわけではないこ
とや、視覚障害者がどのような工夫をしながら生活を送っているかを子どもたちに伝えて
きた。1 年目と 2 年目の授業では、「目が見えないと何もできない」という子どもたちの
誤解を解くことに重点をおいた。これにより、視覚障害者は何もできないわけではなく、
さまざまな工夫をして生活をしていると認識する子どもが授業後に増えたことが確認され
た。また、3 年目の授業では、視覚障害者が屋外を移動する時にどのような点に困難を感
じているか、どのような工夫があればその困難を解消できるかを伝えた。 
徳田・水野（2005）は、障害理解の発達段階を「気づきの段階」、「知識化の段階」、「情
緒的理解の段階」、「態度形成段階」、「受容的行動の段階」の 5 つに分けて示しており、段
階に沿って指導や教育を進めることで、障害理解は促進されていくと述べている。水野・
徳田（2014）は、障害があっても工夫をすれば障害のない人と同じように生活できるこ
とを知った後には、障害者と共に生きる社会をつくるために必要とされることは何かにつ
いて学ぶべきであると述べている。これは具体的には、障害者が日常生活において困るこ
とを知り、どのような工夫があればその困難を解消できるのか、自分たちはどのように援
助を行えばよいのかについて知識を得るということである。 
 
２．今年度の研究の目的 
今年度は、視覚障害者への援助に焦点をあて、視覚障害者がどのような場面でいかなる
援助を必要としているかを知ること、視覚障害者に物の特徴を伝えるための説明の仕方を
知ることを目的とした授業を実践した。 
 
３．小学 5 年次を対象にした総合的な学習の時間における教育実践 
（1）実践の手続き 
対象児は、1 昨年に 2 コマ、昨年に 2 コマの授業を受けた小学校第 5 学年 2 クラスの
子ども 79 名であった。1 クラスにつき総合的な学習の時間 2 コマ（1 コマ 45 分）を使
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って、視覚障害理解教育を行った。1 コマ目の授業の実施時期は 2013 年 12 月 17 日、
2 コマ目は 12 月 18 日であった。授業は 1 クラスずつ、各クラスの教室内において大学
教員 1 名が行った。 
 
（2）各コマの授業テーマと内容 
本実践において用いた指導案を表 1、2 に示した。1 コマ目の授業のねらいは「援助が
必要な場面と援助の仕方を知る」であった（表 1）。1 コマ目の最初に授業前アンケートを
実施した。授業の導入では子どもたちに，助けてよいかどうか迷った経験や，助けたい気
持ちはあったが行動に移せなかった経験はあるかを尋ねた。また，援助の抑制要因にはど
のようなものがあるかを説明し，他者を援助するためには，その人が援助を必要としてい
るかどうかを判断できる知識と，正しく援助するための知識が必要であることを伝えた。 
次に展開①として、「点字ブロックをふさぐ駐輪自転車」、「横断歩道前で信号が変わるの
を待っている視覚障害者」、「町中を白杖で点字ブロックを確認しながら一人で歩く視覚障
害者」、「公衆トイレ」の絵や写真を 1 枚ずつ見せて、「視覚障害者は困っているか」「どの
ような援助が必要か」について子どもたちとやりとりをした。 
展開②では、視覚障害者を手引きの仕方について４択のクイズを出した。子どもたちに
示した選択肢は「白杖を引っぱる」「手をたたいて音で知らせる」「うでをつかんでもらう」
「かたに手をまわして後ろからやさしく押す」であった。 
 2 コマ目のねらいは「視覚障害者に物の特徴を伝えるにはどうすればよいかを知る」で
あった（表 2）。導入では、前回の授業の振り返りを行った。 
展開①では、視覚障害者役の子どもを 1 名選んだ。視覚障害者役の子どもは、教室前に
座り、目隠しをした。授業者は、これから行う活動について、目隠しをした子どもにある
アニメ番組の 1 キャラクタの説明をしてもらうこと、これからそのキャラクタのビニル人
形を見せるが答えを口に出さないこと、説明は1人ずつ前に出て行うことを伝えた。次に、
説明を行う際のルールとして、まずは言葉だけでキャラクタの特徴を伝えること、番組名
や他のキャラクタの名前を出してはいけないことを伝えた。活動の内容やルールを子ども
と共有した後に、授業者はキャラクタのビニル人形を子どもたちに見せた。子ども数名が
キャラクタの色や身体の特徴、そのキャラクタの仲間の特徴を伝えた後に、授業者は、視
覚障害者役の子どもにビニル人形を触ってもらいながら説明を行うというルールを追加し
た。この方法を、別の子ども数名が試した。これらのやりとりの後に、視覚障害役の子ど
もはキャラクタの名前を答え、目隠しを取って自分の答えがあっていたかどうかを確認し
た。授業者は視覚障害者役の子どもに、どのような説明がわかりやすかったか、どの説明
で迷ってしまったかを尋ねた。子どもの回答を受けて、授業者は視覚障害者に物の説明を
行う際のポイントを整理して伝えた。 
次に、二つの商品を、その違いがわかるように視覚障害者役に説明するという活動を行
った。子どもあるいはクラスの担任教員が視覚障害者役を務めた。子ども数名が、視覚障
害者役に商品を触らせながら、色や構造などについて説明を行った。子どもたちが説明を
行った後に、視覚障害者役に、どちらの商品を欲しいと思ったかと、その理由を尋ねた。
最後に視覚障害者役に目隠しを外してもらい、目で確認した商品が思い描いていた物と近
かったか、どの説明がわかりやすかったかを尋ねた。 
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表 1．指導案（1 コマ，場所：教室） 
学習活動 主なねらい（○）と内容（・） 
0．事前調査（5 分） ・さまざまな場面の絵や写真を見て、その場面で自分に何ができ
るかを考え、回答する。※援助に関する意識についても答える。
1. 導入（5 分） 
 本時の内容説明 
〇本時の活動を知る 
・困っている人を見かけたけれど、手伝うことができなかったと
いう経験を思い返す 
・援助行動を妨げる要因について説明する。 
・援助に関する知識を身につけることが、援助行動を促進させる
ことを伝える。 
2．展開① 
場面ごとに援助の
必要性や援助方法
を考える 
 （24 分） 
○具体的な場面における援助の必要性や援助方法を知る。 
・次の場面における援助の必要性と、自分たちにできることを
考える。子どもの回答を聞いた後に教員が解説する。 
①点字ブロックを塞ぐ駐輪自転車 
②横断歩道前で信号が変わるのを待っている視覚障害者 
③町中を颯爽と歩く視覚障害者 
④トイレでの援助 
3．展開② 
適切な援助の仕方
を知る（1 分） 
〇適切な援助の仕方を知る。 
・正しい手引きの形に関するクイズを出題する。 
・子どもの回答を聞いた後に、授業者が解説をする。 
 
表 2．指導案（1 コマ，場所：教室） 
学習活動 主なねらい（○）と内容（・） 
1．導入（3 分） ・前回の内容を振り返る。 
・本時の内容について説明する。 
2．展開① 
 視覚障害者との会
話の内容や説明の
仕方を知る（40 分） 
○視覚障害者との会話の内容や説明の仕方を知る 
・活動「目の見えない人に説明してみよう」を行う。 
 ①児童 1 名が視覚障害者役を務める。視覚障害者役が目隠しを
した後に、授業者が、キャラクタのビニル人形を示す。 
②児童数名が 1 人ずつ前に出て、アニメ番組名やキャラクタ名
を出さずに、言葉でキャラクタの特徴を説明する 
 ③児童数名が 1 人ずつ前に出て、キャラクタのビニル人形を触
ってもらいながらその特徴を説明する 
 ④視覚障害者役がキャラクタの名前に気づいたところで、説明
を止め、答え合わせをする。 
 
 ⑤視覚障害者役の児童が、どの説明がわかりやすかったか、ど
のような説明に迷ってしまったかを述べる。 
⇒授業者が視覚障害者に説明をするときのポイントを解説する。
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・活動「目の見えない人に商品を紹介しよう」を行う。 
 ①担任教員が視覚障害者役を務める。視覚障害者役が目隠しを
した後に、授業者が、二つの商品（モニタ用モップ）を見せ、
「二つの商品の違いがわかるように、かつ商品を買いたくな
るように紹介してください」と伝える。 
 ②児童 1，2 名が 1 人ずつ前に出て、視覚障害者役に商品を触
らせたり、その特徴を伝えたりする。 
 ③視覚障害者役の教員が、説明を受けて「買いたい」と思った
商品はどちらであるかを選ぶ。 
 ④視覚障害者役の教員は目隠しをとり、自分が選んだ商品を見
て、イメージ通りであったかを述べる。また、わかりやすか
った説明、わかりにくかった説明について感想を述べる。 
⇒授業者が解説する。 
３．まとめ（2 分） ・本時の活動において、コツをつかむことで、視覚障害者への説
明の仕方が徐々にうまくなっていったことを伝える。 
 
 
写真１．目隠しをした児童に、手渡した物の特徴を伝えている場面 
 
４．授業中の子どもの様子 
（１）1 コマ目の授業 
 展開①において、子どもに「点字ブロックを塞ぐ駐輪自転車」の絵を示した際に、子ど
もたちから「よくある」「困るよね」といった声が挙がった。この場面で視覚障害者は助け
を必要としているかを尋ねたところ、「点字ブロックの上に自転車があるから」「目の見え
ない人が自転車にぶつかってしまう」「目の見えない人が通れない」「もしも自転車にぶつ
かったら、自転車が倒れてしまう」といった意見が出された。そこで授業者が、この場面
でどのような援助が必要となるかを尋ねると、「目の見えない人がここを通ろうとしている
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のを見かけたら、誘導する」という回答があった。授業者がさらに、点字ブロック上の自
転車をどうすべきかを問いかけると、「消しちゃう」「消してしまっては持ち主が困るよ」
「法律で禁止する」「『止めないで』という貼り紙をする」といった声が挙がった。ここで
授業者は、自転車にテープや糊で貼り紙をすると自転車に傷がつくため、それ以外の方法
で啓発が必要であること、自転車を点字ブロック上から歩道の端に移動させる方法がある
ことを伝えた。 
 横断歩道前で視覚障害者が信号待ちをしている場面については、「青になれば音声で教え
てくれるので助けは必要ではない」という考えが複数の児童から出された。児童は 3 年次
の授業と 5 年次の授業で音声信号機について学んでいたため、この設備があるのだから、
視覚障害者は一人でも道路を渡れると考えたようである。授業者が、音声信号機がついて
いない横断歩道があることを伝えた。また、そのような場所では、視覚障害者は自動車の
走行音や周囲の人の足音から信号の変化を判断しているために、信号無視をする人がいる
と誤って赤信号の横断歩道を渡る可能性があることを伝えた。児童からは「うわー」とい
う驚きの声が挙がる。ここで、改めてどう対応したらよいかを尋ねると、「『今、赤です』
と言う」「『信号が青になりました』と言う」などの提案が出された。 
 町中を視覚障害者が点字ブロックを確認しながら歩いている場面では、複数の児童が「助
けは必要ない」「普通に歩いている」と述べ、全員がそれに同調した。授業者は、視覚障害
者は慣れた道であれば助けを必要とせずに歩けることを児童と確認した。対象児は、「目が
見えなくても工夫をすればさまざまなことを一人で行うことができる」ことについて学習
を重ねていたため、援助の必要性の有無を正しく判断できたと考えられる。 
 視覚障害者を手引きする際の正しい形については、前年の授業でも学習していたため、
全員が正答した。視覚障害者の持っている白杖を引っぱる絵を見た際には、児童から「こ
れは一番やってはいけないことだよ」という指摘が挙がった。 
（２）２コマ目の授業 
 アニメ番組のキャラクタについて、言葉で説明することを求められた児童は、「身体の色
はオレンジ」「目の色は緑」「手にキャンディを持ってる」「足と手は白」「角が一つある」
「角はアンテナみたい」「相棒がいる」「相棒の色は黒」「毎回、最後にはやっつけられる」
「そのキャラクタは、正義の味方のうちの一人が好き」「手足は短い」「悪魔みたいなしっ
ぽがある」「相棒は角が二つ」「目が二つで、顔の周りの形がミッキーみたい」など、ビニ
ル人形を見ながら細かい特徴を挙げた。 
 視覚障害者役の子どもからは、「身体がオレンジで角があるというところがヒントになっ
た。でも、手にキャンディを持っていると言われて、わからなくなった」という感想が述
べられた。授業者は、物が見えていない相手に伝えた方がよい情報と、伝えない方がよい
情報があることを説明した。 
 
５．子どもの認識の変化 
（1）方法 
 授業を受けた第 6 学年 2 クラスの子ども 78 名に対し，自記式の質問紙調査を授業前と
授業後に行った。授業前後の回答について個の対応を図るため，質問紙には好きな言葉と
動物を組み合わせたニックネームを記入させた。 
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 質問紙では，徳田（1990；1991）が開発した多次元態度尺度のうち，「交流の当惑」
の次元に含まれる 9 項目についてどの程度そう思うかを，5 件法を用いて尋ねた。また，
「目に障害のある人のために今の自分ができることはたくさんある」と思うかどうかを 5
件法で尋ねた。さらに，「目に障害のある人を手伝う自信」がどの程度あるかについても 5
件法で尋ねた。 
（2）結果 
 「交流の当惑」について尋ねた 9 項目の得点の合計について平均値を算出し，対応のあ
る t 検定を行った。その結果，授業後に「交流の当惑」は有意に低まっていた（t(77)=7.57, 
p<0.01）。下位項目ごとの変化を図 2 に示した。図 2 より，「視覚障害者も自分と同じ世
界に生きている」は授業前からそのように考える子どもが多く，授業前後で有意差はなか
った（t(77)=1.11, n.s.）。これ以外の項目「気軽に声をかけられる」「ためらいなく物を
尋ねられる」「迷わず手を貸せる」「困っている時に迷わず援助できる」「コミュニケーショ
ンをとれる」「あまり気を使いすぎない」「変な遠慮はしない」「関心がある」については「そ
う思う」と答えた子どもが授業後に有意に増えた。 
 また，視覚障害者のために，今の自分ができることはたくさんあると思うかについて，
授業前の平均は 3.58，授業後は 4.23 であり，授業後に有意に高まっていた（t(77)=5.48, 
p<0.01）。 
さらに，視覚障害者を手伝う自信がどの程度あるかについて，授業前の平均は 2.73 で
あったのに対し，授業後は 3.79 であり，授業後に有意に高まった（t(77)=8.39, p<0.01）。 
 
 
 
図１．授業前後における「交流の当惑」の得点の変化  **：p<0.01 
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t 値 
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れる 
|———|—●—|—▲—|———| 
1   2   3   4   5 
3.42 
(1.03)
2.51 
(1.02) 
7.42**
視覚障害者にためらいなくもの
を尋ねることができる 
|———|——●|—▲—|———| 
1   2   3   4   5 
3.64 
(1.01)
2.87 
(1.06) 
6.67**
視覚障害者を見ると、迷わず手を
貸すことができる 
|———|●——|▲——|———| 
1   2   3   4   5 
3.06 
(1.04)
2.32 
(1.00) 
5.33**
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3.00 
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2.22 
(0.99) 
6.28**
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2.86 
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|———|—●—|▲——|———| 
1   2   3   4   5 
3.14 
(0.99)
2.63 
(1.03) 
3.67**
視覚障害者に対して変な遠慮は
しない 
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3.00 
(1.09)
2.54 
(1.09) 
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視覚障害者に対して関心がある 
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3.06 
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3.11* 
** p<0.01, * p<0.05 
図 2．授業前後における「交流の当惑」の下位項目ごとの得点の変化 
 
６．まとめ 
 本実践のねらいは、子どもたちが「自分たちにも視覚障害者の援助ができる」という自
信と、その裏づけとなる知識を身につけることであった。授業前後の調査より、このねら
いにそった変化が児童に見られた。 
 今後は、視覚障害に限らず、子どもたちの多様性の理解をいかに促していくかについて、
さまざまな機会の活用を念頭に、実践と検証を重ねていきたい。 
 
引用文献 
水野智美・徳田克己（2014）身体障害、発達障害の理解教育の段階モデルの提案，障害
理解研究，15，1-8． 
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ICTの教育利用グループ
  代   表    ： 長谷川春生 
  附属小学校   ： 橋本大一郎，岩滝修二，阿久津理，鼎裕憲 
福田慎一郎，細江孝太郎   
附属特別支援学校 ： 泉溪正十，坂田喜和子   
学部       ： 山西潤一，高橋純，水内豊和 
１．活動の目的 
教育における ICT 活用の在り方を考え，授業実践等を通して ICT 活用の効果を明らか
にする。 
２．本年度の活動内容 
平成 27 年 10 月開催の全日本教育工学研究協議会全国大会の公開授業校である附属
小学校と特別支援学校，そして学部教員が共同で ICT の教育利用について研修を行い，
授業実践を通してその有効性を明らかにすることを目標に活動を進めた。 
（１）研修会等への参加 
研修会に参加し，小中学校等における ICT 活用の現状や効果的な活用方法について
研修を深めた。 
① 第１回 富山 ICT 活用授業研究会
・日時：平成２６年 7 月 5 日（土）14:00-17:30 
・場所：富山大学人間発達科学部第 3 棟 331 教室 
② 第 2 回 富山 ICT 活用授業研究会
・日時：平成２６年 11 月 29 日(土）13:30-17:10 
・場所：富山大学人間発達科学部第 3 棟 331 教室 
③ 第 3 回 富山 ICT 活用授業研究会
・日時：平成２７年 1 月 24 日（土）13:30-17:00 
・場所：富山大学人間発達科学部第 3 棟 331 教室 
④ 人間発達科学研究実践総合センター研究会
「授業におけるタブレット端末の活用はどうあればよいか－ICT 活用の効果や授
業実践例から考える－」 
・平成 26 年 6 月 28 日（土）14:00～17:20 
・場所：富山大学人間発達科学部第 1 棟 111 教室 
⑤ 人間発達科学研究実践総合センター研究会
「学習活動におけるタブレット端末の活用はどうあればよいか」
・日時：平成 26 年 11 月 15 日（土）14:00 ～17:20
・場所：富山大学人間発達科学部第 1 棟 111 教室 
（２）授業実践等を通したタブレット端末の有効性の検討 
附属小学校 鼎 裕憲 教諭による取組において，タブレット端末を授業等で活用する
ことの成果と課題について検討を行った。 
144
富山大学附属小の授業におけるＩＣＴ活用の現状と課題 
－ 考える・表現する場でのタブレットの活用に向けて － 
 
 鼎 裕憲（富山大学人間発達科学部附属小学校） 
 
 本校では 2015 年 10 月 9，10 日に行われる全日本教育工学研究協議会全国大会に向けて 2014
年 9 月より子供用タブレット（TPC）40 台とそれらを運用するためのＰＣ、電源保管庫等を借り受け
授業におけるＩＣＴの活用はどうあればよいかの実証研究を行っている。子供が日頃から TPC を使い
慣れることに加え、自分の考えをつくったり、表現したりする場で TPC の有効性について考察する。 
 
１ TPC 導入前の ICT 土壌 
 本学級では TPC の導入以前から、以下の ICT 機器を揃え、日常的に利用してきた 
60 インチ液晶テレビ、実物投影機、ノート PC、プリンター、子供用デスクトップ PC、 
デジタルカメラ 
  このうち、液晶テレビと実物投影機は、教師が授業の中で頻繁に使用していた。 
（１）教師が利用 
  以下は、教師が行ってきた主な ICT 利用である。  
・ 教科書、資料集の図を大きく映す。 
・ 理科の細かな実験操作を映して指導する。 
・ 課題の焦点化のために、不要な部分を見せずに、見せたい部分だけを見せる。 
・ 比較して見せる。 
・ 写真を提示する。 
・ キッチンタイマーを大きく映す。 
教師がほぼ毎時間、液晶テレビと実物投影機を使うことで、子供たちも自分の考えを発表する
ときに使うようになった。 
（２）子供が利用 
   最初は自分の書いたワークシートやノート 
を単に映して発表していたが、慣れてくると見
てほしい部分を指で指して説明するようになっ
た。（写真１左）さらに、自分の考えの根拠とな
る細かい内容は実物投影機で映し、話す内容は
要約して、主張したいところだけを話す子供（写
真１右）も出てきた。見てもらうだけで伝わる
部分と説明が必要な部分を判断して発表する姿である。 
実物投影機を上手に使う子供が出てくると、他の子供たちも「自分も同じように使ってみたい」
と感じるようになり、学級全体がテレビに映して発表することができるようになった。 
書いたものを発表するだけではなく、実物投影
機に映しながら書くことも定期的に行った。例え
ば、毛筆の時間には前時に上手に書けた子供がみ
んなの前で、テレビ画面に映しながら作品を書い
た。（写真２）書いている子供は当然緊張していた
が、見ている子供たちも同じように緊張し、一画
一画を真剣に見ていた。書き終わった後には自然
と大きな拍手が出た。教師が黒板で気を付けると
ころを話すことはもちろん大切だが、それに加えて子供が書く場を ICT を活用して作ることで、
子供たちは細部まで気を付けて見て、自分の作品に生かしたり、友達のがんばっている姿から意
写真１ 左：指でさしながら実物投影機を使う子供 
    右：根拠となる考えを提示する子供 
写真２ 実物投影機で写しながら書写のお手本を書く子供 
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欲を高めたりすることができた。 
デジタルカメラも子供たちが使いやすい ICT 機器
の一つであった。写真３は５年理科メダカの学習で子
供が撮影した写真である。左の写真は雄と雌の体の違
いを発見した子供が自分の意見の証拠として撮影し、
テレビに映して発表した。雄と雌が同じフレームに入
るまで何度も撮り直しをした。右の写真は「自分のメ
ダカが卵を産んで子孫を残すためにはどうすればよ
いか」という課題に取り組んだときのものである。メダカが安心して生活できる環境を水槽内に
整えてそれを写真に撮り、テレビで映しながら説明した。 
写真４は５年理科電磁石の学習で、磁力と電流の関
係に着目した子供が撮影したものである。左の写真は
自分が作った回路である。１人に一つしかない実験道
具で数種類の回路を作ろうとすると前の回路は崩さな
くてはならない。そこで、図と写真に残し、発表のとき
に利用した。右の写真は、実験結果を映したものであ
る。自分の考えに説得力をもたせるために、写真を撮っ
た。この子供たちは、自分が何を調べているか、何が主張点になるかを考えながら実験を行って
いた。それは、課題が焦点化されていることはもちろんであるが、デジタルカメラを効果的に使
う方法、学習の見通しを子供自身が考えていた姿である。 
 
２ TPC 導入の初期段階 
  2014 年 9 月に子供１人 1 台の TPC が導入された。導入初期段階では TPC の効果的な活用方
法を模索しながらも、まずは慣れることが重要と考え様々な場面に TPC を使い、そのときの子供
の動きと効果を検証していった。 
（１）授業実践 
 ① 教師が提示する 
   写真５は、理科で光合成の実験をするときに提示した動画を作ってい
る様子である。教師は実験方法を子供たちに板書を使って説明するが、
それだけでは細かな動きは分からない。また、実験の経験が少ない小学
生段階にとって、具体的に操作をイメージすることは見通しをもつこと
にもつながる。また、動画を使わず一つ一つの操作で手を止めさせて指
示を出す方法もあるが、意欲が下がってしまう子供もいる。そこで、実験
方法を説明した後に手作り動画を見せることで、子供たちは実験につい
てイメージをもつことができた。手作り動画といっても、実験の説明を動
画で撮影しただけの単純なものであり、容易に作ることができ、教師の負
担は軽かった。 
   写真６は、体育の長距離走でタイマーとして利用した。ストップウォッ
チのフリーソフトを用いた。子供は自分のラップタイムを見ながらトラ
ック 1 周の走るペースをつかんでいった。 
 
② 班で 1 台の TPC 
  写真７は音楽の学習で TPC を用いた時のものである。1 曲の中に何回
の繰り返しがあるか、同じ繰り返しなのか、それとも少しずつ変化してい
るのか。これを班で話し合いながら見つける活動をした。子供たちはTPC
のメディアプレーヤーで何度も再生したり、停止したりしながら課題を
行った。1 台の TPC を班で用いることで、操作しながら自然と話し合い
が生まれ、鑑賞が苦手な子供もしっかりと理解することができた。 
写真３ 右：子供が撮影した、自分の水槽内 
    左：児童が撮影した、雌と雄の写真 
写真４ 右：実験結果を拡大したもの 
    左：子供が作った回路 
写真５ 理科動画教材作り 
写真６ ストップウォッチと
して利用 
写真７ 曲を繰り返し聞く子供 
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  写真８は、理科で月の表面をスケッチしている様子である。ＮＡＳＡ
の月の映像を各班のＴＰＣに配信し、それを詳しく見てスケッチした。
同じ画像をスケッチすることで、自然と子供の中で話し合う姿が見られ
た。また、カラー印刷をする必要がないためコストの削減にもなった。
ただし、使っているアプリケーションでは拡大縮小ができないため、今
後、アプリケーションの改良も含めて課題がある。 
  写真９は植物の蒸散について実験を行い、結果を撮影し
た。実験前と実験後をカメラで撮ることで、その違いがはっ
きりと分かった。子供は同じ現象を見ても「ちょっと水がた
まった」「たくさん水がたまった」とどのくらいたまったかを
主観的にとらえる。そこで、文章で残す以外にもカメラで撮
ることで、後の話し合いで客観的にとらえる助けとなる。（水
の体積を測定して定量的に扱っても良いが、今回の実験は写真で十分であると考えた。） 
   
 ③ １人に１台の TPC 
   写真１０は、社会科や総合的な学習の時間に調べ物学習をしている様
子である。１人に１台の TPC 利用はこの使い方が最も多い。自分のテ
ーマに合わせてインターネットから必要な情報を取捨選択して書き取
った。当初はホームページの文字をただ写すだけだったが、慣れるにつ
れて、複数のホームページを閲覧して同じ内容であれば信憑性が高いと
判断し、書かれている内容を自分の言葉で書き直す姿が見られた。 
   写真１１は研究発表をしている様子である。自分が取り組んだテーマ
をワークシートにまとめ、それを発表するときに TPC を用いた。子供
たちは見せる資料を絞ったり、見せたい部分だけを切り取ったりと、限
られた時間の中で自分の主張したいところを焦点化して話す工夫をし
た。 
   写真１２は、国語科で音読練習をしている様子である。物語を読み取
り、どのように読めば登場人物の心情を表せる読み方ができるかを考
え、その点に注意しながら TPC に録画（動画）した。その後、自分の
声を聞いて理想通りに聞こえるかをチェックし、改善して録画し直し
た。このように、自分の理想と現実とのギャップを少しずつ埋めていく
ことで、よりよい音読に子供自らが近づけていった。 
 
（２）運用 
 ① 教師の運用 
   子供たちが TPC を使い調べ物などの個別の操作をしているとき、教師は机間指導を行って学
習状況や操作状況を把握しようとする。しかし、40 人全ての画面を確認することは容易なこと
ではない。さらに、教室を離れ多目的室や体育館などで使用しているときはさらに把握は難しく
なる。そこで、写真１３の「らくらく支援システム(CHleru)」を用い
て、40 人の画面をテレビやプロジェクターに映し、子供たちの TPC
がどのような画面になっているかを確認するようにした。その結果、個
別指導を行いながら全体の進捗状況を把握することに繋がった。また、
TPC 使用中に操作が分からなくなる子供がいた。１人の子供が分から
ないと訴えてくるということは、他にも困っている子供がいることが
多い。そこで、訴えてきた子供の TPC をテレビに全画面表示して、子
供の TPC を操作しながら説明することで、他の困っていた子供も同じ
ように操作することができた。40 人の TPC 画面を一覧表示したり、1 人の TPC 画面を全画面
表示したりする操作を瞬時に行うことで子供たちへ指導が容易になり、子供たちの理解も高まっ
写真８ 月をスケッチする子供 
写真９ 実験結果を撮影する子供 
写真１１ 研究発表をする子供 
写真１２ 音読練習をする子供 
写真１０ ネットで調べ学習をする子供 
写真１３ らくらく授業支援の画面 
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た。 
   子供たちの写真データやドキュメントは通常 TPC 本体に保存される。しかし、教師が子供た
ちのファイルを見ようとすると一台一台起動しなくてはならない。現実にはかなり時間がかかる。
そこで、google アカウントを 40 台分取得して、google ドライブを設定した。そして、子供た
ちにファイルを google ドライブ内のフォルダに提出させることで、一台一台起動する必要がな
くなった。さらに、クラウド上にファイルがあるためネット環境下であればどこでも閲覧、修正
が可能である。ただし、この仕組みは課題もあり、個人情報に関わったり、個人が特定されたり
するファイルを保存することは危険である。今後の運用方法を関係者と協議しながら進めていく
必要がある。 
 
 ② 子供による運用 
   本学級では ICT 係が 4 名いる。１人が 10 台の TPC の担当となり、その運用にあたってい
る。係の子供たちの仕事は、保管庫の施錠・解錠、保管庫内の整理整頓、TPC の運搬、電源の確
認である。 
   まず、TPC を使う授業のはじめには、保管庫を解錠し 10 台ずつ写
真１４（左）のようなケースに入れて教室に運んでくる。他の子供たち
は専用ケースから自分の TPC を取り出し使う。授業が終わると子供た
ちはもとの専用ケースに TPC を戻しに来る。そして、係の子供が右の
写真のような保管庫に入れる。そのとき、シャットダウンされている
かを確認しながら電源ケーブルを挿していく。また、指導する教員に
よっては、各自で保管庫から TPC を持ってきたり片付けたりするよ
うに指示する場合もある。そのとき、係の子供は全員が片付けた後に、シャットダウンがされて
いるか、電源ケーブルがささっているか、同じ向きに整理されているかをチェックし、完了して
いれば施錠し鍵を返却する。 
   TPC が 40 台あり、保管場所が２階と 3 階に分かれている本校では、子供たち自身がしっか
りと管理する仕組みを作ることがとても重要である。 
 
３ 考える・表現する道具としての TPC の活用 
（１）授業実践 
 ① ６年理科「人や動物の体」 
  単元計画（全１４時間） 
・「私の特製解体新書」を作ろう（１時間） 
・呼吸の働きを調べよう(３時間) 
・消化の働きを調べよう(７時間) 
・血液の働きを調べよう(２時間) 
・「私の特製解体新書」を完成させよう(１時間) 
   この実践で TPC の活用方法としては次の３つに分類できる。  
・インターネットで調べる。（図書も併用） 
・実験結果を記録する。（静止画や動画） 
・自分のイメージ図をかく。(らくらく支援) 
  本稿では TPC が効果的に働いた「消化の働きを調べよう」について述べる。 
  子供たちは「ご飯はどのようにして栄養となるのだろう」と食べたものが栄養になる仕組みを
考えた。子供たちは、ご飯粒が歯でかみ砕かれ細かくなってお腹の中に入っていくと考えた。つ
まりご飯のでんぷんが糖になるという変化ではなく、単に細かくなると考えた。子供たちは TPC
でそのイメージ図を書いたところ、大きな丸がいくつもの細かな丸になる変化を矢印で書いた。 
写真１４ バッグと収納庫 
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そして、二つの実験を行った。一つ目はご飯の絞り汁をだ液で消化するとヨウ
素液に反応しなくなるというものである。子供たちは、ご飯粒が細かくなるだけ
であるから、性質の変化はないと考えていた。しかし、実験結果からだ液に消化
された後はでんぷんと同じ反応はしないことを確認した。写真１５は子供が
TPC で撮影した実験結果である。左がだ液を入れなかったもの、右がだ液を入
れたものである。子供たちは自分が撮影した写真を教室のカラープリンターで印
刷し、ノートに貼り考察を書いた。カラープリンターは４０台のどの TPC から
も印刷が可能で、子供たちは自分の実験結果をもとに考察を進めていった。 
二つ目は、オブラート紙(でんぷんで作った紙)にだ液を加える実験である。
オブラート紙に水を付けてもどろどろにはなるがとけることはなかった。し
かし、だ液を付けると水のようにさらさらに分解した。子供たちは水にはない
機能をだ液はもっているということを実感を伴って理解した。写真１６は子供
が撮影した実験結果である。見た目や手触りで液体の粘性を判断した後、さら
にヨウ素液を加えることで明らかにでんぷんではないものになっていること
が分かった。 
その後、もう一度自分の考えを TPC にイメージ図で描いた。すると、子供
たちのイメージ図が変わった。 
   写真１７（左）の子供は、青色のでんぷんと赤色
のだ液が足し算されて紫色の栄養になったと考え
ていた。写真１７（右）の子供は、青色の丸いでん
ぷんがだ液の力によって黄色い四角の栄養になっ
たと考えていた。いずれも、実験前のような大きな
丸が小さな丸になったのではなく、質的な変化につ
いて考えている姿である。 
   さらに、子供たちが考えたイメージ図をテレビに映し自分の考えを発表した。 
   左の写真は「らくらく支援システム」を使い４０人の画面をテレビに映しているときの親機の
画面である。右の写真は発表者の TPC を全画面表示して、自分のイメージ図を説明していると
ころである。子供たちは自分の TPC の画面とテレビ画面を比較しながら友達の考えを聞く様子
が見られた。その後、子供たちが TPC に描いたイメージ図は各自でカラー印刷しノートに貼っ
た。 
   この実践では、これまでデジカメで撮影し
ていた写真を TPC で撮影し、各 TPC から必
要な写真を印刷した。また、これまでノートに
書いて実物投影機で映し出していたイメージ
図を TPC で表示した。これまで行ってきたこ
とを TPC を使うことで少し簡単になり、少し
短時間で行えるようになった。この、「少し」
という部分が TPC の有効活用の鍵であると
考える。 
 
 ② ６年理科「てこのしくみとはたらき」 
  単元計画 
・楽に持ち上げるにはどうすればよいだろう。(５時間) 
・実験用てこを使って、てこの仕組みを見付けよう。(２時間) 
・身の回りからてこを見付けよう(１時間) 
   この実践では、おもりを直接手で持ち上げるよりも、てこを使って持ち上げた方が楽に持ち上
がると考えた子供たちに対して、「どのようにてこを使えば楽にもちあがるか」を自由試行の時間
を充実させ、考えさせた。本発表では、特に TPC が効果的に働いた時間を取り出して述べる。 
写真１５ ヨウ素反応 
写真１６ オブラート紙
のヨウ素反応 
写真１７ 子供が描いたイメージ図 
写真１８ らくらく支援システムの TPC画面と親機の画面 
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   自由試行を行った子供たちは、上図のようにてこの左側におもり、右
側に力点を置いた場合、どちらが軽くおもりを持ち上げられるかを考え
た。子供たちは、同じ図があるワークシートに書き込みをしながら自分
の考えをつくっていった。その発表場面が下の写真である。 
   写真１９は TPC に書き込みながら説明している様子で、写真２０は
テレビに映している TPC の画面である。子供たちはワークシートの図
に書き込みながら考えを作った。そこで、子供たちが書き込んだ図では
なく、元の図に書き込みながら説明することで、発表者の考えが伝わり
やすかった。 
   このように、子供が考えた後の図を使って説明するのではなく、図に
書き込みながら説明することも考えを表現するためには有効に働くと考
える。 
 
 
４ 成果と課題 
〇 TPC 利用の前に、実物投影機、プロジェクターやテレビ、ノートを使って考えたり、発表した
りしておくことが重要である。 
〇 上のことが TPC を使うと、時間の短縮、手間の短縮、いくつもの機器が TPC にまとまるとい
う利点がある。 
〇 TPC を有効に活用するためには、子供の思考の道筋と合致しているか、子供が見通しをもって
学習できるか、課題が焦点化されているかなど単元構想の工夫が必要である。 
△ ネットワーク上で子供のファイルを管理する方法はどうあるべきかを今後検討していく。  
写真１９ TPCに書き込みな
がら説明 
写真２０ TPCの画面をテレ
ビに表示 
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